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潮
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動
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同
國
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業
の
財
務
に

及
ぼ
し
た
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影
響
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お
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物
慣
水
準
攣
動
の
経
過

　
イ
ギ
リ
ス
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お
け
る
物
債
水
準
の
動
き
を
次
表
の
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鼠
勢
ミ
望
詰
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卸
費
物
債
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敷
（
第
二
次
世
界
大
職
勃
螢
前
年
一
九
三
八
年
基
準
）

に
よ
つ
て
み
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
當
時
の
そ
の
動
き
は
、
大
職
勃
襲
の
そ
の
年
一
九
一
四
年
の
九
四
か
ら
大
職
終
了
の
年
一
九
一
八
年

に
は
二
一
三
に
及
び
、
翌
一
九
一
九
年
に
は
二
二
九
、
さ
ら
に
二
〇
年
に
は
二
七
九
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
頂
鮎
と
し
て
急
速
に
下
落
し

は
じ
め
一
九
三
一
年
に
は
九
一
ま
で
下
つ
た
。
爾
後
第
二
衣
大
戦
勃
襲
の
年
一
九
三
九
年
に
い
た
る
ま
で
は
、
基
準
物
債
の
水
準
を
保
ち

合
つ
て
い
た
。

　
し
か
る
に
、
一
九
三
九
年
の
第
二
次
世
界
大
職
勃
稜
以
降
物
慣
は
ふ
た
た
び
上
昇
に
韓
じ
て
以
來
一
九
五
一
年
に
い
た
る
ま
で
、
一
路

そ
の
上
昇
の
歩
み
を
止
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
一
八
八
O
年
以
降
一
九
五
一
年
に
い
た
る
イ
ギ
リ
ス
の
物
債
は
、
第
二
次
大
職
の
勃
襲
し
た
一
九
三
九
年
を
境
と
し
て
、

そ
の
以
前
と
以
後
で
は
顯
著
な
ち
が
い
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
三
九
年
以
前
の
物
債
は
、
第
一
次
世
界
大
職
の
衝
撃
に
獲
端
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路
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斜
的
上
昇
を

つ
づ
け
る
非
同
蹄
性
物
便
の
性
格
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
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し
か
も
、
爾
後
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
物
債
の
趨
勢
に
關
し
て
は
同
國
の
経
濟
專
門
家
の
間
に
は
、
現
在
一
時
的
後
退
朕
態
を
示
し
て

は
い
て
も
、
大
勢
は
傾
斜
的
上
昇
の
線
を
た
ど
る
と
い
う
見
通
し
を
も
つ
も
の
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
第
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次
世
界
大
戦
當
時
の
物
債

激
動
時
代
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ヨ
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ッ
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國
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い
て
そ
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ぞ
れ
イ
ン
フ
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シ
ョ
ン
會
計
が
異
常
な
關
心
を
呼
び
お
こ
し
て
い
た
當
時
、
ひ

モ
り
イ
ギ
づ
ス
だ
け
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、
つ
い
に
こ
の
問
題
に
關
心
を
む
け
た
會
計
上
の
文
献
が
現
わ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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か
る
に
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
は
同
國
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経
濟
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門
家
・
會
計
専
門
家
の
進
歩
酌
人
士
の
間
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い
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早
く
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物
便
攣
動
と
會
計
問
題
」
に
關
し
て
異
常
な
關
心

を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。
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ョ
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す
る
思
考
が
相
當
程
度
ま
で
世
界
的
に
浸
透
し
て
い
た
と
い
う
事
情
に
も
原
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
も
主
な
事
由
は
、
第
二

次
世
界
大
職
以
降
そ
の
當
時
に
及
ぴ
さ
ら
に
將
來
に
つ
な
が
る
イ
ギ
リ
ス
の
物
債
の
攣
動
が
非
同
蹄
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
致
し
た

見
解
に
つ
よ
く
根
ざ
し
て
い
た
と
い
つ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
二
年
六
月
・
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
六
同
國
際
會
計
會
議
の
主
要
議
題
で
あ
つ
た
「
物
慣
攣
動
と
會
計
」
（
ゑ
ま
言
暮
一
轟
写
一
－

8
い
Φ
く
Φ
一
の
一
ロ
幻
Φ
鼠
二
〇
昌
ε
＞
0
8
ロ
⇒
錺
）
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ρ
b
曾
o
鴇
園
貧
8
毒
o
以
崩
（
彼
は
↓
一
一
Φ
ω
0
9
Φ
運
9
；
8
ε
o
β
。

叶
①
α
臣
。
。
。
鉱
一
一
一
p
、
一
叶
の
”
一
一
自
卜
鼠
答
。
㎏
ω
の
會
員
で
あ
り
、
こ
の
報
告
は
彼
の
個
人
的
意
見
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
特
に
断
っ
て
い
る
。
）
は
、
そ
の
會
議

に
お
け
る
報
告
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。

　
　
「
今
日
の
物
債
の
動
き
は
第
一
次
世
界
大
職
後
に
お
け
る
當
時
の
物
債
の
動
き
と
は
全
く
ち
が
つ
て
い
る
。
こ
の
物
債
が
第
二
次
世

　
界
大
戦
前
の
水
準
に
安
定
す
る
兆
候
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
」
（
目
お
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×
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呂
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夷
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9
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8
9
暮
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弘
3
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国
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塁
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8
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。
算
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耳
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「
こ
れ
ら
の
貼
に
徴
し
て
現
在
の
物
便
水
準
を
み
る
と
、
そ
れ
が
將
來
永
績
し
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
ぺ
き
要
素
を
ふ
く
ん
で
い

　
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
の
會
計
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
重
大
な
撹
乱
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
過
去
七
十
年

　
に
わ
た
る
イ
ギ
リ
ス
の
會
計
實
務
は
牢
固
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ス
ト
に
そ
の
基
盤
を
お
い
て
い
る
。
そ
の
間
た
ぴ
た
ぴ
物
慣
の
憂

　
動
を
み
た
が
、
し
か
し
物
慣
は
ふ
た
た
び
元
の
水
準
に
復
蹄
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
長
期
に
わ
た
つ
て
み
れ
ば
物
債
攣
動
は
會
計
實
務

　
上
な
ん
ら
の
影
響
を
も
も
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
常
に
假
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
も
し
も
、
過
去
に
お
こ
つ
た
物
債
憂
動
が
、
ち
よ

　
う
ど
現
在
の
物
債
攣
動
の
よ
う
に
、
適
當
な
時
間
を
経
過
す
る
と
元
の
水
準
に
復
躁
す
る
見
込
み
の
な
い
恒
久
的
上
昇
性
を
も
つ
も
の



　
で
あ
つ
た
な
ら
ぱ
、
會
計
上
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
一
部
を
憂
更
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
も
つ
と
ず
つ
と

　
早
く
問
題
に
な
つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
間
題
の
焦
鮎
は
あ
き
ら
か
に
、
現
在
の
上
昇
し
た
物
債
水
準
は
一
時
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ

　
と
が
誰
明
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
一
鮎
に
懸
つ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
鐙
明
か
ら
得
ら
れ
る
答
は
、
事
態
は
一
時
的
の
も
の
で
な

　
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
戦
前
（
一
九
三
九
年
）
の
物
債
水
準
は
同
復
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
ま
つ
た
く
違
つ
た

　
一
そ
う
高
い
水
準
が
ノ
ー
マ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
」
（
＆
ぎ
・
畢
嵩
～
軍
）
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る
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濟
専
門
家
お
よ
び
會
計
専
門
家
の
間
に
は
、
同
國
の
物
債
水
準
の
憂
動
に
封
す
る
會
計
上
の
認
識
の
仕
方
と
し

て
、
さ
ら
に
、
も
う
一
歩
を
す
す
め
た
見
方
を
し
て
い
る
一
派
が
あ
る
。
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Φ
ざ
お
〆
、
と
い
う
一
書
を
公
刊
し
た
。
こ
の
書
物
は
職
業
會
計
士

と
縫
．
沸
轡
瞬
家
の
協
力
に
よ
つ
て
成
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
著
者
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
物
偵
水
準
礎
動
の
経
過
を
一
七
九
〇
～

一
九
五
〇
年
の
長
期
に
わ
た
つ
て
観
察
し
た
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
長
期
物
債
は
そ
の
ピ
、
ー
ク
か
ら
ピ
ー
ク
の
間
に

お
お
よ
そ
五
十
年
な
い
し
六
十
年
の
期
間
を
お
い
て
周
期
的
循
環
憂
動
を
お
こ
な
つ
て
お
り
、
こ
の
長
期
周
波
動
の
間
に
お
い
て
、
さ
ら

に
こ
れ
と
明
確
に
匠
別
し
う
る
、
主
と
し
て
景
氣
攣
動
に
原
因
す
る
と
さ
れ
て
い
る
、
短
期
の
憂
動
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
物
債
上
昇
期
に
生
ず
る
固
定
資
産
取
換
準
備
不
足
は
物
債
下
落
期
に
生
ず
る
準
備
過
剰
に
よ
つ
て
補
償
さ
れ
る
と
考
え
る
の
は
ま

　
つ
た
く
誤
り
で
あ
る
。
長
期
波
動
・
短
期
波
動
と
も
に
周
期
的
循
理
を
え
が
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
循
環
に
お
け
る
上
昇
と
下
降
は
、

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
そ
の
幅
も
期
間
も
非
常
に
不
統
一
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
前
の
債
格
上
昇
を
う
め
る
に
必
要
な
債
格
下
落
は
遅
れ
す
ぎ
た
り
、
ま

　
た
、
そ
の
大
小
の
順
序
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
つ
た
画
「
特
定
資
産
の
取
得
と
取
換
の
時
期
に
都
合
よ
く
螢
生
し
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え

　
長
期
の
波
動
が
均
一
の
持
績
時
間
と
幅
の
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
一
循
環
の
期
間
が
五
〇
年
な
い
し
六
〇
年
で
あ
る
と
い
う

　
事
實
は
時
間
的
影
響
を
正
し
く
李
均
化
す
る
可
能
性
を
な
く
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
自
動
的
に
う
め
合
せ
る
と
い
う
保
謹
は
何
に
も

　
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
埋
合
せ
が
お
こ
る
べ
き
理
由
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
》
0
8
に
巨
ぎ
α
q
一
8
ぎ
詩
瓢
9
・
一
〇
輿
や
鎗
）

　
約
言
す
れ
ば
、
．
訪
。
8
ロ
暮
ぎ
α
Q
賄
8
一
島
＆
8
、
の
著
者
に
よ
れ
ば
、
物
煩
の
長
期
的
周
波
動
の
幅
と
時
間
が
均
一
で
あ
つ
て
も
、
こ

の
長
期
周
波
動
の
波
と
波
の
間
に
お
こ
る
短
期
周
波
動
の
幅
と
時
間
が
均
一
で
な
い
か
ぎ
り
、
歴
史
的
原
債
基
準
に
よ
る
利
釜
計
算
で
は

企
業
の
實
盟
資
本
の
維
持
は
保
障
さ
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

n
　
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
が
同
國
企
業
の
財
務
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響

　
第
二
次
世
界
大
職
勃
焚
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
物
債
は
同
國
諸
企
業
の
財
務
構
威
に
ど
ん
な
一
般
的
影
響
を
あ
た
え

た
か
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
研
究
上
重
要
に
し
て
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
九
三
八
年
（
大
職
勃
螢
前
年
）
か
ら
一
九
五
〇
年
に
い
た
る
期
間
に
わ
た
り
産
業
の
固
定
資
産
の
時
慣
に
よ
る
取
換
原
債
と
在

庫
品
（
原
材
料
・
仕
掛
品
・
完
成
品
）
の
市
揚
債
格
の
推
移
を
次
表
（
第
2
表
・
第
3
表
）
に
よ
つ
て
み
る
。
（
↓
ぎ
診
釜
馨
言
亀
○
角
ー

ユ
留
自
や
一
己
O
日
宕
旨
8
》
o
。
o
∈
一
5
巨
聾
＞
8
0
β
筥
ぎ
鵬
h
o
弓
ぎ
田
江
o
目
”
い
o
巨
9
一
3
ド
マ
⇔
汐
や
8
）

　
第
2
表
に
お
け
る
固
定
資
産
の
債
格
は
終
職
の
一
九
四
五
年
に
は
職
前
一
九
三
八
年
の
水
準
に
比
べ
て
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
騰
貴
し
、
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　　　　　　　　　　　　　　第2表
　　　　　　　　　　　固定資産取換原債指敷
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1940・

1941・

1942，

1943・

1944・

1945．
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1948・

1949・
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（注）1951年指敷は1950年指敷の15％層と見積られる，

第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展

一
九
五
〇
年
に
は
職
争
勃
螢
前
年
に
比
べ
て
一

三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
騰
貴
し
、
終
職
年
時
に

比
べ
て
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
縢
貴
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
會
肚
法
の
規
定
で
は
、
企
業
の

固
定
資
産
の
減
慣
償
却
は
そ
の
取
得
原
償
に
基

い
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ

て
い
る
が
、
そ
の
償
却
費
は
右
の
時
慣
に
よ
る

取
換
原
慣
に
基
礎
を
お
い
て
計
上
す
る
減
償
償

却
費
に
く
ら
べ
る
と
著
し
い
償
却
不
足
を
來
た

す
こ
と
に
な
る
。
個
々
の
企
業
に
お
け
る
こ
の

償
却
不
足
は
、
取
得
年
次
の
古
い
資
産
を
多
く

所
有
す
る
企
業
ほ
ど
著
し
い
わ
け
で
あ
る
。
英

國
産
業
が
全
膿
と
し
て
ど
の
程
度
の
償
却
不
足

を
招
い
た
か
を
正
し
く
測
定
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
．
》
0
8
ロ
諄
置
瞭
協
9

H
監
暮
一
9
、
の
著
者
た
ち
が
、
多
数
の
會
肚
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　　　　　第3表
原材料・仕掛品・完威品債格指数表

　指　　数　　　　　　　　　前年に鉗する攣化

一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究

H

＼ 原材料 仕掛品 完成品 李　均 原材料 仕掛品 完成晶 李　均

1938 100 100 100 100

1939 107 102 99 102．6 十7 十2 一1 十2．6

1940 159 139 119 139．Q 十49 十36 十20 十35．O

1941 179 158 132 156．3 十13 十14 一ト11 十12，6

1942 182 162 136 160．0 十2 十3 十3 十2．6

1943 187 164 138 163．0 十3 十1 十1 十L6

1944 198 168 141 169．0 十6 十2 十2 十3．3

1945 202 1Z3 144 173．0 十2 十3 十2 十2．3

1946 206 187 155 182．6 十2 十8 十8 十6．0

1947 246 21ヰ 168 209．3 十19 十14 十8 十13，6

1948 322 238 189 249．6 十31 十11 十13 十18．3

1949 320 249 198 255．6 十1 十5 十5 十3．6

1950 429 282 209 306．6 十34 十13 十6 十17．6

1951 648 356 240 414．6 十51 十26 十15 十30．6

（注）　Board　of　Tradeの基礎原材料。中聞製品。製品の卸費贋格指勲による。

　
　
　
　
　
四
〇

ら
得
た
個
別
報
告
資
料
に
も
と
づ
い

て
．
孕
均
的
に
測
定
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ソ
ト
じ
リ
ブ
レ

た
る
減
債
償
却
引
當
金
は
時
便
に
よ

ヒ
ス
メ
ソ
ト
　
コ
ス
ト

る
取
換
原
債
で
再
計
算
し
た
額
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

ぺ
て
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
不
足

に
な
る
と
い
う
。
（
》
8
呂
旨
ぎ
閃
隔
9

H
昌
P
帥
江
o
F
一
〇
頓
b
o
’
や
N
o
o
）

　
（
註
）
　
イ
ギ
リ
ス
工
業
連
盟
が
八
○

　
　
肚
に
つ
い
て
調
査
し
た
一
九
四
九

　
　
～
五
〇
年
の
實
際
減
債
償
却
額
は
、

　
　
時
債
に
よ
る
取
換
原
慣
で
計
算
し

　
　
た
償
却
見
積
額
に
封
し
五
ニ
パ
ー

　
　
セ
ン
ト
の
不
足
額
を
示
し
て
い

　
　
る
と
い
う
。
（
↓
げ
Φ
国
融
Φ
9
9

　
　
↓
ρ
因
帥
焦
O
β
O
口
H
口
中
国
該
O
昌
陣
一
〇
蟄
』

　
　
℃
岸
巴
園
霧
o
ロ
3
8
｝
悶
o
自
o
擁
蟄
菖
o
昌

専



　
　
9
ゆ
ユ
菖
の
プ
目
昌
山
β
ω
貫
一
窃
｝
一
〇
蟄
）

　
次
に
在
庫
品
（
原
材
料
・
仕
掛
品
・
完
成
品
）
の
卸
費
慣
格
の
推
移
（
第
3
表
）
を
み
る
と
、
原
材
料
の
債
格
攣
動
は
最
も
鏡
敏
で
、

戦
前
一
九
三
八
年
を
基
準
に
し
て
、
職
争
勃
焚
の
翌
年
一
九
四
〇
年
に
鳳
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
騰
貴
し
、
終
戦
年
時
の
一
九
四
五
年
に
は

一
〇
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
騰
貴
し
、
一
九
五
一
年
に
は
五
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
騰
貴
を
示
し
て
い
る
。
仕
掛
品
の
慣
格
は
こ
れ
に
次
ぎ
、
右

の
各
年
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
基
準
年
次
に
比
べ
て
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
・
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
・
二
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
騰
貴
を
示
し
て

い
る
。
完
成
品
の
債
格
騰
貴
は
最
も
徴
弱
で
あ
り
、
右
各
年
に
お
い
て
、
そ
の
騰
貴
率
は
一
九
パ
…
セ
ン
ト
・
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
．
一
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
な
、
固
定
資
産
お
よ
び
在
庫
品
の
償
格
攣
動
事
情
の
も
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
企
業
が
そ
の
財
務
の
上
に
如
何
な
る
一
般
酌
影
響

を
う
け
た
か
を
知
る
の
に
好
適
な
資
料
と
し
て
、
．
＞
8
8
三
一
轟
h
9
ぎ
訣
菖
目
、
中
に
報
告
さ
れ
て
い
る
3
0
肚
綜
合
の
貸
借
封
照
表
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

析
表
お
よ
び
損
釜
計
算
書
分
析
表
を
次
に
引
用
し
て
、
實
情
を
究
明
す
る
。

　
（
註
）
　
こ
の
綜
合
分
析
表
を
構
成
す
る
3
0
肚
は
自
己
資
本
総
額
一
〇
〇
萬
ポ
ン
ド
以
下
の
小
規
模
の
も
の
か
ら
五
、
○
○
○
萬
ポ
ン
ド
以
上
の
も
の
を

　
　
ふ
く
む
廣
い
分
布
に
わ
た
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
カ
ム
バ
ニ
ー
で
あ
る
。
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9
フ
も
弓
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4
3
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一
『
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會

　
　
　
本
斡

　
　
　
資
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・
ン
レ
y
、
P
⑳
錐
紛
上

　
　
　
己
僕
～
～
～
～
～
～
以

　
　
　
自
0
1
3
m
2
0
3
5
5
0

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



息

　　　　第4表
30肚綜合貸借封照表分析表 軍位100萬ポンド

　　　〔資本調達一負債〕

1　當座負債及引當金：

　（a）短期借入金及當座借越一
　（b）買掛金及ぴ繰延勘定・・甲

　（c）納視引當金一……・一

　　　　　（i）　現在……

　　　　　（1i）未來・……ひ

　（d）豫定配當金・……・・……

　（e）其他引當金友負債…・・り

　（f）　合計・…一…一・

皿　肚債及長期借入金・………・

皿　子會肚の少数株主持分・…・

lV　株式資本

　（a）優先………………・・…一

　（b）普通…

　（c）合計一………・一…・一

V　準備金
　（a）資本……一…・…一・一…

　（b）　矛虚益（言主　1）…・…・・…一…

　（c）合計・……………………

　　　　　合計……・一…

　　〔資本運用一資産〕

1　當座資産

③
㈲
⑥
⑥
⑥
㊤

現金預金……………
短期投資と流通誼券・・

國債………一………・…

前彿金…・…・…………

在庫品・仕掛品…一・

合計……・・一……・…

皿　他會肚投資及ぴ利息・・

皿　固定資産・……………・

w　無形資産・……………・

　　　　　合計…・…・

固定資産の取得原便（註2）

減債償却引當金累計・…・一

（註1）

（註2）

1938年

2
．
2

43．9

　42．1

・188．4

46，1

25．6

12．8

3
．
2

33．9

130，5

37．1

252．1

14．1
7
．
1

1
．
3

33，0

44．2

99．6

16．7

112，6

23．2

2521

X
×

1945年

4．6

85，2

22．2

45．9

93．1

112．0

22．7

14，2

F
D
O

4
8

　
5

139．O

62．5

350．5

21．4

18．5

15．1

62．6

89．7

207．2

21．4

1008

21．0

350．5

×
×

1949年

8
ご
Q1
1
2
7
40．2

23．1
6
．
7

17．5

180．9

27．9

19．2

49．8

113．7

163．5

9
3

4
4
T

4
Q
〆

139．3

530．8

28，8

10，7

　2，0

92，8

172，1

306．4

35．4

166．6

22．4

530．8

313．3

146，7

1950年

一
〇
嗣
1

0
Q
／1
8
43．5

36，9

8．4

16．7

橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究

205．7

　　　正59．7

21．4

49．8

121．6

171．4

59，3

110，1

169，4

627．7

43，0

16．9

　1．尋

117．0

192．1

370．4

37．5

196，5

23．3

initial　allowancesから襲生した繰延未擁視を含む

194S年會肚法による再評債額を含む

　　　四627．7　＿

361．0

164．5



o

①
資
産
構
成
の
墜
化

　
第
4
表
の
綜
合
貸
借
勤
照
表
分
析
表
上
、
資
産
構
成
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
顯
著
な
攣
化
は
、
固
定
資
産
の
帳
簿
慣
額
が
一
九
三
八
年
か

ら
一
九
四
九
年
ま
で
に
一
一
二
・
六
ミ
リ
ォ
ン
・
ポ
ン
ド
か
ら
一
六
六
・
六
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
ヘ
と
お
よ
そ
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
増
大
し

た
の
に
鉗
し
、
一
方
、
在
庫
品
・
仕
掛
品
は
同
じ
期
間
に
四
四
・
ニ
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
か
ら
一
七
二
二
、
・
・
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
ヘ
と
約
四

倍
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
在
庫
品
・
仕
掛
品
債
額
の
こ
の
膨
脹
は
、
そ
の
一
部
分
は
手
持
物
量
の
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
債
格
騰
貴
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
3
表
の
在
庫
品
債
格
指
数
表
の
示
す
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
（
こ
の
表
に
お
い
て
一
九
三
八
年
債
格
を
基
準
に
し
て
一
九
四
九
年
慣
格
は
原
材
料
三
二
〇
、
仕
掛
品
二
四
九
、
完
成
品
一
九

八
、
李
均
二
五
六
と
な
つ
て
い
る
。
）

　
在
庫
品
・
仕
掛
品
の
帳
簿
債
額
の
増
大
を
ま
か
な
つ
た
資
金
源
泉
を
さ
ぐ
つ
て
み
る
と
、
一
部
分
は
利
釜
に
よ
り
、
一
部
分
は
銀
行
か

ら
の
當
座
借
入
の
増
大
に
よ
り
、
ま
た
一
部
分
は
短
期
借
入
に
よ
つ
て
い
る
が
、
特
に
一
九
四
五
年
以
後
は
手
持
の
短
期
誰
券
の
慮
分
に

よ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
九
五
〇
年
に
は
、
在
庫
品
・
仕
掛
品
の
債
額
は
一
九
二
ニ
ミ
リ
オ
ン
，
・
ポ
ン
ド
と
な
つ
て
前
年
に
比
し
さ
ら
に
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

金
額
に
し
て
二
〇
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
を
増
大
し
た
。

　
こ
の
憤
額
檜
大
の
原
因
が
軍
な
る
市
債
の
騰
貴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
3
表
の
在
庫
品
債
格
指
敷
表
か
ら
み
て
確
か
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
固
定
資
産
も
一
九
五
〇
年
に
は
一
九
六
・
五
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
と
な
つ
て
、
前
年
に
比
し
一
八
バ
ー
セ
ン
ト
金
額
に
し
て

三
〇
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
を
増
大
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
資
本
支
出
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

　
輔
九
五
〇
年
に
お
け
る
か
か
る
資
産
債
額
の
増
大
を
ま
か
な
つ
た
資
金
供
給
源
と
し
て
は
、
第
一
に
利
釜
の
再
投
資
、
第
二
に
外
部
か

ら
の
長
期
資
金
の
吸
牧
に
よ
つ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
後
者
は
、
そ
の
四
分
の
三
が
肚
債
お
よ
ぴ
無
捲
保
手
形
の
螢
行
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
他
は
普
通
株
の
襲
行
に
よ
つ
て
い
る
。

　
第
二
次
大
職
の
終
つ
た
一
九
四
五
年
に
お
け
る
固
定
資
産
の
償
却
後
慣
額
は
一
〇
〇
・
八
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
で
、
そ
れ
は
職
争
勃
焚

の
前
年
一
九
三
八
年
の
二
二
・
六
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
よ
り
一
一
・
八
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
も
小
さ
い
。
こ
の
間
に
お
け
る
固
定
資
産
の

時
債
に
よ
る
取
換
原
慣
は
、
第
2
表
に
み
る
よ
う
に
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
る
事
實
に
顧
み
て
、
固
定
資
産
の
腹
棄
が
お
こ
な

わ
れ
た
の
を
う
め
る
だ
け
の
資
本
支
出
が
充
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
固
定
資
産
帳
簿
債
額
は
一
九
四
五
年
の
お
お
よ
そ
二
倍
に
ち
か
い
数
量
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
債

額
檜
加
分
の
内
容
は
、
一
部
は
資
産
の
物
量
増
加
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
他
は
職
時
中
見
途
ら
れ
て
い
た
維
持
お
よ
ぴ
更
新
を
後
か

ら
お
こ
な
つ
た
た
め
の
支
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　．

8
0
琶
江
漏
団
8
冒
夢
瓜
O
b
．
の
著
者
た
ち
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
被
調
査
會
肚
全
髄
の
職
後
一
九
四
五
年
か
ら
五
〇
年
ま
で

の
六
年
間
に
お
け
る
固
定
資
産
の
物
量
曾
加
分
は
大
た
い
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
み
て
お
り
、
こ
れ
を
そ
の
六
年
間
に
割
り
あ
て
る

と
李
均
年
七
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
こ
の
敷
字
は
同
期
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
エ
業
生
産
力
の
振
大
の
割
合
に
お
お
む
ね
等
し
い
と

い
う
。
（
同
書
や
睾
）

　
次
に
、
第
5
表
の
英
國
企
業
三
〇
肚
綜
合
利
盆
分
析
表
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
三
〇
肚
の
一
九
五
〇
年
の
名
目
利
盆
と
實
髄
資
本
維
持
と

の
關
係
を
討
究
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

雪



　　第5表
30肚綜合利盆分析表 罫位100萬ポンド

第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展

四
五

1　（a）～（d）控除後の管業利釜…

　（a）減債償却・………

　（b）肚償及借入金利息…

　（c）役員手當及管理費等・・9…

　（d）修繕維持費…

E　其他の牧釜
（a）投資利釜…

　（b）共他牧入利釜・……

　（c）未牧牧牟一・…

　（d）合計…

皿　視込利釜……

四　租視……………
　（a）N．D．C，，E．P．T．，or　P．

　　T…＿＿、＿＿
　（b）所得視…一……………り■

　（c）其他租視一……

　（d）合計……”O

V税弓li利釜……

町　子會肚の外部利釜部分……

田　税引正味利i益…………・…・・

皿　配當金………

　（a）優先………

　（b）普通一

　　　合計………

IX　利盆留保

　（a）繰延未梯所得視…………
　（b）固定資産減債償却及取替
　　　の追加準備金……・・……
　（c）其他特別留保…一一…・…

　（d）資本及利盆準備金………

　（e）合計……・・

X　子會肚の留保分…・………・・

X印は不明

1938年　　1945年　　1949年
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．
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1
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0
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．
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．
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．
5
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0

0
曙
⊥
－
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．
5
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1
．
3

4
．
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0．5
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3
2

2
0
4
⊥
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4．0
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12．8　　　　　　13．2　　　　　　29．9

0．3　　　　　　　0．5　　　　　　　1，0
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．
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一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
ま
ず
、
一
九
五
〇
年
の
螢
業
利
釜
（
↓
壁
象
轟
写
o
葺
”
a
減
債
償
却
費
　
b
　
借
入
金
利
子
　
c
役
員
手
當
及
管
理
費
　
d
修
繕
維

持
費
　
を
控
除
し
た
後
の
利
釜
）
は
七
七
・
三
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
で
こ
れ
は
一
九
四
九
年
の
五
〇
・
五
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
よ
り
そ
の
約

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
増
大
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
五
〇
年
會
計
年
度
減
慣
償
却
費
は
一
九
・
七
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
既
に
み
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
四

九
～
五
〇
年
に
お
け
る
英
國
企
業
の
實
際
減
債
償
却
額
が
時
債
に
よ
る
取
換
原
債
に
も
と
づ
く
償
却
見
積
額
に
封
し
て
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

な
い
し
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
不
足
で
あ
る
（
本
稿
四
〇
頁
の
記
述
参
照
）
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
記
三
〇
肚
綜
壱
の
一
九
五
〇
年

の
減
償
償
却
額
を
時
慣
に
よ
る
取
換
原
偵
に
印
し
て
計
上
す
る
と
す
れ
ば
、
均
二
〇
・
五
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
利
釜
分
析
表
に
示
さ
れ
た
利
釜
留
保
額
は
、
未
携
所
得
税
四
・
四
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
を
控
除
す
る
と
正
味
ニ
ニ
・
四
ミ
リ
オ
ン
・
ポ

ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
利
釜
留
保
額
の
う
ち
か
ら
假
に
減
債
償
却
不
足
二
〇
・
五
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
を
埋
め
る
と
す
れ
ば
、
残
り
の
利
釜

留
保
額
は
約
ニ
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
に
し
か
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
既
に
第
4
表
貸
借
封
照
表
分
析
表
で
み
た
よ
う
に
、
在
庫
品
・
仕
掛
品
は
一
九
四
九
年
の
一
七
二
ニ
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
に

封
し
て
一
九
五
〇
年
は
一
九
二
ニ
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
と
前
年
よ
り
も
二
〇
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
、
率
に
し
て
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
増

大
し
て
い
る
。
第
3
表
の
英
國
商
務
局
卸
費
指
数
表
に
よ
れ
ば
、
原
材
料
・
仕
掛
品
・
完
成
品
の
一
九
四
九
年
か
ら
五
〇
年
の
間
に
お
け

る
騰
貴
奪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
ニ
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
－
李
均
一
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ

つ
て
み
れ
ぱ
、
三
〇
肚
の
一
九
五
〇
年
綜
合
貸
借
封
照
表
の
在
庫
品
・
仕
掛
品
が
前
年
度
よ
り
慣
額
に
し
て
二
〇
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
、

率
に
し
て
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
し
て
い
る
の
は
、
軍
な
る
市
慣
の
高
騰
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
イ
ギ
リ



ス
産
業
界
全
髄
を
通
じ
て
一
九
五
〇
年
末
の
原
材
料
・
完
成
品
の
在
庫
敷
量
は
一
九
四
九
年
末
よ
り
も
少
か
つ
た
實
情
に
即
し
て
、
右
三

〇
肚
の
在
庫
口
㎜
．
仕
掛
品
の
賞
数
量
は
前
年
よ
り
低
下
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
．
》
8
薯
巨
ぎ
α
Q
8
『
H
注
暮
ざ
3
、
の
著
者
は
報
告
し

て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
三
〇
肚
全
膿
と
し
て
一
九
五
〇
年
の
総
利
釜
は
前
年
度
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
檜
大
し
な
が
ら
、
そ
の
利
釜
留
保
額
二
二
・

四
、
、
、
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
の
全
部
を
以
て
し
て
も
、
時
慣
に
よ
る
取
換
原
債
で
の
減
債
償
却
必
要
額
中
の
不
足
分
二
〇
・
五
ミ
リ
オ
ン
・
ポ

ン
ド
と
在
庫
品
．
仕
掛
品
の
封
前
年
度
債
額
超
過
部
分
二
〇
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
を
ま
か
な
う
に
は
約
一
八
ミ
リ
オ
ン
・
ポ
ン
ド
不
足
で

あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
五
〇
年
の
三
〇
肚
綜
合
貸
借
封
照
表
上
、
外
部
負
債
の
顯
著
な
増
大
に
よ
る
資
金
吸
牧
の
事
實
が
み
ら
れ
る
の
は
、
累
年
膨
脹
を

つ
づ
け
て
き
た
名
目
利
釜
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
下
で
次
第
に
潜
行
し
て
い
た
資
本
の
實
質
的
慧
食
を
い
ま
や
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
行
つ
た
不
可
避
的
な
財
務
行
爲
に
も
と
づ
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

第
2
項

イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
T
シ
ョ
ン
初
期
に
お
け
る
，
資
本
維
持
く

経
濟
學
者
の
見
解
と
正
統
派
會
計
士
の
見
解
（
一
九
里
～
四
五
年
）

問
題
を
め
ぐ
る

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
に
は
種
々
な
る
要
因
が
重
な
り
あ
つ
て
い
る
が
、
そ
の
稜
端

を
刺
激
し
た
も
の
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
初
期
｝
九
四
一
年
（
昭
和
＋
六
年
・
こ
の
年
大
李
洋
職
孚
勃
捜
）
～
二
年
に
わ
た
つ
て
展
開
さ
れ

た
男
｝
＜
o
、
一
目
貸
藩
F
》
○
・
歪
碧
F
い
卑
国
一
。
5
ら
を
中
心
と
す
る
経
濟
學
者
た
ち
の
資
本
維
持
論
孚
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
搬
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
　
　
　
　
べ
　
　
ぎ
ザ
　
　
　
り
　
ぎ
ザ
　
エ

慧
署
た
ち
の
桑
讐
観
は
ζ
墓
ん
、
個
別
企
業
の
立
豪
ら
物
漿
麩
動
と
の
關
係
に
お
い
て
み
養
本
維
持
問
題
を
封

象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
・
し
か
し
蒙
ら
・
そ
こ
で
と
り
あ
げ
裏
養
本
と
霜
の
本
纂
畠
債
値
測
定
の
間
題
箸
然
物
債

と
の
關
係
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
・
し
か
し
物
鯖
響
超
え
る
ひ
ろ
い
範
男
お
い
て
、
．
】
れ
ら
謡
學
者
た
ち
の
蒙

維
持
蓼
の
内
容
界
入
す
る
こ
と
は
本
稿
の
と
り
あ
つ
か
う
範
騨
に
あ
る
問
題
で
あ
る
．
．
》
こ
で
は
、
物
麗
動
と
の
關
係
に
存

る
企
業
所
得
の
測
定
に
關
し
て
痙
輩
者
の
側
の
見
解
と
こ
れ
と
譲
窒
ユ
提
妻
て
襲
さ
れ
た
と
明
ら
か
に
認
め
え
る
正

統
派
會
計
士
の
側
の
見
解
を
う
か
が
つ
て
み
よ
う
。

1
　
経
濟
學
者
ハ
イ
エ
ク
の
資
本
維
持
観

死
四
一
轟
璽
者
ハ
イ
エ
ク
は
・
そ
の
薯
「
案
の
純
鐘
論
」
（
．
↓
げ
Φ
℃
仁
↓
①
↓
げ
Φ
．
吋
望
。
隔
。
費
づ
一
砕
卑
一
・
一
．
、
、
自
．
昌
一
．
轟
一
．
）
髪

い
て
養
本
と
所
得
の
本
質
萌
ら
奮
す
る
こ
と
に
關
し
て
、
資
本
の
塞
力
維
持
の
考
え
方
を
畜
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
イ
ソ
カ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
ク
ス
ペ
ク
テ
イ
ノ
ド
　
サ
ヒ
ビ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
不
饗
所
得
の
聾
を
維
持
す
ぺ
竃
の
と
す
れ
ば
・
．
饒
得
と
窪
し
得
る
の
は
、
期
待
的
用
役
の
う
ち
で
漿
髪
ヤ

て
同
等
の
所
得
を
獲
得
す
る
恵
詫
る
新
し
い
非
変
性
財
の
塵
讐
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
部
分
の
み
が
そ
墾
あ
る
．
．
》
の
貼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
じ
リ
タ
ヨ
ソ

に
關
し
て
・
盗
ん
づ
く
亘
落
し
て
馨
ぬ
鞍
、
陳
腐
化
性
資
本
財
の
用
役
籍
ー
望
そ
羅
塞
ー
の
う
ち
に
は
、
消

耗
し
て
ゆ
く
薯
鼠
驚
箏
橿
髪
い
て
等
し
い
所
箏
漿
産
む
ぺ
き
新
棄
財
を
以
て
薯
産
叢
後
に
取
換
え
る
に
た

る
藩
償
却
部
分
三
く
馨
の
で
あ
る
と
い
う
・
一
と
で
曽
、
し
た
が
つ
て
、
陳
腐
化
性
資
本
財
へ
の
馨
は
．
）
の
よ
う
な
條
件
に

よ
る
制
限
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
：
肝
要
轄
は
、
い
う
ま
で
泉
く
、
新
資
本
財
（
騰
化
し
て
し
ま
つ
奄
の
叢



　
換
え
ら
れ
る
資
産
）
は
前
と
同
一
量
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
同
じ
所
得
を
産
む
見
込
あ
る
も
の
で
な

　
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
コ
＞
・
〈
9
一
国
碧
①
『
↓
冨
牢
一
3
↓
冨
o
昌
9
9
讐
琶
レ
£
ド
や
8
一
～
い
8
）

　
右
の
ハ
イ
エ
ク
の
資
本
と
所
得
の
本
質
に
關
す
る
考
え
方
で
は
、
企
業
の
資
本
維
持
の
基
準
と
な
る
も
の
は
資
本
を
物
理
的
に
そ
の
ま

ま
に
維
持
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
將
來
の
實
質
的
所
得
を
維
持
す
る
見
込
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
將
來
的
購
買
力
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

こ
れ
か
ら
出
て
く
る
維
持
す
ぺ
き
資
本
の
測
定
基
準
は
豫
想
原
債
（
》
巨
一
。
首
暮
a
O
O
9
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
豫
想
原
債
は
ま
つ
た
く
圭
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
後
に
ヒ
ッ
ク
ス
が
い
つ
た
よ
う
に
、
（
い
戸
頃
。
駐
”
冒
節
ぎ
琶
急
コ
の
○
帥
，

層
5
＝
暮
8
け
郵
閃
彗
爵
9
曽
吸
鴨
隆
9
・
国
8
8
一
巨
8
這
嵩
竃
睾
）
そ
れ
は
「
経
濟
理
論
家
が
好
む
軍
純
な
モ
デ
ル
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
實
際
に
は
使
用
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
原
債
基
準
を
つ
よ
く
主
張
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
ト
が
、
會
計
に
お
け
る
客
観
性
の
要

求
と
い
う
立
揚
か
ら
つ
よ
い
非
難
を
浴
ぴ
せ
る
封
象
に
し
た
こ
と
は
、
後
の
項
に
記
す
通
り
で
あ
る
。
（
第
2
項
正
お
よ
ぴ
第
4
項
）

H
　
経
濟
學
者
ピ
グ
ー
の
資
本
維
持
襯

　
ハ
イ
エ
ク
の
著
者
「
資
本
の
純
粋
理
論
」
が
現
わ
れ
て
か
ら
い
く
ば
く
も
な
く
、
一
九
四
一
年
八
月
ピ
グ
ー
は
「
資
本
の
完
全
維
持
」

（．

巴
耳
巴
巳
謎
9
覧
3
二
菖
8
“
国
8
8
a
8
¢
舎
＞
夷
・
）
と
題
す
る
小
論
文
で
、
ハ
イ
エ
ク
の
著
書
「
資
本
の
純
粋
理
論
」
の
う
ち

に
示
さ
れ
た
資
本
と
所
得
の
本
質
観
は
、
資
本
維
持
の
概
念
、
し
た
が
つ
て
、
純
實
質
所
得
の
概
念
を
不
必
要
な
り
と
し
て
放
棄
す
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
自
己
の
批
剣
的
立
揚
か
ら
、
自
己
の
主
張
す
る
實
質
資
本
維
持
（
物
財
資
本
維
持
）
の
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
の
ぺ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
叢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
「
資
本
は
或
る
時
鮎
に
お
い
て
物
財
の
一
定
の
有
高
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
の
物
財
が
ど
う
い
う
内
容

　
を
も
つ
か
は
或
る
程
度
過
去
に
お
け
る
需
要
供
給
の
一
般
的
な
相
亙
作
用
の
動
き
方
に
よ
つ
て
き
ま
る
。
し
か
し
、
特
定
の
時
馳
に
お

　
い
て
は
、
そ
れ
は
紛
れ
の
な
い
有
形
物
の
集
り
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
資
本
を
完
全
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
集
合
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
イ
バ
レ
ソ
ト

　
形
成
し
て
い
る
或
る
物
胆
が
損
耗
し
た
り
、
な
い
し
、
慶
棄
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
と
，
同
等
の
て
物
盟
を
以
て
取
換
え
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ソ
ト
　
リ
ア
ル
　
イ
ソ
カ
ム

　
な
ら
な
い
。
こ
の
考
え
方
を
と
る
と
き
は
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
と
相
關
的
に
純
實
質
所
得
と
い
う
考
え
方
を
蛮
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
ロ
リ
ア
ル
の
イ
ソ
カ
ム

　
る
。
生
産
諸
要
素
の
全
髄
の
結
合
作
用
か
ら
（
年
ル
の
）
生
産
物
の
流
れ
が
で
て
く
る
。
こ
れ
は
総
實
質
所
得
で
あ
る
。
資
本
を
安
全

　
に
維
持
す
る
に
必
要
な
も
の
を
そ
れ
か
ら
控
除
す
る
と
純
實
質
所
得
が
残
る
。
」
（
国
8
8
邑
昼
這
含
＞
夷
・
》
卜
。
昌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
カ
ム

　
ビ
グ
ー
の
見
解
に
よ
る
と
、
所
得
は
本
質
的
に
は
或
る
期
間
の
期
首
と
期
末
の
資
本
有
高
の
差
で
あ
り
、
こ
の
資
本
が
實
質
資
本
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル

て
、
す
な
わ
ち
、
物
財
資
本
と
し
て
測
定
さ
れ
る
と
き
に
所
得
が
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
揚
合
測
定
を
實
質
的
な
意
味
で

お
こ
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
右
の
論
文
に
お
け
る
ピ
グ
ー
の
論
述
に
し
た
が
え
ぱ
、
期
末
に
お
け
る
有
形
財
の
相
封
憤
値
を
共
通
尺
度
と

し
て
途
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
同
論
文
二
七
三
頁
）

　
前
記
の
資
本
維
持
と
所
得
決
定
の
定
義
を
個
々
の
企
業
の
揚
合
に
あ
て
は
め
れ
ぱ
、
そ
の
年
度
の
螢
業
上
の
牧
入
か
ら
螢
業
支
出
を
控

除
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
固
定
資
産
お
よ
び
棚
卸
資
産
を
期
首
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
質
量
で
維
持
す
る
た
め
の
費
用
を
期
末
の
取
換

原
債
で
控
除
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
年
度
所
得
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
ピ
グ
ー
の
．
竃
巴
暮
巴
コ
ぎ
凶
O
省
津
巴
冒
夢
9
、
論
に
お
け
る
ハ
イ
ェ
ク
批
剣
に
答
え
て
、
ハ
イ
エ
ク
は
た
だ
ち
に
ジ
n
巴
昌
9
一
巳
轟

O
暫
℃
津
巴
騨
盆
9
”
閃
6
信
、
（
国
8
目
巨
8
し
o
参
＞
夷
・
）
な
る
論
文
を
機
表
し
、
ピ
グ
ー
の
，
資
本
の
完
全
維
持
ζ
論
に
お
い
て
は
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ブ
ソ
レ
ソ
セ
ソ
ス

固
定
資
産
の
維
持
に
關
し
て
陳
腐
化
を
要
因
と
す
る
減
償
要
素
が
、
減
債
償
却
か
ら
抜
け
て
い
る
鮎
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク

の
こ
の
圭
張
か
ら
十
数
年
を
す
ぎ
た
現
在
、
（
一
九
五
七
年
秋
）
ソ
ヴ
ニ
ト
肚
會
主
義
肚
會
に
お
い
て
、
國
民
経
濟
の
新
投
資
の
源
泉
と
い

う
角
度
か
ら
企
業
の
減
便
償
却
が
再
検
討
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
從
來
減
債
償
却
實
践
の
外
に
お
か
れ
て
い
た
減
債
要
因
と
し
て
の
「
陳
腐

化
」
の
問
題
が
大
き
く
ク
・
i
ズ
・
ア
ソ
プ
し
て
き
て
い
る
の
は
、
興
味
あ
る
鮎
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
の
資
本
要
素
と
し
て
の
「
陳
腐
化
」
に
關
す
る
主
張
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
原
因
と
す
る
資
本
維
持
問
題
と
は

匠
別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
私
考
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
こ
の
貼
に
關
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
終
焉
期
に
實
施
さ
れ
た
資
産
再
評
債
の
あ
り
方
に
關
し
て
展
開
さ
れ
た
一
部
有
力
な
見
解
に
は
そ
う
と
う
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
會
に
論
ず
る
。

m
　
會
計
士
ノ
リ
ス
の
資
本
維
持
襯

　
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
初
期
に
お
け
る
経
濟
學
者
の
資
本
と
所
得
に
關
す
る
諸
見
解
に
封
慮
し
て
、
正
統
派
ア
カ
ウ
ン
タ
ン

ト
の
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
企
業
所
得
の
本
質
と
そ
の
測
定
に
關
す
る
代
表
的
主
張
と
し
て
は
属
§
量
2
0
珪
一
ω
一
．
等
o
津
”
》
。
8
琶
二
轟

6
げ
o
o
3
、
鉾
ロ
儀
国
o
o
昌
o
目
陣
8
㌦
国
o
o
昌
○
日
一
〇
詳
這
高
軌
■
（
勾
①
b
ユ
纂
o
α
ぎ
ノ
＜
・
日
］
W
卑
導
o
さ
の
葺
象
8
…
＞
0
8
自
口
け
三
堕
い
o
一
一
自
o
昌
一
3
9
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ノ
リ
ス
は
こ
の
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
「
企
業
會
計
の
基
礎
と
な
る
若
干
の
原
則
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
の
小
論
文
は
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ヒ
ノ
ト
　
　
　
　
　
イ
ソ
カ
ム

濟
學
者
に
こ
れ
ら
の
原
則
に
つ
い
て
到
断
を
下
す
こ
と
を
得
さ
せ
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
利
釜
お
よ
び
所
得
と
い
う
概
念
の
本
質
に
關
す
る

彼
ら
自
身
の
考
え
方
を
修
正
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
」
（
曽
答
。
畳
き
滋
囎
や
8
一
）
と
書
き
お
こ
し
、
次
い
で
、
資
本
維
持
に
關
す

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
犬
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
f
シ
目
ン
會
計
の
嶺
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
騨



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
皿
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

る
経
濟
學
者
の
一
般
的
考
え
方
に
つ
よ
く
反
封
の
意
を
表
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
経
濟
學
者
の
間
に
は
利
盆
に
關
す
る
會
計
士
の
考
え
方
－
特
に
資
本
維
持
の
考
え
方
に
關
し
て
ー
を
批
剣
す
る
傾
向
が
あ
る

　
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
し
、
私
は
経
濟
學
者
の
間
に
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
利
釜
概
念
は
ど
れ
も
感
心
し
が
た
い
。
現
在
出
て
い
る

　
よ
う
な
輿
論
は
批
剣
の
鯨
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
現
在
の
會
計
理
論
と
實
務
に
つ
い
て
は
、
私
は
全
面
的
に
こ
れ
に
饗
成
す
る
わ
け

　
で
は
な
い
が
（
會
肚
成
績
を
不
當
に
表
示
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
冷
静
に
批
剣
す
る
會
計
士
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な

　
鮎
で
あ
る
が
、
こ
の
鮎
を
別
と
し
て
）
全
般
と
し
て
は
こ
れ
を
支
持
し
、
経
濟
學
者
の
主
張
す
る
見
解
に
反
封
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
（
α
帥
図
8
繋
普
滋
嚇
や
認
N
）

　
ノ
リ
ス
は
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
企
業
の
資
本
維
持
問
題
を
物
債
水
準
の
墜
動
に
も
と
づ
く
諸
要
素
を
も
ふ
く
め
た
ひ
ろ
い
範
園
に
わ

た
り
、
経
濟
學
者
た
ち
の
所
見
を
批
判
し
つ
㌧
、
そ
の
意
見
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
貼
に
關
す
る
ノ
リ
ス
の
論
述
の
う
ち
、
當
面
の
研
究
課
題
か
ら
み
て
、
な
か
ん
づ
く
重
要
な
の
は
物
贋
水
準
の
上
昇
に
起
因

す
る
資
本
維
持
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
、
彼
は
最
も
徹
底
し
た
歴
史
的
原
贋
に
よ
る
名
目
資
本
維
持
の

立
揚
を
張
調
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
大
部
分
の
會
計
士
に
と
つ
て
は
、
利
釜
の
測
定
上
棚
卸
資
産
の
恒
常
高
の
維
持
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
り
と
は
思
わ
れ
な
い
の

　
で
あ
る
。
或
る
事
業
が
原
債
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
商
品
一
〇
ト
ン
を
所
有
し
、
こ
れ
を
一
二
〇
ポ
ン
ド
で
責
却
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
ト
ン
を
一
一
〇
ポ
ン
ド
で
買
入
れ
た
揚
合
に
は
、
利
釜
二
〇
ポ
ン
ド
が
出
た
と
す
る
の
が
會
計
士
の
見
方
で
あ
る
。
事
業
圭
が
こ
の
二

　
〇
ポ
ン
ド
を
引
出
し
て
し
ま
い
、
九
ト
ン
ニ
ハ
ン
ド
レ
ツ
ド
ウ
ェ
イ
ト
の
商
品
だ
け
を
買
う
こ
と
に
き
め
た
と
し
た
ら
、
事
業
活
動
の

『



規
模
は
縮
少
し
、
彼
は
減
少
し
た
，
翼
風
く
肺
徽
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え
、
二
σ
ポ
ン
ド
の
購
買
力
は
減
少
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
眞
實
の
費
上
利
釜
で
あ
る
し
、
事
業
家
は
こ
れ
に
よ
つ
て
物
債
上
昇
期
中
利
釜
の
塘
大
を
享
受
す
る
が
、
そ
れ

は
純
粋
の
利
釜
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
事
業
家
は
物
債
上
昇
期
中
は
そ
の
ス
ト
ッ
ク
を
増
や
す
こ
と
に
氣
を
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
下
降

期
に
は
や
む
を
得
ず
減
ら
す
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
ノ
ー
マ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
監
と
か
，
べ
ー
ス
．
ス
ト
ッ
ク
く
と
か
い
う
よ
う
な
考
え

方
が
い
や
し
く
も
圭
張
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
會
計
士
の
認
識
と
は
縁
遠
い
不
明
確
な
要
素
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
、

い
つ
て
み
れ
ば
債
格
水
準
の
動
き
を
物
量
で
表
示
し
よ
う
と
企
て
る
こ
と
が
総
國
民
牧
支
の
測
定
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、

材
料
原
債
を
明
ら
か
に
す
る
通
常
の
手
段
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
生
産
育
同
の
物
的
規
模
の
維
持
を
考
慮
す
る
．
｝
と
に
關
し

て
は
（
印
ち
使
用
し
た
設
備
や
賓
却
し
た
材
料
の
取
換
の
た
め
の
引
當
金
を
設
け
る
方
法
で
）
、
軍
な
る
も
つ
と
も
ら
し
い
議
論
i

即
ち
事
業
主
の
，
實
質
監
所
得
水
準
の
維
持
を
は
か
る
引
當
を
行
う
べ
し
、
と
い
う
ー
が
次
の
よ
う
な
困
難
な
事
態
を
ひ
き
お
こ
す
。

　
㈲
　
第
一
に
、
生
計
費
の
上
昇
は
お
そ
ら
く
特
定
の
商
杜
が
取
り
あ
つ
か
う
品
物
の
頂
格
の
上
昇
と
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
修

　
正
を
お
こ
な
う
に
は
、
實
際
に
あ
つ
か
う
品
物
の
償
格
の
攣
動
を
基
準
に
す
る
よ
り
も
生
計
費
指
敷
を
基
準
に
す
る
方
が
論
理
的
の

　
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
旬
　
第
二
に
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
ヒ
ツ
ク
ス
敏
投
の
第
三
所
得
論
に
お
け
る
現
在
の
，
實
質
【
所
得
と
將
來
の
實

　
（
　
質
所
得
の
均
衡
を
達
成
す
る
と
い
う
問
題
に
入
り
こ
む
こ
と
。

　
こ
う
い
う
考
え
を
實
践
の
面
に
鐸
出
す
る
と
い
う
仕
事
は
、
面
白
く
な
い
仕
事
の
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
會
計
士
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
ぺ
き
だ
と
い
う
提
案
に
は
賛
成
で
あ
る
。
経
管
者
は
物
債
上
昇
期
に
は
事
業
活
動
の
一
定
の
物
的
規
模
を
維
持
す
る
に

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
骸
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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四

た
る
だ
け
、
財
務
的
意
味
で
の
振
張
を
は
か
る
た
め
に
利
釜
の
う
ち
か
ら
蓄
積
す
る
こ
と
を
意
圖
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
し
て
、
か
か

る
上
昇
を
ま
か
な
う
た
め
の
準
備
金
が
設
け
ら
れ
る
揚
合
が
で
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
自
身
の
剣
断
を
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な

計
算
は
通
常
の
利
釜
測
定
領
域
の
外
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
確
を
敏
く
ぱ
か
り
で
な
く
、
別
次
元
の
計

算
に
薦
す
る
も
の
と
思
う
。
」
（
穿
曇
①
盤
普
議
珊
b
』
罵
～
鴇
い
）

さ
ら
に
彼
は
例
を
以
て
い
う
。

　
「
同
種
類
の
事
業
を
菅
む
A
會
杜
と
B
會
肚
が
各
々
一
月
一
日
に
資
金
一
〇
、
○
○
○
ポ
ン
ド
を
有
し
て
い
た
。
A
は
こ
の
資
金
で

商
品
一
、
O
O
O
ト
ン
を
一
ト
ン
あ
た
り
一
〇
ポ
ン
ド
で
買
入
れ
、
B
は
こ
の
資
金
を
銀
行
に
預
金
し
た
。
A
は
そ
の
年
度
中
に
右
の

一
商
品
一
、
O
O
O
ト
ン
を
ト
ン
當
り
一
五
ポ
ン
ド
で
費
却
し
、
さ
ら
に
一
、
O
O
O
ト
ン
を
軍
債
一
四
ポ
ン
ド
で
買
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、

A
は
銀
行
預
金
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
と
商
品
一
、
O
O
O
ト
ン
を
有
す
る
の
に
封
し
、
B
は
依
然
銀
行
に
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
の
預

金
を
も
つ
て
い
た
。
も
し
、
在
庫
商
品
の
正
し
い
債
格
が
ト
ン
當
り
原
初
債
格
の
一
〇
ポ
ン
ド
に
な
つ
て
い
た
な
ら
A
の
利
釜
は
て

○
○
○
ポ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。
か
り
に
、
B
が
そ
の
預
金
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
を
以
て
、
軍
債
一
四
ポ
ン
ド
で
商
品
を
買
つ
た
と
し

た
ら
（
十
二
月
三
十
一
日
の
便
格
は
こ
れ
よ
り
も
つ
と
騰
つ
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
）
、
七
一
四
ト
ン
し
か
買
え
な
い
。
B
が
こ
の
買
入
れ
を
し
た

揚
合
、
A
は
商
口
叩
二
八
六
ト
ン
の
ほ
か
現
金
一
、
O
O
O
ポ
ン
ド
を
B
よ
り
多
く
も
つ
こ
と
に
な
る
。
A
の
貸
借
到
照
表
に
は
、
商
品

有
高
分
四
、
O
O
O
ポ
ン
ド
と
現
金
分
｝
、
O
O
O
ポ
ン
ド
と
合
せ
て
五
、
O
O
O
ポ
ン
ド
が
利
盆
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
取
引
に
も
と
づ
い
て
生
じ
た
正
し
い
利
釜
の
数
字
で
あ
る
。
一
方
、
B
は
物
債
上
昇
期
中
手
持
し
た
現
金
が
期
末
に
は
期
首
當

時
だ
け
の
購
買
力
が
な
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
の
た
め
に
（
こ
の
現
金
に
つ
い
て
損
失
を
蒙
つ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
完
全
に
有
数
な



ヤ

　
セ
ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
手
持
現
金
に
つ
い
て
、
，
損
失
曳
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
貨
幣
の
樹
働
を
考
慮
す
る
こ
と
に
は
關

　
　
　
　
　
マ
ネ
　
　
サ
に
ブ
ラ
ス

　
リ
な
し
に
貨
幣
鯨
剰
を
測
定
す
る
と
い
う
利
釜
計
算
の
基
本
概
念
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
切
貰
8
旨
春
滋
曙
や
呂
ω
～
。
匁
）

　
右
の
ノ
リ
ス
の
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
の
形
式
論
理
を
徹
底
的
に
押
し
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
・
事

業
の
生
産
規
模
を
維
持
す
る
棚
卸
資
産
の
恒
常
在
高
の
考
え
方
は
利
釜
計
算
外
の
財
務
政
策
の
問
題
だ
と
す
る
の
で
あ
り
、
出
資
者
の
所

得
の
購
買
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
會
計
の
領
域
外
の
別
次
元
の
計
算
で
あ
る
と
す
る
刃
さ
ら
に
、
物
慣
上
昇
の
た
め
に
手
持
貨
幣
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ア
ド
ス

じ
た
損
失
を
計
上
す
る
こ
と
は
、
貨
幣
の
値
打
ち
を
考
慮
外
に
お
く
と
こ
ろ
の
貨
幣
會
計
の
基
本
概
念
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　
彼
の
考
え
方
を
つ
き
つ
め
て
ゆ
く
と
、
①
會
計
上
計
算
軍
位
と
し
で
の
貨
幣
の
慣
値
尺
度
の
憂
動
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
を
考
え
な
い
こ

と
、
ω
過
去
の
取
引
事
實
を
客
観
的
に
記
録
し
計
算
し
報
告
す
る
こ
と
、
③
利
釜
測
定
領
域
に
財
務
政
策
が
介
入
す
る
こ
と
を
排
除
す
る

こ
と
、
．
｝
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
貨
幣
會
計
の
構
造
と
し
て
最
も
純
粋
な
姿
で
あ
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
ノ
リ
ス
は
會
計
に
お
け
る
明
瞭

性
の
要
講
を
つ
ら
ぬ
く
た
め
に
徹
底
し
た
歴
史
的
原
便
基
準
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
合
理
化
を
考
え
る
に
は
、
貨
幣
會
計
を
い
ち
ど
そ
の
裸
か
の
姿
に
蹄
し
て
見
な
お
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ノ
リ
ス
の
論
述
は
そ
の
好
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

W
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
．
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
」
第
九
號
・
第
十
號
の
資
産
評
慣
基
準

　
右
の
は
う
な
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
擾
頭
期
に
お
け
る
一
部
経
濟
學
者
お
よ
ぴ
會
計
士
た
ち
の
資
本
維
持
に
關
す
る
個
人
的

見
解
が
世
の
關
心
を
ひ
き
始
め
た
時
に
あ
つ
て
、
企
業
會
計
の
實
践
面
に
じ
か
に
ふ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
職
業
會
計
士
囲
艦
の
こ
の
問

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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題
に
關
す
る
動
向
は
ど
う
で
あ
つ
た
の
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
職
業
會
計
士
團
髄
の
う
ち
で
も
中
心
的
勢
力
を
占
め
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
は
、
一
九

四
五
年
、
そ
の
會
員
に
封
す
る
聲
明
に
お
い
て
、
企
業
會
計
實
務
に
お
け
る
資
産
の
決
算
評
慣
基
準
と
し
て
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
歴

史
的
原
贋
基
準
を
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
原
債
時
償
低
債
基
準
を
以
て
す
る
傳
統
的
立
揚
を
と
る
べ
き
ア
）
と
を
勧
告
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
一
九
四
五
年
一
月
十
二
日
に
稜
表
し
た
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
九
號
，
固
定
資
産
の
減

債
償
却
覧
」
（
因
①
8
∋
ヨ
窪
量
ぎ
b
9
＞
。
。
曾
暮
一
農
謹
置
。
乾
聲
H
卸
U
8
吋
。
舞
菖
。
一
一
。
胤
国
図
。
山
＞
。
。
の
Φ
↑
の
こ
⇔
一
一
・
長
一
翼
ご
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
リ
ザ
プ
ル
ロ
バ
リ
ユ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ブ
レ
に
ス
メ
ソ
ト
　
バ
リ
ユ
ウ

　
　
「
…
…
固
定
資
産
の
貸
借
封
照
表
上
の
債
額
は
、
そ
の
換
金
償
値
た
る
べ
き
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
取
換
債
値
た
る
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
プ
リ
ン
ニ
ド
ゾ
ヨ
ソ
　
　
ア
モ
　
チ
ゼ
ヒ
ン
ヨ
ノ
　
　
デ
イ
ブ
リ
ド
ン
ヨ
ソ

　
き
も
の
で
も
な
く
、
通
常
、
そ
の
原
債
よ
り
減
債
償
却
・
無
形
資
産
償
却
・
減
耗
償
却
に
關
す
る
引
當
額
を
擦
除
し
た
歴
史
的
記
録

　
で
あ
る
。
」
（
八
九
項
）

　
　
「
豫
見
し
得
ざ
る
才
噺
廊
セ
侮
な
い
し
は
取
換
原
償
の
見
込
増
加
に
封
し
、
利
釜
の
う
ち
か
ら
留
保
す
る
金
額
は
財
務
上
の
愼
重
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ
し
ブ
ス

　
題
で
あ
る
・
こ
の
金
額
は
正
確
に
見
積
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
準
備
金
の
性
質
を
有
し
、
報
告
書
に
は
準
備
金
と
し
て
．
｝
れ
を

　
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
」
（
一
〇
六
項
）

　
ま
た
、
棚
卸
資
産
の
評
憤
基
準
に
關
し
て
は
、
同
じ
く
一
九
四
五
年
六
月
十
五
日
に
螢
表
し
た
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勘
告
書
第
十
號

，
棚
卸
資
産
の
評
潭
」
（
寄
。
…
・
邑
§
旨
9
玉
・
8
蓑
凝
塁
・
一
℃
一
。
・
，
ン
輩
一
Φ
く
鉾
一
β
歴
一
二
。
一
一
。
婁
。
。
犀
，
一
昌
，
臼
↓
費
含
Φ
・
三
篇
β
。
、

一
雲
ε
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

♂



レ

　
　
「
棚
卸
資
産
の
評
慣
の
基
準
は
、
通
常
、
原
慣
ま
た
は
時
債
の
い
ず
れ
か
低
い
債
格
た
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
一
二
四
項
）

　
右
の
勧
告
書
第
九
號
に
お
い
て
、
固
定
資
産
に
關
し
て
、
取
換
原
債
の
見
込
増
加
額
に
封
す
る
引
當
お
よ
び
豫
見
し
得
な
い
陳
腐
化
に

封
す
る
引
當
は
利
盆
測
定
上
の
費
用
に
賦
課
す
べ
き
も
の
で
な
く
利
釜
の
庭
分
を
通
し
て
行
う
べ
き
財
務
政
策
上
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
の
は
・
経
濟
學
者
た
ち
の
資
本
維
持
に
關
す
る
見
解
に
關
聯
し
て
、
企
業
會
計
の
現
實
と
法
律
規
定
に
じ
か
に
ふ
れ
て
い
る
職

業
會
計
士
團
艦
の
立
揚
と
し
て
の
見
解
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
3
項
　
イ
ニ
シ
ァ
ル
・
ア
・
ウ
ァ
ン
ス
制
の
實
施
に
よ
る
徴
税
緩
和
政
策
の
登
場
（
一
九
四
五
年
）

　
第
一
次
世
界
大
職
當
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
各
國
の
産
業
指
導
者
．
経
濟
專
門
家
．
會
計
専
門
家
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
下
の
企
業
に
封
す
る
國
家
の
課
視
政
策
と
企
業
の
側
に
お
け
る
自
立
的
生
存
維
持
へ
の
要
請
と
の
間
に
生
じ
た
矛
眉
に
つ
い
て
深
刻

な
経
験
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
損
釜
計
算
上
現
わ
れ
る
名
目
利
釜
に
封
し
て
課
せ
ら
れ
る
視
金
が
企
業
の
資
本
維
持

を
お
び
や
か
す
最
大
の
要
素
と
な
る
に
い
た
り
、
こ
れ
を
動
機
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
企
業
の
損
盆
計
算
方
法
合
理
化
に
封
す

る
つ
よ
い
要
請
を
ひ
ろ
く
よ
ぴ
お
こ
す
に
い
た
つ
た
。

　
第
二
次
大
職
時
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
際
し
て
も
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
合
理
化
に
關
す
る
議
論
を
ひ
き
お

こ
す
直
接
の
導
火
線
と
な
つ
た
の
は
、
企
業
の
名
目
利
釜
に
封
す
る
課
視
の
重
歴
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

⇒
　
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
の
實
施

（　
イ
ギ
リ
ス
の
課
視
制
度
に
お
い
て
課
視
所
得
の
計
算
上
認
め
る
固
定
資
産
の
減
償
償
却
は
歴
史
的
原
債
に
も
と
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
亘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

同
國
視
法
上
に
い
う
イ
ニ
シ
ア
ル
．
ア
・
ウ
ア
ン
ス
と
は
、
當
該
資
産
設
定
の
當
初
に
お
い
て
課
視
所
得
の
算
定
上
大
幅
償
却
を
損
金
に

計
上
す
る
こ
と
を
許
す
特
別
課
税
措
置
で
あ
る
。
第
二
次
大
職
終
了
の
年
一
九
四
五
年
に
は
じ
め
て
こ
の
制
度
が
設
定
さ
れ
た
そ
の
當
初

の
趣
旨
は
、
職
時
中
荒
れ
た
ま
ま
に
見
途
ら
れ
て
い
た
産
業
の
機
械
・
設
備
の
改
修
な
ら
ぴ
に
近
代
化
を
す
す
め
る
に
要
す
る
資
金
の
調

達
を
課
税
の
一
時
繰
延
べ
の
方
法
に
よ
つ
て
助
成
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
ぱ
く
も
な
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
。

ン
の
昂
進
が
顯
著
と
な
る
に
お
よ
ん
で
、
こ
の
特
別
課
税
措
置
は
企
業
の
資
本
維
持
の
要
請
に
慮
え
る
課
視
政
策
と
い
う
視
鮎
か
ら
見
な

お
さ
れ
る
に
い
た
り
、
そ
の
當
否
に
關
し
て
ひ
ろ
く
論
議
を
よ
ぴ
起
す
よ
う
に
な
つ
た
。

　
イ
ニ
シ
ァ
ル
．
ア
・
ウ
ア
ン
ス
が
實
施
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
差
一
聲
浮
毎
一
U
。
冒
豊
騨
ぎ
コ
≧
一
9
奉
ま
。

零
。
9
一
邑
Φ
邑
”
評
同
審
ζ
鼠
月
自
。
田
。
登
昌
一
の
こ
自
9
ご
鼠
三
恩
し
邊
と
よ
る
。
）

　
　
　
　
　
イ
ソ
ラ
ソ
ド
リ
リ
ベ
ニ
ニ
ロ
　
ア
ク
ト

　
イ
ギ
リ
ス
内
國
牧
税
法
で
は
、
課
視
所
得
の
算
定
上
の
損
金
項
目
と
し
て
認
め
て
い
る
減
債
償
却
控
除
は
以
前
は
損
耗
控
除

’
く
。
魯
同
簿
民
け
9
同
巴
一
〇
≦
§
8
と
よ
ん
で
い
た
。
こ
の
用
語
は
、
現
在
で
は
一
般
に
用
い
ら
れ
ず
塁
雲
巴
鉱
一
9
く
き
8
と
い
う
用
語

を
こ
れ
に
か
・
ウ
九
て
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
控
除
は
「
事
業
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
機
械
設
備
の
當
年
度
間
の
損
耗
≦
o
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ゆ
．
き
自
け
審
鴨
の
た
め
に
減
少
し
た
慣
値
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
牧
税
當
局
が
正
し
く
且
つ
合
理
的
で
あ
る
（
甘
ω
け
彗
q
8
器
o
壁
三
Φ
）

と
認
め
た
」
控
除
項
目
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
、
そ
の
計
算
は
資
産
の
原
初
原
債
を
基
礎
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
當
初
は
こ
の
計
算
の

具
艦
的
方
法
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
甘
ω
↑
鶏
q
8
霧
o
旨
露
o
と
は
、
資
産
の
有
数
年
敷
の
つ
き
る
と
き
ま
で
に
取
得
原
慣
の
債
額

を
残
存
債
値
ま
で
引
下
げ
る
よ
う
に
控
除
を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
後
主
要
資
産
の
各
種
別
に
一
連
の
百
分
率
に
よ
る

控
除
率
が
定
め
ら
れ
た
。

1



b

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
二
年
に
い
た
り
、
こ
の
基
本
控
除
率
に
附
け
加
え
て
そ
の
十
分
の
一
の
追
加
率
が
定
め
ら
れ
た
。
次
い
で
一
九
三

八
年
に
い
た
り
、
こ
の
追
加
率
を
五
分
一
に
あ
ら
た
め
た
。

　
さ
む
に
、
一
九
四
五
年
、
ざ
8
目
Φ
＄
図
》
9
に
よ
り
こ
の
追
加
擦
除
傘
を
四
分
の
一
に
引
上
げ
る
と
と
も
に
、
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・

ウ
ア
ン
ス
と
し
て
資
産
償
却
の
最
初
の
年
度
に
そ
の
取
得
原
債
に
つ
き
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
控
除
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
一
九
四
九
年
に

は
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
を
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
引
上
げ
る
に
い
た
つ
た
も
の
で
あ
る
。

ω
　
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
の
財
務
的
奴
果

　
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
は
課
視
所
得
算
定
上
の
損
金
と
し
て
歴
史
的
原
慣
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
減
債
償
却
費
を
資
産
の
新
設
當

初
に
大
幅
に
計
上
す
る
こ
と
を
認
め
る
視
務
措
置
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
企
業
財
務
上
に
生
ず
る
数
果
は
、
資
産
の

一
生
涯
に
わ
た
る
減
便
償
却
費
全
髄
の
う
ち
の
大
幅
部
分
を
特
に
初
年
度
に
損
金
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
初
年
度
の
税
金
支
梯
額

が
そ
れ
だ
け
少
く
て
す
む
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
の
初
年
度
輕
減
額
は
爾
後
資
産
の
除
却
さ
れ
る
時
ま
で
の
各
年
度
に
割
り

あ
て
ら
れ
て
納
入
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
企
業
に
と
つ
て
は
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
に
よ
つ
て
支
挑
の
延
期
さ

れ
た
視
金
額
だ
け
、
資
産
設
置
年
度
に
か
ぎ
り
そ
の
資
金
繰
り
が
樂
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
イ
ニ
ジ
ア
ル
、
ア
・
ウ
ア
ン
ス
は

所
得
税
の
實
質
的
輕
減
措
置
で
は
な
く
、
視
の
支
沸
を
繰
延
べ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
設
備
更
新
を
助
成
す
る
措
置
と
し
て
そ
の
意
義
を
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
一
九
四
五
年
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
の
實
施
は
、
そ
の
後
敷
年
に
わ
た
リ
イ
ギ
リ
ス
の
物
債
が
年
を
追
つ
て
上
昇
の
速
度
を

増
し
た
経
験
を
へ
る
に
及
ん
で
、
人
々
は
こ
の
課
視
措
置
が
物
債
の
昂
進
の
い
ち
じ
る
し
い
時
代
に
お
い
て
は
企
業
の
資
本
實
髄
の
維
持

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

に
お
よ
ぼ
す
課
税
上
の
障
碍
を
解
決
す
る
上
に
實
質
的
数
果
を
も
た
な
い
こ
と
を
は
つ
き
り
意
識
す
る
に
い
た
つ
た
。

　
そ
の
後
こ
の
制
度
に
關
し
て
は
、
一
九
五
一
年
の
タ
ッ
カ
ー
報
告
は
つ
よ
く
こ
れ
を
支
持
す
る
立
揚
を
と
つ
た
が
、
（
本
論
文
第
6
項
に

詳
述
）
一
九
五
二
年
に
出
版
さ
れ
た
．
》
8
0
彗
鼠
凝
騰
霞
一
島
暮
一
窪
、
の
著
者
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
物
債
の
非
同
臨
的
上
昇
傾
向
に
帥
し

て
、
こ
の
制
度
の
数
果
に
つ
き
否
定
的
態
度
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
現
在
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
て
い
る
通
り
一
九
四
五
年
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
の
導
入
は
な
ん
ら
實
質
的
解
決
を
も
た
ら
す

　
　
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
は
産
業
に
封
す
る
無
視
の
貸
金
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
主
な
数
果
は

　
新
し
い
工
揚
設
備
の
取
得
を
奨
働
す
る
こ
と
に
あ
る
。
結
果
と
し
て
設
備
購
入
の
そ
の
年
度
の
視
負
指
は
輕
く
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
爾

　
後
の
年
度
の
税
負
指
が
増
し
て
埋
め
合
さ
れ
る
。
資
産
の
全
生
涯
の
控
除
総
額
は
攣
ら
な
い
。
減
債
償
却
控
除
は
依
然
と
し
て
歴
史
的

　
原
債
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
、
根
本
的
難
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
」
（
＞
。
8
琶
琶
隣
h
8
冒
評
ぎ
P
む
超
・
や
8
）

第
4
項

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
昂
進
期
に
改
制
さ
れ
た
會
肚
法
上
2
旨
。
き
山
h
巴
励
く
一
Φ
婁

の
要
求
と
著
名
長
老
會
計
士
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
観
（
一
九
四
八
年
）

1
　
隅
九
四
八
年
會
杜
法
の
計
算
規
定
に
お
け
る
．
嘗
9
塁
岱
匿
冒
≦
㊦
司
．
の
要
求

　
イ
ギ
リ
ス
の
物
債
水
準
は
、
第
－
項
に
み
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
し
た
一
九
四
五
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
昂
進
度
を
急
速
に

高
め
、
四
七
～
四
八
年
頃
に
は
、
そ
れ
が
非
同
蹄
性
物
償
の
性
格
を
お
ぴ
て
將
來
永
績
す
る
危
険
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
経
濟
學
者

‘



1

の
一
禁
ら
指
蓼
れ
・
會
計
轟
家
の
間
管
、
謡
講
家
と
舅
し
て
、
企
業
の
資
本
轟
羅
楚
關
し
お
ゆ
る
リ
プ
レ
ー

ス
メ
ン
ト
・
バ
リ
ュ
マ
f
シ
ス
の
考
え
方
を
器
に
奮
る
向
裳
第
境
究
て
き
て
い
た
．
ま
た
、
肇
界
か
ら
は
、
課
視
上

瀟
．
．
．
慈
．
テ
ィ
．
讐
．
窪
取
換
原
健
も
と
づ
い
て
計
上
す
る
こ
と
を
馨
て
毯
い
た
い
と
い
う
要
望
が
相
當
つ
よ
く
出
て
い
た
．

　
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
昂
進
環
境
の
も
と
に
、
一
九
四
八
年
、
多
年
懸
案
で
あ
つ
た
會
肚
法
の
改
正
制
定
が
行
わ
れ
た
。

死
四
八
年
會
畦
に
存
る
改
正
計
算
墾
の
根
本
的
特
色
を
石
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
落
會
計
の
公
示
性
（
℃
．
、
臣
．
一
．
図
）
を
從

來
よ
り
も
い
ち
ぢ
る
し
く
張
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
（
會
躾
製
費
身
る
9
。
げ
．
口
。
。
．
、
・
．
・
・
一
け
一
．
．
の
報
告
書
、
因
．
8
．
魯
。
窪
Φ

。
量
暮
§
器
9
§
塁
■
旨
首
監
垂
と
§
一
浮
H
・
糞
量
§
譲
糞
菖
帥
曙
畠
。
①
◎
ゴ
自
・
馨
㌔
麟
『
費
・
。
ひ
参
照
）
こ

れ
は
英
國
の
會
計
制
度
の
稜
展
史
上
注
目
す
べ
き
意
義
を
も
つ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
．
｝
こ
で
は
當
面
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

會
計
の
研
究
上
必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
新
計
算
規
定
の
こ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
新
會
肚
法
の
計
算
規
定
に
は
、
，
眞
實
且
つ
公
正
な
る
表
示
・
（
ぼ
垢
目
自
碑
貯
≦
①
≦
）
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
を
反
覆
し
て
記
載
し
て
い
る
。

本
會
肚
法
に
お
い
て
こ
の
言
葉
が
意
味
す
る
最
も
根
本
の
趣
旨
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
上
會
肚
の
代
理
人
で
あ
る
と
こ
ろ
の
取
締
役
（
り
費
一
賃
一
。
同

に
よ
る
と
・
英
國
の
到
例
で
は
取
締
役
は
法
人
の
機
關
で
は
な
く
、
會
肚
の
代
理
人
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
”
小
町
谷
操
三
、
英
國
會
肚
法
概
読
、
雑

誌
企
業
會
計
、
一
九
五
四
年
六
月
號
六
二
頁
）
が
、
會
肚
財
産
の
保
管
と
會
肚
の
業
務
執
行
に
關
し
從
來
會
肚
の
経
理
上
秘
密
積
立
金
（
の
。
。

9
雪
8
首
b
實
8
器
宅
霧
）
を
過
大
に
設
定
す
る
慣
行
が
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
そ
の
鮫
陥
を
匡
正
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
小
町

谷
操
三
・
英
國
會
就
法
概
説
、
雑
誌
企
業
會
計
、
一
九
五
四
年
八
月
號
四
八
頁
）
。
こ
の
問
題
は
、
從
來
の
イ
ギ
リ
ス
企
業
會
計
實
務
に
お
け
る
盲

鮎
と
し
て
心
あ
る
會
計
士
に
よ
り
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
の
第
2
項
の
皿
に
引
い
た
會
計
士
国
．
2
。
噌
吋
一
。
の

　
　
　
　
　
第
二
吹
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一

、



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

一
九
四
五
年
の
論
文
の
一
節
に
も
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
五
二
頁
参
照
）
。
一
九
四
八
年
會
肚
法
の
制
定
委
員
會
で
あ
つ
た
O
o
－

冨
一
一
委
員
曾
の
報
告
書
は
、
こ
の
鮎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
委
員
會
の
意
見
に
よ
れ
ぱ
、
事
業
會
肚
が
事
業
の
財
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ノ
ア
エ
ソ
　
ブ
ロ
ヒ
ツ
ト

操
作
に
つ
い
て
信
用
を
得
る
た
め
に
、
か
つ
、
消
費
者
お
よ
ぴ
從
業
員
の
不
利
釜
に
お
い
て
、
秘
密
利
釜
が
貯
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
一
さ
い
の
示
唆
を
携
拭
す
る
た
め
に
、
會
肚
の
成
績
を
適
正
に
公
示
す
べ
き
保
障
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」
（
o
魯
寒
o
o
亭

一
三
詳
＄
δ
沁
Φ
b
o
濤
讐
娼
卑
↓
騨
’
一
〇
一
●
）

　
か
く
し
て
、
一
九
四
八
年
の
會
肚
法
は
、
會
肚
の
取
締
役
が
年
次
株
主
総
會
に
提
出
す
る
計
算
書
と
し
て
會
肚
の
當
該
螢
業
年
度
末
の

財
政
状
態
の
，
眞
實
且
つ
公
正
な
表
示
く
を
な
し
た
貸
借
封
照
表
お
よ
び
當
該
年
度
に
お
け
る
會
肚
の
損
釜
の
，
眞
實
且
つ
公
正
な
表

示
く
を
な
し
た
損
釜
計
算
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
貸
借
封
照
表
お
よ
び
損
釜
計
算
書
の
記
載
事
項
は
會

肚
法
第
8
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
一
致
し
て
す
ぺ
き
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
計
算
書
が
，
正
規
の
會
計
帳
簿
く
に
も
と

づ
い
て
作
成
さ
れ
る
ぺ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

　
一
四
九
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
ロ
ト
じ
オ
ブ
じ
ア
フ
ェ
ァ
ロ
ズ

　
一
、
會
杜
の
各
財
務
年
度
末
の
貸
借
封
照
表
は
そ
の
年
度
に
お
け
る
會
肚
の
財
　
政
　
状
　
態
に
關
す
る
眞
實
に
し
て
且
つ
公
正
な
る

　
　
表
示
を
な
す
ぺ
し
。
ま
た
、
會
肚
の
各
財
務
年
度
の
損
釜
計
算
書
は
そ
の
年
度
の
會
肚
の
利
釜
ま
た
は
損
失
に
關
し
て
、
眞
實
に
し

　
　
て
且
つ
公
正
な
る
表
示
を
な
す
べ
し
。

　
二
、
會
肚
の
貸
借
封
照
表
及
び
損
釜
計
算
書
は
本
法
第
8
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
で
き
る
だ
け
一
致
せ
し
む
る
こ
と
を

　
　
要
す
。

，



　
一
四
七
條

　
一
、
各
會
肚
は
、
次
の
事
項
に
つ
き
、
正
規
の
會
計
帳
簿
（
冥
8
窪
げ
8
冨
9
8
8
毒
け
）
を
備
付
く
べ
し
，

　
　
　
㈲
　
會
肚
が
牧
入
お
よ
び
支
出
し
た
貨
幣
の
総
額
並
び
に
牧
入
お
よ
び
支
出
の
原
因
と
な
つ
た
事
實
。

　
　
　
㈲
　
會
肚
が
な
し
た
一
さ
い
の
物
品
の
費
却
お
よ
び
買
入

　
　
　
＠
　
會
肚
の
資
産
お
よ
ぴ
負
債
。

　
二
、
前
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
會
肚
の
財
政
賦
態
に
關
し
眞
實
且
つ
公
正
な
る
表
示
を
な
し
、
且
つ
會
肚
の
取
引
を
論
明
す
る
に
必

　
　
要
な
る
帳
簿
の
備
付
な
き
揚
合
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
に
關
し
正
規
の
會
計
帳
簿
の
備
付
あ
る
も
の
と
看
倣
さ
ず
。
」

　
右
の
第
一
四
九
條
第
二
項
に
の
べ
て
い
る
同
法
第
8
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
貸
借
封
照
表
お
よ
び
損
釜
計
算
書
作
成
に
關
し
て
き
わ
め

て
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
新
會
肚
法
の
計
算
規
定
が
從
來
の
も
の
と
異
る
大
き
な
鮎
で
あ
る
。
こ
れ
が
設
け
ら
れ
る
に

い
た
つ
た
趣
旨
は
、
，
眞
實
且
つ
公
正
な
る
表
示
く
の
要
求
に
も
と
づ
き
會
肚
経
理
の
正
確
と
明
瞭
を
充
實
す
る
た
め
に
監
査
役
の
地
位

を
強
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
一
九
四
八
年
會
肚
法
に
右
の
よ
う
な
趣
旨
の
新
規
定
が
設
け
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

0
9
窪
委
員
會
に
お
い
て
、
「
職
業
會
計
士
諸
團
匿
か
ら
、
會
肚
の
一
さ
い
の
貸
借
封
照
表
お
よ
ぴ
損
釜
計
算
書
に
記
載
す
ぺ
き
事
項
の

最
小
限
度
を
法
律
を
以
て
定
め
れ
ば
監
査
人
の
地
位
が
強
化
さ
れ
る
。
」
と
い
う
讃
言
が
お
こ
な
わ
れ
、
委
員
會
が
こ
の
意
見
を
採
揮
し

た
こ
と
が
最
も
有
力
に
作
用
し
た
も
の
で
あ
つ
た
（
o
O
一
蚤
・
9
ヨ
巨
蓉
8
、
。
。
因
8
。
濤
8
0
0
筥
聴
量
罫
毛
》
ヨ
①
＆
琶
。
葺
冒
ま
這
タ

閏
9
冒
a
8
留
、
ω
ω
5
ε
奉
受
○
臨
β
○
ヨ
阜
ひ
訟
汐
つ
象
，
お
よ
ぴ
小
町
谷
操
三
、
英
國
會
肚
法
概
論
、
企
業
會
計
六
の
9
、
四
七
頁
）
。
一
九
四

八
年
會
肚
法
上
貸
借
封
照
表
お
よ
ぴ
損
釜
計
算
書
に
關
す
る
規
定
は
こ
う
い
う
背
景
を
も
つ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
從
つ
て
、
そ
の
目
的

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
稜
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
夏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

は
會
肚
財
産
の
受
託
貴
任
者
た
る
取
締
役
の
株
主
に
封
す
る
受
託
貴
任
の
途
行
の
結
果
を
報
告
す
る
義
務
を
一
そ
う
張
化
す
る
こ
と
に
あ

つ
た
。
そ
れ
故
に
、
G
魯
魯
委
員
會
の
報
告
書
は
「
一
塁
葺
三
。
9
0
冨
陣
R
＆
》
8
8
暮
き
宏
が
讃
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
，
貸
借

封
照
表
の
職
能
を
簡
軍
に
い
う
と
、
そ
れ
は
株
式
資
本
金
・
準
備
金
（
配
當
可
能
準
備
金
と
そ
の
他
の
準
備
金
と
を
わ
け
る
）
、
貸
借
封

照
表
作
成
の
日
に
お
け
る
會
肚
の
負
債
、
及
び
こ
れ
ら
の
株
式
資
本
金
・
準
備
金
及
ぴ
負
債
の
総
額
が
會
肚
の
各
種
資
産
に
分
散
し
て
い

る
状
態
を
示
そ
う
と
努
力
す
る
こ
と
に
あ
る
。
故
に
貸
借
封
照
表
は
歴
史
的
記
録
で
あ
る
規
。
」
（
0
9
窪
o
o
ヨ
目
葺
8
、
ω
蜜
宕
茎
唱
象
）

と
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
見
地
か
ら
す
れ
ば
會
肚
の
年
次
貸
借
封
照
表
に
記
載
す
る
資
産
債
額
は
當
然
歴
史
的
原
債
た
る
ぺ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
こ

の
鮎
に
關
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
剣
決
法
上
貸
借
封
照
表
記
載
債
額
に
つ
い
て
の
解
繹
は
、
評
言
R
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
蹄
結
さ
れ
る
。

（
小
町
谷
操
三
課
に
よ
る
”
同
氏
英
國
會
肚
法
概
論
、
企
業
會
計
、
一
九
五
四
年
十
二
月
號
、
九
五
頁
）

　
　
「
貸
借
封
照
表
に
は
、
そ
の
作
成
の
時
に
お
け
る
會
肚
の
一
切
の
財
産
の
現
實
の
憤
額
（
8
葺
毘
く
巴
葛
）
を
記
載
す
る
こ
と
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
し
な
い
。
貸
借
封
照
表
に
は
特
定
の
財
産
の
代
金
（
代
金
の
原
語
は
O
o
誓
か
？
”
片
野
）
が
い
く
ら
で
あ
る
か
、
及
び
減
便
を
い
く

　
ら
控
除
し
た
か
を
記
載
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
財
産
が
ど
れ
だ
け
の
債
値
を
有
す
る
か
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
例

　
え
ぱ
、
會
肚
が
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
で
或
財
産
を
買
入
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
一
、
○
O
O
ポ
ン
ド
に
下
落
し
た
と
す
る
と
、
會
肚
は

　
そ
れ
で
も
貸
借
封
照
表
に
財
産
と
し
て
そ
の
買
入
債
額
の
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
貸
借

　
封
照
表
に
は
そ
の
一
〇
、
○
○
○
ポ
ン
ド
が
買
入
慣
額
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
コ
ビ
デ
イ
ツ
ト
　
フ
ア
ク
ト

　
か
く
し
て
、
會
肚
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
會
肚
の
計
算
と
會
計
報
告
は
何
よ
り
も
歴
史
的
原
便
に
よ
る
，
記
録
さ
れ
た
事
實
《
に
基
づ
い



て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
會
計
專
門
家
・
経
濟
専
門
家
・
産
業
人
・
政
府
當
局
者
の
間
に
未
曾
有
の
重

要
關
心
と
意
見
の
封
立
を
よ
び
お
こ
し
た
，
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
く
問
題
の
よ
つ
て
來
た
つ
た
最
も
重
要
な
根
源
の
一
つ
は
こ
こ
に

あ
る
。
も
つ
と
適
確
に
い
え
ば
、
會
阯
法
の
規
定
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
株
主
の
立
揚
（
ギ
ε
ユ
9
醇
昏
昔
）
よ
り
要
求
す
る
取
締

役
の
受
託
財
産
の
管
理
責
任
の
途
行
に
關
す
る
報
告
を
お
こ
な
う
と
い
う
會
計
職
能
と
、
會
杜
が
法
の
規
定
と
は
別
に
企
業
盟
と
し
て
の

立
揚
（
国
臣
ぎ
Φ
器
曽
旨
な
）
よ
り
要
求
す
る
資
本
維
持
を
保
障
す
る
測
定
を
お
こ
な
う
と
い
う
會
計
職
能
と
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
從
來
の
企
業
會
計
の
膿
系
の
中
で
調
整
さ
れ
得
な
く
な
つ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
根
源
が
あ
る
の
で
あ
る
。

11

長
老
會
計
士
階
男
窪
寅
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
會
計
観

　
イ
ギ
リ
ス
の
職
業
會
計
士
界
の
長
老
悶
■
国
零
留
b
慧
ポ
は
、
一
九
四
八
年
五
月
十
八
日
卑
蒔
犀
言
で
催
さ
れ
た
會
計
職
業
團

艦
聯
合
會
議
の
席
上
、
「
企
業
の
資
本
要
請
に
お
よ
ぼ
す
物
慣
水
準
攣
動
の
影
響
」
と
い
う
題
目
で
演
説
を
お
こ
な
つ
た
。

　
こ
の
演
説
は
、
英
國
會
肚
法
上
の
，
眞
實
且
つ
公
正
な
る
表
示
監
の
要
求
を
基
盤
と
し
て
、
當
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
企
業
會

計
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
鮎
に
關
し
て
、
正
統
派
會
計
士
の
代
表
的
見
解
を
披
渥
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
多
く
の
職
業
會
計
士
團
禮
中
最
も
有
力
な
存
在
で
あ
る
↓
『
冒
隆
言
8
9
0
蜜
耳
R
＆
＞
。
8
肇
9
旨
。
。
ぎ
国
品
ー

ポ
注
目
臼
≦
巴
霧
が
、
翌
年
一
九
四
九
年
一
月
、
會
員
に
あ
て
て
聲
明
し
た
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
二
號
，
物
債
水
準
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
じ
コ
ス
ト
ロ
ペ
　
ン
ス

上
昇
と
會
計
監
」
に
お
い
て
歴
史
的
原
債
基
準
に
よ
る
傳
統
的
な
利
釜
計
算
の
や
り
方
を
張
力
に
主
張
し
た
そ
の
支
柱
を
な
し
た
も
の
は
、

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
稜
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

お
そ
ら
く
こ
の
留
評
巳
⇒
の
演
説
で
あ
つ
た
と
み
て
ま
ず
間
違
な
か
ろ
う
と
私
は
見
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
演
説
の
概
要
を
、
そ
の
要
所

を
取
り
落
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
氣
を
つ
け
て
、
述
べ
て
お
く
。
（
男
園
ゑ
｛
」
巴
、
雲
5
0
』
・
卸
劉
ρ
》
”
↓
富
同
浮
9
0
h
困
普
韻
汐
一
。
。

U
①
話
『
一
も
雲
旨
o
O
勢
づ
詳
巴
勾
o
ρ
宜
お
旨
o
暮
の
9
蟄
閃
霧
冒
霧
の
』
円
げ
o
＞
g
8
三
置
芦
U
｝
虞
旨
o
這
畠
り
）

　
号
b
⇒
巳
暫
は
開
口
一
番
「
こ
こ
数
年
來
騰
り
つ
づ
け
て
き
て
い
る
物
債
は
最
近
と
み
に
そ
の
勢
力
を
増
し
、
し
か
も
、
そ
れ
は
一
時

的
現
象
と
認
む
べ
き
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
合
理
化
の
要
講
を
う
み
出
す
べ

き
経
濟
地
盤
へ
の
正
し
い
認
識
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
次
い
で
、
軍
刀
直
入
、
経
濟
專
門
家
が
會
計
士
の
注
意
を
促
し
た
重
要
問
題

と
し
て
、
「
物
債
水
準
の
上
昇
は
企
業
の
建
物
・
工
揚
・
機
械
等
の
固
定
資
産
を
取
換
え
る
に
必
要
な
資
本
の
額
を
増
大
し
、
か
つ
、
一
定

量
の
販
責
を
在
庫
品
・
帳
簿
上
の
債
構
お
よ
び
銀
行
預
金
残
に
よ
つ
て
賄
う
に
要
す
る
資
本
を
増
大
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
じ
フ
ア
イ
ナ
ソ
シ
ソ
グ

す
る
自
己
の
根
本
的
見
解
を
披
涯
し
て
「
こ
の
問
題
は
攣
化
し
た
経
濟
條
件
に
も
と
づ
く
経
濟
上
の
再
金
融
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
ひ
ろ
い
基
盤
に
立
脚
し
て
問
題
を
考
察
す
る
。
」
と
い
う
前
置
き
の
も
と
に
、
ま
ず
経
濟
専
門
家
の
見
解
を
批
判
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
　
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ソ
　
キ
ヤ
バ
シ
テ
イ

　
留
評
巳
騨
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
「
経
濟
專
門
家
の
見
解
で
は
、
企
業
経
螢
の
目
的
は
原
初
生
産
能
力
を
つ
ね
に

イ
ソ
タ
ク
ト

無
疵
に
保
持
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
の
主
張
で
は
、
物
債
水
準
の
上
昇
に
も
と
づ
き
固
定
資
産
な

ら
び
に
そ
れ
に
見
合
う
運
轄
資
本
を
再
調
達
す
る
の
に
前
よ
り
多
く
の
貨
幣
資
本
が
必
要
と
な
る
揚
合
に
は
、
こ
の
資
本
の
増
大
部
分
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ラ
ジ

前
以
て
牧
釜
の
う
ち
か
ら
準
備
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
増
加
資
本
の
コ
ス
ト
は
、
企
業
の
利
得
に
封
す
る
眞
實
の
費
用
で

あ
る
。
費
上
が
現
在
債
値
の
貨
幣
軍
位
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
賓
上
に
封
す
る
す
べ
て
の
費
用
は
同
じ
債
値
水
準
の
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
ジ
ナ
ル
じ
コ
ス
ト

軍
位
で
示
す
べ
き
で
あ
る
。
経
濟
專
門
家
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
物
償
水
準
上
昇
期
に
減
慣
償
却
引
當
金
を
原
始
原
債
に
も
と



づ
い
て
計
上
す
る
揚
合
寂
裂
の
分
配
を
窒
言
行
う
と
か
奮
ず
響
鴛
夢
馨
す
る
董
と
馨
か
ら
、
物
墜
昇
讐

は
當
該
資
産
の
取
換
原
債
の
見
越
増
大
分
に
封
す
る
年
度
引
當
金
を
牧
釜
の
う
ち
か
ら
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。

　
経
濟
專
門
家
が
力
を
入
れ
て
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
理
由
が
何
慮
に
あ
る
か
に
っ
辱
て
、
α
。
b
卑
ロ
一
暫
の
い
う
と
こ
協
に
よ
れ
ば
、

「
彼
ら
が
國
民
所
得
と
國
民
投
資
を
耐
久
財
を
以
て
正
確
に
測
定
し
よ
う
と
す
る
立
揚
か
ら
、
も
し
、
會
計
報
告
が
彼
ら
の
主
張
す
る
よ

う
な
基
礎
に
立
つ
て
作
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
重
要
な
國
民
経
濟
的
統
計
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

　
留
勺
簿
巳
陣
は
罵
．
撫
．
卿
．
鷹
ト
塾
，
鵯
に
よ
る
利
釜
計
算
を
要
請
す
る
経
濟
專
門
家
の
立
揚
を
右
の
よ
う
に
解
説
し
た
の
ち
、
こ
の
新
し

い
考
え
方
に
封
し
會
計
士
と
し
て
の
自
己
の
解
繹
論
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
メ
ス
テ
イ
ツ
ク

　
　
「
イ
ギ
リ
ス
會
肚
法
の
下
で
は
、
會
肚
の
年
度
會
計
報
告
書
は
純
粋
に
自
家
的
な
書
類
で
あ
り
、
そ
れ
は
會
杜
の
取
締
役
が
自
己
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ベ
コ
コ
め
サ
コ
ト
ラ
ソ
サ
ク
シ
ヨ
ソ

　
儲
チ
理
血
慧
暦
得
の
計
算
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
礁
は
二
つ
の
主
要
目
的
が
あ
る
。
第
一
は
、
會
杜
の
損
　
釜
　
取
　
引
の
結
果
に

　
つ
き
蝿
劉
冠
伽
卿
再
加
誕
溝
を
出
資
者
に
提
供
し
て
配
當
可
能
利
釜
が
幾
何
あ
る
か
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
會
肚
の
會
計
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
　
し
ア
ソ
ド
　
フ
ニ
ア
し
し
ヒ
ユ
ウ

　
度
末
に
お
け
る
そ
の
財
務
駄
態
の
眞
實
且
つ
公
正
な
表
示
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。

　
　
種
汝
の
異
る
目
的
を
以
て
會
計
を
途
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
目
的
が
異
れ
ば
、
そ
れ
に
感
じ
て
適
用
す
る

　
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
も
異
る
。
利
釜
計
算
が
次
の
ど
れ
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
、
基
本
曲
コ
ン
ヴ
ェ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
つ
て
く
る
。

　
A
　
配
當
可
能
利
釜
を
算
定
す
る
目
的
で
利
釜
計
算
を
お
こ
な
う
揚
合

　
B
　
費
債
の
有
利
か
ど
う
か
を
檎
べ
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
出
す
目
的
で
利
釜
計
算
を
お
こ
な
う
揚
合

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
蛮
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
■
商
學
研
究
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
C
　
課
視
目
的
で
利
釜
計
算
を
お
こ
な
う
揚
合

　
D
　
將
來
の
目
的
に
役
立
て
る
た
め
に
利
盆
計
算
を
お
こ
な
う
揚
合

　
　
出
資
者
の
た
め
に
作
成
す
る
年
度
會
計
報
告
書
に
あ
て
は
ま
る
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
、
経
濟
專
門
家
が
國
民
経
濟
統
計
を
作
る
と

　
い
う
目
的
に
は
適
さ
な
い
し
、
ま
た
、
適
す
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
問
題
に
關
し
て
現
在
異
る

　
意
見
が
存
す
る
所
以
は
、
経
濟
專
門
家
な
ら
ぴ
に
こ
れ
に
同
調
す
る
人
々
が
會
杜
の
公
表
す
る
會
計
報
告
書
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
課
さ

　
れ
て
い
な
か
つ
た
目
的
を
は
た
さ
し
め
よ
う
と
意
圖
し
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
く
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ブ
レ
し
ス
メ
ン
ト

　
留
男
程
ポ
は
右
の
よ
う
な
見
解
の
も
と
に
、
資
産
の
取
換
に
要
す
る
資
本
の
増
大
部
分
に
封
し
て
引
當
金
を
設
定
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ロ
ノ

問
題
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
會
肚
法
の
も
と
で
は
、
牧
釜
に
封
す
る
費
用
と
し
て
お
こ
な
う
蝕
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
わ
く
、
「
現
在
の
到
例
法
の
も
と
で
は
、
會
敢
の
定
款
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
從
つ
て
、
過
年
度
に
お
け
る
資
本
の
敏
損
を
う
め
る
こ
と

な
し
に
年
度
利
釜
を
配
當
と
し
て
分
配
す
る
こ
と
が
會
肚
に
と
つ
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
法
律
が
會
肚
の
將
來
に
お
け
る
資
本

の
檜
大
の
要
請
に
そ
な
え
る
引
當
金
を
配
當
支
彿
前
に
現
在
の
牧
盆
の
う
ち
か
ら
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、

そ
れ
こ
そ
完
全
な
革
命
で
あ
る
。
」

　
か
く
て
、
号
b
程
置
は
、
固
定
資
産
の
取
換
に
必
要
な
資
金
な
ら
ぴ
に
運
轄
資
金
が
物
債
の
昂
騰
の
た
め
に
櫓
大
す
る
揚
合
こ
の
壇

大
部
分
を
賄
う
と
い
う
問
題
は
、
「
一
般
的
纒
濟
條
件
に
根
本
的
攣
化
か
ら
起
つ
た
た
め
に
産
業
膿
へ
附
加
資
本
を
そ
そ
ぎ
こ
む
必
要
を

生
じ
た
」
こ
と
か
ら
必
然
的
に
で
て
き
た
企
業
の
リ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
は
「
會
肚
の
取

締
役
に
と
り
、
．
一
の
特
別
資
本
を
利
盆
の
留
保
に
ょ
つ
て
調
達
す
る
か
、
一
時
曲
借
金
に
ょ
つ
て
調
達
す
る
か
、
ま
た
は
追
加
貨
幣
資
本



に
よ
つ
て
調
達
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
の
ぺ
、
さ
ら
に
こ
の
問
題
に
封
し
て
、
職
業
會
計
士
の
と
る
ぺ
き
立
揚
を
明
瞭
に

し
て
、
「
そ
れ
は
財
務
政
策
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
監
査
人
の
關
係
せ
ざ
る
問
題
で
あ
る
。
」
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
意
見
を
述
ぺ
、
次

の
言
葉
を
以
つ
て
企
業
の
資
本
實
膿
維
持
問
題
に
關
す
る
會
計
と
財
務
と
の
境
界
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
を
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
「
私
の
見
解
は
、
要
す
る
に
、
公
表
財
務
表
に
は
あ
り
の
ま
ま
の
事
實
を
す
べ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
減
債
償
却
を
コ
ス
ト
・
べ
ー
シ
ス
で
計
算
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
實
ど
う
り
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ザ
　
ブ

資
産
の
リ
聯
、
ス
痴
ト
と
運
轄
資
本
の
追
加
の
た
め
に
必
要
と
見
積
ら
れ
る
資
本
増
加
部
分
に
關
し
て
は
、
こ
れ
に
封
し
て
設
け
ら
れ
た
準
備

奮
が
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
も
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
提
言
す
る
。
理
想
と
し
て
は
、
取
締
役
會
を
し
て
見
積
を
さ
せ
る
こ
と
、

必
要
と
さ
れ
た
特
別
資
本
の
総
額
を
表
示
す
る
こ
と
、
か
つ
、
こ
の
偶
稜
的
な
も
の
に
封
し
て
勘
定
に
設
定
さ
れ
た
総
金
額
を
記
載
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
法
が
探
用
さ
れ
れ
ば
、
経
濟
専
門
家
も
公
表
財
務
表
か
ら
彼
ら
の
必
要
と
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
一
九
四
八
年
五
月
の
号
評
巳
①
の
演
説
は
職
業
監
査
人
の
立
揚
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
會
肚
法
の
計
算
規
定
に
足
を
印

し
て
、
一
九
四
五
年
一
月
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
因
Φ
8
ヨ
日
o
且
暮
一
9
。
P
卜
。
。
。
仁
暮
渉
の
b
㎏
ぼ
。
首
一
。
ω
一

一
図
（
U
㊦
質
9
す
菖
自
9
固
図
Φ
自
＞
誘
Φ
富
y
の
う
ち
に
示
さ
れ
た
歴
史
的
原
債
を
基
礎
と
す
る
傳
統
酌
利
釜
計
算
の
立
揚
を
、
イ
ン
フ
レ

の
一
そ
う
昂
進
し
た
環
境
に
あ
つ
て
も
つ
よ
く
堅
持
す
べ
き
こ
と
、
縫
績
事
業
の
資
本
實
膿
維
持
を
賄
う
に
必
要
な
資
金
の
引
當
は
す
べ

て
會
計
外
の
財
務
政
策
の
課
題
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
演
説
の
中
の
次
の
言
葉
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
こ
の
全
匿
問
題
に
封
し
て
會
計
士
の
と
る
ぺ
き
見
解
が
ど
う
あ
る
べ
き
に
關
し
て
は
、
一
九
四
五
年
に
わ
が
イ
ン
ス
チ
ュ
ー
ト
が
襲
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七
〇

表
し
た
，
會
計
原
則
に
關
す
る
勘
告
書
，
の
中
に
の
べ
て
あ
る
次
の
見
解
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
，
固
定
資
産
の
取
換
原
債
の

塘
大
す
る
可
能
性
に
劃
し
て
利
釜
の
う
ち
か
ら
留
保
す
べ
き
金
額
は
、
ど
ん
な
に
し
て
も
正
確
に
は
見
積
り
え
な
い
曳
。
」

第
5
項

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
「
會
計
原
則
に
關
す
る
鋤
告

書
第
十
二
號
“
物
偵
水
準
の
上
昇
と
會
計
”
」
の
公
表
（
一
九
四
九
年
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
い
ち
じ
る
し
く
日
印
進
し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
に
關
す
る
論
議
が
よ
う
や
く
や
か
ま
し
く
な

つ
て
き
た
一
九
四
九
年
一
月
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
は
、
そ
の
所
厨
會
員
に
封
す
る
聲
明
と
し
て
、
，
物
債
水

準
の
上
昇
と
會
計
《
と
題
す
る
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勘
告
書
」
第
十
二
號
（
の
富
ぎ
毘
ε
け
。
9
0
冨
β
9
龍
＆
跨
8
0
毯
↑
き
富
首
国
濃
『

且
帥
民
≦
巴
霧
一
幻
。
。
。
旨
目
①
且
帥
ぎ
け
g
診
8
窪
三
営
⑳
汐
冒
昌
）
一
β
図
員
男
芭
渥
即
一
8
冨
3
〆
旨
園
①
一
暮
一
自
8
》
8
窪
巨
ε
を
嚢
表
し

（
註
）
た
。
こ
の
勧
告
書
の
前
書
に
よ
る
と
、
本
勧
告
は
、
會
杜
の
取
締
役
が
株
主
に
提
出
す
る
會
計
報
告
書
を
會
杜
法
の
規
定
に
し
た
が
つ
て

作
製
す
る
に
あ
た
り
當
協
會
に
属
す
る
職
業
會
計
士
が
助
言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
そ
の
と
る
べ
き
指
針
と
し
て
襲
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
見
解
は
一
九
四
八
年
の
會
肚
法
の
計
算
規
定
か
ら
一
歩
も
足
を
離
さ
ぬ
と
い
う
こ
と
が
論
述
の
根
本
を
な
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
の
全
騰
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
本
勧
告
書
第
十
二
號
全
文
の
拙
課
日
本
語
文
を
稜
表
す
る
こ
と
を
↓
富
ご
ω
葺
§
o
亀
O
げ
鴛
＄
3
山
》
8
窪
馨
碧
ρ
鍍
ぢ
国
昌
範
き
儀
や
口
q

　
　
ミ
鉱
窃
よ
り
許
可
せ
ら
れ
た
こ
と
に
封
し
、
同
冒
ω
葺
暮
o
に
あ
つ
く
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
物
偵
水
準
の
上
昇
と
會
計
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ア
ソ
ダ
ぼ
ギ
ヤ
ピ
タ
リ
ゼ
ド
シ
ロ
ン

　
7
5
　
物
債
水
準
が
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
し
て
い
る
時
期
に
は
企
業
は
資
本
過
少
化
に
お
ち
い
る
傾
向
が
あ
る
。
最
近
数
ケ
月
來
、
こ
れ
よ
り
生

　
1
ず
る
問
題
に
つ
い
て
、
會
肚
の
年
次
報
告
書
や
、
會
議
の
座
長
の
演
読
や
或
い
は
経
濟
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
大
い
に
論
議
さ
れ
て
來
て
い
る
。
原
材
料

が
製
品
に
轄
化
し
販
費
さ
れ
、
或
い
は
、
固
定
資
産
が
減
耗
し
も
し
く
は
陳
腐
化
す
る
に
し
た
が
い
、
實
質
的
に
は
そ
の
買
入
に
投
じ
た
額
よ
り
も
多

い
金
額
が
醤
資
産
に
か
わ
る
新
資
産
に
投
ぜ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
流
動
資
本
の
必
要
額
も
同
様
に
増
大
す
る
。

　
7
6
　
或
る
事
業
で
は
物
債
水
準
上
昇
の
直
接
的
影
響
が
他
の
事
業
の
揚
合
よ
り
も
一
そ
う
は
つ
き
り
と
し
て
い
る
。
在
庫
品
の
廻
韓
が
は
や
い
事
業

　
1は
そ
の
影
響
を
す
み
や
か
に
感
ず
る
。
工
場
設
備
を
す
み
や
か
に
取
換
え
る
必
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
取
換
が
長
い
先
の
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
よ
り

も
一
そ
う
急
速
に
そ
の
影
響
を
感
ず
る
。
し
か
し
、
物
債
の
上
昇
が
つ
づ
く
か
ぎ
り
資
本
過
少
化
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て

早
晩
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。

　
7
7
　
以
前
取
り
あ
つ
か
つ
た
商
品
や
サ
ー
ピ
ス
の
物
的
数
量
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
事
業
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
こ
の
資
本
過
少
化
を
訂
正
す
る

　
ーと
い
う
こ
と
に
お
お
む
ね
か
か
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
外
部
資
本
を
吸
牧
す
る
か
、
乃
至
は
、
分
配
可
能
な
る
資
金
を
事
業
に
留
保
す
る
か
、
或
い
は

ま
た
、
こ
れ
ら
爾
者
を
併
用
す
る
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ
つ
て
な
し
途
げ
う
る
。

　
7
8
　
外
部
資
本
の
吸
牧
は
、
出
資
者
か
ら
そ
の
持
分
に
比
例
し
た
沸
込
を
受
け
る
か
、
優
先
資
本
を
導
入
す
る
か
の
手
段
を
か
な
ら
ず
と
る
こ
と
に

　
ー
な
る
。
こ
の
方
法
を
と
る
こ
と
は
、
今
次
大
職
前
の
不
況
時
代
に
一
部
會
肚
に
お
い
て
経
験
し
た
よ
う
に
、
後
に
い
た
り
資
本
構
成
の
痛
烈
な
切
り
つ

め
を
引
お
こ
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
企
業
内
部
で
の
資
金
留
保
を
も
つ
て
之
に
か
え
る
や
り
方
も
ま
た
困
難
が
あ
る
。

　
　
　
グ
レ
ド
ト
ひ
プ
ゆ
テ
ン

　
籾
　
英
　
　
國
に
お
け
る
課
税
の
基
準
な
ら
ぴ
に
そ
の
規
模
は
、
利
釜
の
内
部
留
保
を
以
つ
て
事
業
の
資
本
過
少
化
を
う
め
あ
わ
せ
る
こ
と
を
著
し

く
制
限
す
る
程
度
に
お
よ
ん
で
い
る
。
費
却
し
た
製
品
の
原
初
貨
幣
原
債
と
販
質
に
よ
つ
て
賀
現
し
た
債
額
と
の
差
は
課
視
計
算
の
範
園
に
入
る
。
ま

た
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
の
課
視
上
の
控
除
は
原
初
貨
幣
コ
ス
ト
に
等
し
い
金
額
を
そ
の
限
度
と
し
て
い
る
。
利
釜
（
即
○
律
ψ
）
は
ー
ポ
ン
ド
に
っ
き

9
シ
リ
ン
グ
の
割
で
所
得
視
（
冒
8
旨
。
－
ぢ
図
）
を
課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
法
人
の
揚
合
に
あ
つ
て
は
利
釜
税
（
一
、
3
簿
鼠
図
）
を
課
せ
ら
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襲
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れ
、
個
人
お
よ
ぴ
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
揚
合
に
あ
つ
て
は
附
加
税
を
課
せ
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ぱ
螢
業
内
に
と
穿
ま
つ
て
取
換
原
偵
の
増
大
を

賄
う
の
に
利
用
で
き
る
金
額
が
こ
の
よ
う
に
し
て
き
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
む
　
1
8
　
物
慣
水
準
の
上
昇
と
視
金
の
重
い
負
櫓
が
か
さ
な
り
あ
う
結
果
と
し
て
、
多
数
の
事
業
家
と
そ
の
助
言
者
た
ち
は
こ
れ
ま
で
商
工
業
が
一
般
に

や
つ
て
き
た
利
釜
計
算
方
法
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
牧
釜
に
費
用
を
封
慰
せ
し
む
る
や
り
方
を
通
し
て
そ

の
期
の
通
常
の
螢
業
に
お
い
て
生
ず
る
事
業
の
資
本
の
損
耗
を
補
填
す
る
金
額
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
期
間
利
釜
を
確
定
す
る
、
と
い
う
の
が
一

般
に
認
め
ら
れ
た
會
計
原
則
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
こ
の
原
則
に
挑
職
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
期
間
利
釜
確
定
と
い
う
目
的
か
ら
み
た
資
本
の
意

味
が
、
⑥
資
本
主
の
挨
出
貨
幣
額
な
ら
ぴ
に
内
部
留
保
利
盆
を
指
す
の
か
、
◎
一
定
量
の
商
品
ま
た
は
設
備
を
購
入
す
る
力
を
指
す
の
か
、
に
關
し
て

意
見
が
分
れ
て
い
る
。
あ
る
事
業
家
は
後
者
の
考
え
方
を
と
り
、
し
た
が
つ
て
、
利
釜
は
、
第
一
に
、
清
費
も
し
く
は
販
費
し
た
手
持
品
に
つ
き
そ
の

取
換
に
必
要
な
資
金
の
増
大
部
分
を
賄
い
、
第
二
に
、
事
業
縄
績
上
使
用
し
た
固
定
資
産
に
つ
き
そ
の
取
換
費
用
の
見
込
上
昇
額
に
封
す
る
適
當
な
引

當
を
設
け
る
の
に
必
要
な
資
金
の
増
大
部
分
を
賄
う
ぺ
き
金
額
を
牧
釜
に
封
慮
す
る
費
用
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
こ
れ
を
正
し
く
表
示

し
得
る
、
と
い
う
主
張
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
　
　
1
8
　
今
日
ま
で
の
一
般
の
會
計
實
務
で
は
、
清
費
ま
た
は
販
費
し
た
手
持
品
の
實
際
貨
幣
コ
ス
ト
と
固
定
資
産
の
帳
簿
慣
額
（
通
常
固
定
資
産
の
歴

史
的
原
債
）
の
一
定
割
合
を
あ
ら
わ
す
減
債
償
却
引
當
金
と
を
牧
釜
に
封
す
る
費
用
と
し
て
取
扱
う
の
で
あ
る
が
、
右
の
主
張
は
か
か
る
一
般
の
會
計

實
務
と
矛
盾
し
て
い
る
。
從
來
の
見
解
を
支
持
す
る
人
々
は
指
摘
し
て
い
う
。
憂
更
貧
成
論
者
の
方
法
を
論
理
的
に
取
あ
げ
る
と
す
れ
ぱ
、
利
釜
算
定

上
手
持
品
お
よ
ぴ
固
定
資
産
に
關
し
て
新
し
い
基
礎
の
上
に
牧
釜
・
費
用
の
封
感
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
に
使
用
す
る
現
金
そ

の
他
の
流
動
資
産
の
貨
幣
購
費
力
の
減
少
に
備
え
る
引
當
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
固
定
優
先
資
本
な
い
し
借
入
資
本
の
襲

行
に
よ
つ
て
得
た
貨
幣
の
購
費
力
を
維
持
す
る
コ
ス
ト
を
必
要
な
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
、
こ
の
資
本
の
保
持
者
に
封
す
る
債
務
が
貨
幣
購

賓
力
の
鮎
で
そ
れ
だ
け
減
少
し
て
い
る
の
を
無
覗
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
不
合
理
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
。
ま
た
い
わ
く
、
新
し
い

’



！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ピ
タ
ル
リ
ペ
ネ
フ
イ
ツ
ト

考
え
方
を
採
用
す
る
と
、
優
先
株
主
は
資
本
と
し
て
の
便
釜
を
す
こ
し
も
獲
得
す
る
こ
と
な
し
に
配
當
を
剥
奪
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

侮
統
論
者
は
さ
ら
に
指
摘
し
て
い
わ
く
、
攣
更
論
者
は
浦
費
も
し
く
は
販
費
し
た
製
品
に
關
し
て
そ
の
理
論
を
一
般
に
恋
用
し
得
る
瀟
足
な
方
法
を
ま

だ
考
案
し
て
い
な
い
、
と
。
ま
た
い
わ
く
、
固
定
資
産
に
關
し
て
は
製
造
方
法
の
進
歩
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、
損
耗
も
し
く
は
陳
腐
化
す
る
工
揚

は
つ
ね
に
薔
態
の
も
の
と
取
換
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
こ
の
攣
更
の
提
案
に
は
理
論
上
誤
り
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

考
え
を
採
る
揚
合
に
は
、
牧
釜
に
封
感
す
る
費
用
の
金
額
を
實
際
に
算
定
す
る
上
に
困
難
が
あ
る
た
め
に
堅
實
に
し
て
客
観
的
な
る
會
計
の
基
礎
を
破

壊
す
る
も
の
だ
、
と
強
調
す
る
。

　
8
2
　
あ
る
者
は
提
案
し
て
い
う
。
課
視
は
現
在
の
法
律
の
下
で
避
け
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
く
る
影
響
を
別
と
し
て
、
固
定
資

　
1
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
帳
簿
債
額
（
一
般
に
そ
の
償
却
後
の
歴
史
的
原
贋
）
を
現
在
の
見
積
取
換
債
額
（
同
程
度
の
償
却
を
お
こ
な
つ
た
同
種
の
資
産

を
も
つ
て
現
在
取
換
え
る
場
合
に
支
挑
う
ぺ
き
債
額
）
ま
で
引
き
あ
げ
、
爾
後
の
減
債
償
却
は
こ
の
引
あ
げ
償
額
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
こ
と
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
じ
リ
プ
レ
ヨ
ス
メ
ソ
ト
ロ
コ
ス
ト

れ
ぱ
よ
い
と
。
そ
の
揚
合
將
來
の
年
度
償
却
費
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
㈲
各
資
産
の
総
取
換
原
便
（
す
な
わ
ち
新
し
い
同
種
資
産
を
現
在
取
得

す
る
揚
合
に
支
梯
う
ぺ
き
金
額
）
か
ら
す
で
に
計
上
し
た
償
却
引
當
金
を
控
除
し
た
も
の
を
残
鹸
有
敷
命
敷
に
わ
た
つ
て
割
當
る
か
、
◎
過
年
度
の
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ス
し
ザ
プ
レ
ヒ
ス
メ
ソ
ト
　
コ

備
金
の
計
算
が
よ
り
小
額
の
投
資
金
額
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
事
實
は
こ
れ
を
無
覗
し
、
資
産
の
全
命
数
を
基
礎
と
す
る
総
取
換
原

ス
ト債
の
う
ち
の
一
ケ
年
分
を
年
々
設
定
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
か
、
ど
う
か
に
關
し
て
は
意
見
の
一
致
が
な
い
。
物
債
が
思
い
き
り
下
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
揚
合
に
は
、
後
者
の
方
法
を
と
る
と
、
絡
局
の
取
換
日
ま
で
に
必
要
と
す
る
資
金
の
引
當
を
確
保
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
他
方
で
は
こ
の

方
法
を
と
る
こ
と
は
、
新
し
い
基
礎
の
上
に
各
年
の
牧
釜
に
公
正
な
費
用
を
封
慮
せ
し
め
る
も
の
と
み
な
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
必
要
な
基
金
を
引

當
る
た
め
に
は
利
盆
も
し
く
は
そ
の
他
の
も
の
で
補
充
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
8
3
　
減
債
償
却
問
題
を
別
と
し
て
も
、
固
定
資
産
の
便
額
引
上
げ
そ
れ
自
髄
に
實
際
的
な
困
難
が
あ
る
。
な
か
ん
づ
く
、
物
債
が
新
し
い
水
準
に
未

　
1だ
安
定
す
る
ま
で
に
至
ら
な
い
こ
と
か
ら
お
こ
る
困
難
や
、
過
年
度
の
敷
字
と
の
比
較
が
で
き
な
い
こ
と
、
お
よ
ぴ
、
多
く
の
揚
合
に
お
い
て
満
足
な

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

再
評
慣
を
途
行
す
る
の
に
要
す
る
資
料
が
峡
落
し
が
ち
で
あ
る
等
の
問
題
が
あ
る
。

　
捌
　
ヨ
ー
・
ソ
パ
の
一
部
の
國
で
は
、
物
債
指
数
を
用
い
て
再
評
債
を
お
こ
な
い
追
加
的
に
課
税
控
除
を
お
こ
な
う
と
い
う
や
り
方
を
通
し
て
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
グ
レ
ロ
ト
ド
ブ
リ
テ
ソ
リ

が
こ
れ
を
奨
働
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
　
英
　
國
で
は
こ
う
い
う
便
宜
は
な
く
、
減
債
償
却
に
引
當
て
た
臨
時
特
別
の
金
額
は
、
取
換
原
債
の
増
大
を

賄
う
た
め
に
引
當
て
た
他
の
金
額
の
揚
合
と
同
様
に
、
課
視
上
非
控
除
性
費
目
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
グ
レ
ヨ
ト
ド
プ
サ
テ
ノ
リ

　
の
つ
　
1
8
　
以
上
に
の
べ
た
問
題
は
英
　
國
お
よ
ぴ
ア
メ
リ
カ
で
事
業
家
お
よ
ぴ
そ
の
助
言
者
の
間
に
多
く
の
議
論
を
よ
ん
だ
題
目
に
な
つ
て
き
て
い
る
。

問
題
を
解
決
す
ぺ
き
方
向
に
關
し
て
は
、
爾
國
の
い
ず
れ
に
も
一
般
に
認
め
ら
れ
た
結
論
は
出
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
國
で
は
、
物
債
上
昇

の
影
響
が
課
視
の
基
準
お
よ
び
規
模
の
影
響
と
か
ら
み
あ
つ
た
と
き
は
、
利
潤
が
充
分
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
會
計
實
務
の

や
り
方
を
憂
更
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
解
決
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
議
會
の
み
が
税
法
の
憂
革
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ

れ
ら
の
影
響
を
緩
和
す
る
カ
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
1
8
　
大
多
数
の
事
業
は
、
今
ま
で
通
り
の
利
釜
計
算
の
や
り
方
を
維
持
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
利
釜
の
中
か
ら
取
換
原
慣
の
増
大
に
感
じ
う
る
よ
う

な
追
加
金
額
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
目
的
で
利
盆
を
留
保
す
る
こ
と
は
配
當
可
能
金
額
を
愼
重
に
き
め
る
揚
合
の
重
要
な
要
請
で
あ
る
と
重
役
た
ち
は

見
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
る
會
肚
の
重
役
會
は
、
こ
の
問
題
の
重
要
で
あ
る
こ
と
を
株
主
た
ち
に
強
調
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
、

資
産
の
取
換
に
要
す
ぺ
き
資
金
を
當
該
資
産
の
有
数
使
用
期
間
に
わ
た
つ
て
割
當
で
準
備
す
る
と
い
う
計
垂
を
た
て
、
こ
の
計
壷
に
も
と
づ
き
一
定
の

額
を
留
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
垂
が
財
務
上
に
お
よ
ぼ
す
影
響
と
い
う
も
の
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な
、
利
釜
計
算
基
準
の
思

い
き
つ
た
憂
革
を
意
圖
す
る
や
り
方
が
影
響
す
る
と
こ
ろ
と
等
し
い
も
の
が
あ
る
。
重
要
な
ち
が
い
は
、
設
置
さ
れ
た
特
別
金
額
が
利
釜
確
定
前
に
計

上
さ
れ
る
費
用
と
し
て
取
扱
わ
れ
ず
に
利
釜
の
慮
分
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
鮎
に
あ
る
。

　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
デ
！
甥
ナ
ル
、
リ
ザ
『
ブ
ス

　
ー
8
　
將
來
資
産
の
取
換
の
揚
合
に
支
梯
う
債
額
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
必
要
な
追
加
準
備
金
を
は
つ
き
り
豫
見
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ビ
ジ
コ
ソ
ロ
フ
オ

と
は
實
際
に
は
で
き
な
い
。
減
債
償
却
費
の
補
充
と
い
う
方
法
に
よ
る
か
、
或
い
は
、
減
債
償
却
に
か
え
て
見
積
取
換
原
便
に
も
と
づ
き
更
新
引

』



ア
し
リ
ニ
ユ
し
ア
ル

當
金
を
設
定
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
實
際
に
取
換
え
る
の
に
必
要
な
金
額
を
一
定
の
年
度
に
わ
た
つ
て
割
當
で
設
け
る
と
い
う
計
蚤
に
つ

い
て
、
も
し
、
こ
れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
こ
の
よ
う
な
追
加
準
備
金
額
の
豫
見
が
困
難
だ
と
い
う
事
實
だ
け
で
あ
る
よ

う
に
思
う
。
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
原
債
と
取
換
原
債
と
の
隔
り
が
あ
ま
り
大
き
す
ぎ
る
と
、
こ
う
い
う
方
法
で
そ
の
隔
り
を
う
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
Q

　
囲
　
當
會
議
は
、
前
述
の
諸
項
で
の
ぺ
た
間
題
を
綿
密
に
槍
討
し
、
か
つ
、
一
九
四
五
年
に
稜
表
し
た
當
會
議
の
勧
告
書
第
九
號
及
ぴ
第
十
銑
に
か

か
げ
た
拗
告
を
再
檎
討
し
た
。
拗
告
書
第
十
號
で
は
、
螢
業
損
釜
（
即
o
津
9
ざ
器
o
昌
窪
鼠
一
け
の
）
と
は
商
晶
の
費
上
額
と
販
費
費
お
よ
び
襲
邊
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ツ
ク
ゥ
イ
ソ
リ
ト
レ
ド
ド

を
ふ
く
む
商
品
の
歴
史
的
原
慣
と
の
差
額
で
あ
る
と
の
ぺ
た
。
右
勧
告
書
は
會
計
目
的
上
商
品
棚
卸
高
の
評
債
基
準
は
通
常
歴
史
的
原
債
（
ま
た

は
渤
告
書
に
規
定
し
た
ご
と
く
時
慣
が
低
い
と
き
は
時
債
）
た
る
べ
し
と
勧
告
し
た
。
勧
告
書
第
九
號
で
は
、
當
會
議
は
、
固
定
資
産
に
關
し
て
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ス
　
ト

な
見
解
を
の
ぺ
、
減
債
償
却
引
當
金
は
原
債
に
基
礎
を
お
く
べ
き
こ
と
を
張
調
し
、
ま
た
、
そ
の
第
5
項
に
お
い
て
「
取
換
原
債
の
増
大
の
可
能
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ
ド
ブ

封
し
利
釜
の
う
ち
か
ら
ど
れ
だ
け
の
金
額
を
設
け
る
か
は
財
務
上
の
愼
重
性
の
問
題
で
あ
り
、
正
確
に
は
見
積
り
得
な
い
。
こ
れ
は
準
備
金
の
性
質
を

有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
會
計
報
告
書
に
準
備
金
と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
べ
た
。
取
換
原
慣
に
封
し
て
お
ヒ
な
つ
た
當
協
會
の

か
か
る
勧
告
は
法
律
顧
問
よ
り
法
律
上
の
立
揚
か
ら
實
質
的
に
裏
書
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
法
律
上
の
意
見
は
、
會
肚
法
の
意
味
解
繹
に
つ
き
、
か
つ
て

當
協
會
が
と
り
上
げ
た
（
一
九
四
八
年
五
月
出
版
の
當
協
會
の
小
冊
子
第
9
2
號
「
一
九
四
七
年
會
肚
法
に
つ
い
て
」
を
み
よ
）
。

　
鵬
　
當
會
議
は
す
で
に
述
べ
た
意
見
を
現
在
な
ん
ら
修
正
す
ぺ
き
必
要
を
み
な
い
が
、
以
下
に
か
か
げ
る
勘
告
の
中
で
こ
の
意
見
を
補
足
す
る
。
た

だ
し
、
特
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
物
債
水
準
の
上
昇
が
つ
づ
く
揚
合
に
は
、
費
つ
た
商
品
ま
た
は
消
費
し
た
資
産
の
歴
史
的
原
偵
を
牧

釜
に
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
事
業
が
累
積
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
金
は
、
む
か
し
低
い
物
便
水
準
の
と
き
買
つ
た
商
品
や
資
産
の
取
換
費
を
賄
う
に

ど
う
し
て
も
た
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
物
慣
の
上
昇
が
現
在
の
課
視
基
準
お
よ
び
そ
の
範
園
と
か
ら
み
あ
う
揚
合
は
、
商
工
業
が
そ
の
職
前
水

準
の
取
引
量
を
維
持
す
る
能
力
を
非
常
に
そ
こ
な
う
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
能
力
を
維
持
す
る
目
的
で
そ
の
財
政
の
根
源
を
強
化
す
る
手
段
を
と

　
　
　
　
第
二
吹
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
嶺
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
蜘
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
取
締
役
が
會
肚
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
に
關
連
し
て
次
の
二
つ
の
貼
を
考
慮
す
に
際
し
て
助
言
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
物
債
水
準
上
昇
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
③
取
換
原
債
の
増
大
を
賄
う
た
め
に
新
資

本
を
募
集
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
つ
た
揚
合
、
會
肚
の
能
力
に
依
存
す
る
こ
と
と
、
⑤
取
換
原
債
の
増
大
を
賄
う
目
的
で
實
行
可
能
性
の
あ
る
金
額
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ツ
ト

利
釜
の
う
ち
か
ら
留
保
し
蓄
積
し
よ
う
と
希
望
す
る
こ
と
と
、
こ
の
a
・
b
二
つ
の
い
ず
れ
が
数
果
が
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
鮎
を

考
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
揚
合
に
、
財
政
上
の
愼
重
と
い
う
見
地
か
ら
配
當
可
能
な
り
と
み
な
し
う
る
利
釜
の
額
を
き
め
る
上
に
最
も
重
要
な
こ
と
が

ら
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
記
憶
す
べ
き
こ
と
は
、
極
端
に
利
釜
留
保
を
お
こ
な
う
こ
と
は
配
當
の
き
ぴ
し
い
切
下
げ
、
あ
る
い
は
、
時
に
は
そ
の
停

止
、
さ
ら
に
は
將
來
の
株
主
の
利
盆
の
た
め
に
優
先
株
主
を
ふ
く
む
現
在
の
株
主
に
不
當
な
負
推
を
課
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
瓢
　
株
主
に
封
し
會
杜
の
財
政
に
お
よ
ぽ
す
物
便
水
準
上
昇
の
影
響
な
ら
ぴ
に
こ
れ
に
封
慮
す
る
た
め
の
手
段
に
關
し
て
報
告
す
る
か
ど
う
か
は
、

重
役
の
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
利
釜
の
う
ち
か
ら
控
除
す
る
額
を
、
資
産
の
使
用
期
間
に
わ
た
る
割
當
の
方
法
で
必
要
資
金
を
設
け
る
計
豊
に
一

致
し
て
定
め
る
揚
合
に
は
、
報
告
は
事
實
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。

勧
　
　
告

以
下
の
勧
告
は
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
九
號
及
ぴ
第
十
號
を
補
足
し
て
現
在
作
つ
た
も
の
で
あ
る
。

凹
　
ω
上
昇
し
た
コ
ス
ト
に
よ
る
取
換
を
（
固
定
資
産
、
流
動
資
産
の
い
ず
れ
た
る
を
問
わ
ず
）
賄
う
た
め
に
設
け
る
金
額
は
、
當
該
年
度
の
利
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ヨ
ビ
ジ
ヨ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ
ロ
ド
ブ

　
　
決
定
以
前
に
作
る
べ
き
引
當
金
と
し
て
取
扱
つ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
準
備
金
へ
の
振
替
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
準
備
金
へ

　
　
の
振
替
を
損
盆
計
算
書
に
年
度
残
高
算
出
上
の
差
引
項
目
と
し
て
示
す
揚
合
に
は
、
こ
の
年
度
残
高
に
適
當
な
読
明
を
附
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。



、
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②
愼
重
の
間
題
と
し
て
、
右
の
設
定
金
額
は
、
當
分
の
間
配
當
に
用
い
得
な
い
も
の
と
取
締
役
が
み
な
す
こ
と
を
張
調
す
る
た
ぬ
に
、
資
産
の

取
換
原
債
の
増
大
に
封
す
る
特
別
資
本
準
備
金
と
し
て
こ
れ
を
取
扱
う
こ
と
を
原
則
と
す
ぺ
き
で
あ
る
。

③
貸
借
封
照
表
目
的
の
た
め
に
固
定
資
産
を
一
般
に
見
積
取
換
原
贋
に
基
礎
を
お
い
て
償
額
引
上
げ
を
お
こ
な
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
特
に
物
債
水

準
安
定
の
き
め
て
の
な
い
揚
合
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
四
九
年
一
月
一
四
日
）

　
右
の
勧
告
書
第
十
二
號
の
内
容
の
鍍
述
に
つ
い
て
は
解
繹
上
疑
義
の
生
ず
る
鹸
地
の
な
い
ま
で
に
明
白
で
あ
る
。
勧
告
書
の
根
本
的
立

揚
は
、
會
肚
の
取
締
役
が
現
實
に
株
圭
へ
提
供
す
る
年
次
會
計
報
告
書
を
會
杜
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
作
成
す
る
揚
合
に
、
物
債
の
上

昇
か
ら
生
ず
る
経
鶯
維
持
の
困
難
に
ど
う
封
庭
す
る
か
と
い
う
問
題
に
關
し
て
監
査
人
が
助
言
を
あ
た
え
る
揚
合
の
指
針
で
あ
る
、
と
い

う
鮎
に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
第
一
に
、
報
告
書
に
記
載
す
る
利
釜
は
歴
史
的
原
便
に
よ
る
損
釜
計
算
の
方
法
を
以
て
算
出
す

る
こ
と
、
第
二
に
、
物
債
上
昇
期
に
お
け
る
歴
史
的
原
便
に
よ
る
費
用
計
算
が
資
本
實
髄
の
維
持
を
保
障
し
な
い
貼
を
如
何
に
し
て
カ
バ

ー
す
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
財
務
政
策
の
問
題
と
し
て
慮
理
す
る
こ
と
、
と
い
う
二
貼
を
出
機
貼
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、

第
三
に
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
課
視
の
重
座
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
税
法
攣
更
と
い
う
政
治
上
の
問
題
に
属
し
、
軍
に
會
計

方
法
を
攣
更
す
る
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
、
と
し
て
突
き
は
な
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
見
解
が
、
前
年
一
九
四
八
年
五
月
に
イ
ギ
リ
ス
會
計
士
界
の
長
老
男
国
■
ヌ
脅
評
巳
蟄
の
お
こ
な
つ
た
演
説
（
第
4
項
に
の
べ

た
）
に
お
け
る
見
解
と
全
面
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
r
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
こ
の
勧
告
中
に
お
い
て
、
た
だ
一
つ
注
目
す
べ
き
貼
は
、
文
中
の
最
後
の
「
勧
告
」
の
直
前
に
の
ぺ
た
次
の
一
節
で
あ
る
。
い
わ
く

　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
つ
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O

「
株
主
に
封
し
會
肚
の
財
政
に
お
よ
ぼ
す
物
債
水
準
上
昇
の
影
響
な
ら
び
に
こ
れ
に
封
慮
す
る
た
め
の
手
段
に
關
し
て
報
告
す
る
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ゆ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

か
は
重
役
の
考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
利
釜
の
う
ち
か
ら
控
除
す
る
額
を
資
産
の
使
用
期
間
に
わ
た
る
割
當
の
方
法
で
必
要
資
金
を
設

か
勘
諦
欝
P
一
致
い
で
簿
か
都
珍
合
P
峻
、
軸
曾
ゆ
事
實
ひ
示
か
撫
勢
や
か
か
。
」
（
・
鮎
・
黙
片
野
附
記
）
。
こ
の
一
節
は
歴
史
的
原
債
に

よ
る
會
計
の
構
造
の
中
に
胎
動
し
は
じ
め
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
合
理
化
の
息
吹
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
き
わ
め
て
素
朴
な
形
で

は
あ
る
が
、
會
計
の
測
定
領
域
の
合
理
化
へ
の
胎
動
と
（
・
黙
を
附
し
た
箇
所
）
報
告
領
域
の
合
理
化
へ
の
胎
動
（
。
鮎
を
附
し
た
箇
所
）
と

が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
胎
動
が
次
第
に
成
長
し
て
つ
い
に
一
人
前
の
會
計
艦
系
を
と
と
の
え
る
よ
う
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
第
一
に
は
、

物
債
水
準
攣
動
の
幅
と
質
に
よ
つ
て
、
第
二
に
は
、
経
濟
の
成
長
が
要
請
す
る
會
計
職
能
の
螢
展
に
懸
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
・
勤
告
書
第
十
二
號
は
當
時
の
イ
ギ
リ
ス
産
業
界
に
一
般
に
失
望
を
あ
た
え
た
ご
と
く
で
あ
る
。
名
目
上
の
由
口
同
額
利
釜

に
封
し
て
現
實
に
課
さ
れ
る
高
額
税
金
の
座
迫
に
な
や
む
企
業
に
と
つ
て
は
、
企
業
の
資
本
維
持
の
要
請
と
所
得
課
視
と
の
矛
盾
の
解
決

に
關
し
ま
つ
た
く
傍
観
者
で
あ
つ
た
勧
告
書
第
十
二
號
は
、
む
し
ろ
、
課
税
所
得
を
歴
史
的
原
慣
に
よ
つ
て
測
定
す
る
現
行
税
務
慣
行
を

滑
極
的
に
支
持
す
る
も
の
と
映
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
勧
告
書
第
十
二
號
が
稜
表
さ
れ
て
か
ら
二
年
鯨
一
九
五
一
年
四
月
、
産
業
界
が

刮
目
し
て
待
つ
て
い
た
税
制
改
革
案
に
關
す
る
タ
ッ
カ
i
報
告
が
稜
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
論
と
す
る
と
こ
ろ
が
勧
告
書
第
十
二
號
の
結

論
と
同
じ
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
産
業
界
か
ら
こ
れ
に
封
す
る
激
し
い
不
満
を
世
に
訴
え
た
多
く
の
聲
明
が
現
わ
れ
た
（
第
6
項
に
詳
述

す
る
）
。
次
に
引
い
た
の
は
勧
告
書
第
十
二
號
を
き
ぴ
し
く
非
難
し
た
聲
で
あ
る
（
∪
艶
＜
一
あ
。
一
。
巨
。
昌
の
”
》
。
。
。
一
一
一
一
二
一
一
α
q
臨
。
㎏
O
げ
⇒
、
一
α
Q
一
一
一
α
Q
b
円
一
。
。

ピ
零
〇
一
石
。
一
影
0
8
旨
切
H
騨
坊
げ
く
δ
乏
o
。
1
6
げ
o
冒
霞
鍔
一
〇
胤
＞
0
8
一
ヨ
5
昌
o
S
］
．
∈
5
一
翫
轟
・
や
ざ
曾
に
引
用
さ
れ
た
↓
げ
o
国
ぎ
碧
一
〇
す
一
豊
一
一
一
①
ω
誌

」



の
一
節
）
。

　
　
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
血
液
は
、
勅
許
會
計
士
協
會
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
傷
つ
か
ず
に
残
つ
て
い
る
か
ぎ
り
、
澗
れ
て
し
ま
う
こ

　
と
に
な
る
。
貴
下
は
十
二
箇
の
椰
子
の
實
で
事
業
を
始
め
十
二
粒
の
落
花
生
豆
で
事
業
を
終
る
。
し
か
も
な
お
、
貴
下
は
監
査
人
か
ら

　
オ
ー
ル
・
ラ
イ
ト
と
い
う
監
査
鐙
明
を
も
ら
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
第
6
項
　
「
螢
業
利
盆
の
課
税
に
關
す
る
タ
ッ
カ
ー
報
告
」
の
公
表
と
そ
の
反
響
（
一
九
五
一
年
）

1
　
税
制
改
革
に
お
け
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
役
割

　
一
九
四
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
年
次
李
均
物
債
指
数
は
、
職
前
一
九
三
八
年
を
基
準
に
し
て
三
〇
四
に
達
し
、
イ
ン
フ
レ
物
償
の
上
昇
が

企
業
の
財
務
に
そ
う
と
う
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
べ
き
事
態
に
な
つ
て
き
て
い
た
。
そ
の
影
響
が
最
も
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
過

去
に
お
い
て
第
一
次
大
職
後
の
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
で
大
陸
諸
國
の
企
業
が
経
験
し
た
の
と
同
じ
く
、
名
目
所
得
に
封
す

る
課
税
の
重
歴
と
い
う
面
で
あ
つ
た
。

　
あ
た
か
も
、
こ
の
時
、
一
九
四
九
年
六
月
イ
ギ
リ
ス
大
藏
大
臣
の
命
令
に
よ
り
同
大
藏
省
内
に
次
の
目
的
を
も
つ
て
ミ
ラ
ー
ド
・
タ
ソ

カ
ー
委
員
會
（
臼
冨
匡
影
a
↓
暮
犀
R
O
o
目
首
一
9
Φ
①
）
が
設
置
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ツ
ト
　
ト
レ
ラ
デ
イ
ソ
グ
ロ
プ
ロ
ブ
イ
ソ
ト

　
ω
　
所
得
税
（
ぎ
8
ヨ
Φ
臼
舞
）
に
關
連
し
て
純
菅
業
利
釜
の
計
算
方
法
を
研
究
し
、
か
つ
、
課
視
の
基
礎
と
な
る
期
間
の
間

　
　
題
を
研
究
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ツ
ト
じ
ブ
リ
フ
イ
ッ
ト

　
の
　
利
釜
税
（
淳
o
津
6
脂
）
に
關
連
し
て
純
　
利
　
盆
の
計
算
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
E
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
③
　
税
法
に
つ
き
改
正
を
必
要
と
す
る
事
項
を
報
告
す
る
こ
と
。

　
こ
の
委
員
會
は
、
第
一
同
の
報
告
書
と
し
て
一
九
五
一
年
二
月
二
十
日
附
「
螢
業
利
釜
の
課
視
に
關
す
る
委
員
會
報
告
書
」
（
国
一
の
鵠
甲

奮
蔓
の
幹
緯
δ
塁
曙
○
睡
8
”
幻
ε
○
旨
9
爵
Φ
O
o
ヨ
巨
詳
8
9
跨
①
、
り
畏
碧
一
自
9
臼
寅
急
お
淳
o
津
の
，
9
一
昌
。
。
一
〇
。
O
）
を
同
年
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

月
六
日
に
公
表
し
た
。
通
稔
、
タ
ッ
カ
i
報
告
（
↓
琴
犀
臼
因
8
0
濤
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
第
二
同
タ
ッ
カ
ー
報
告
は
一
九
五
四
年
に
「
退
職
金
の
課
視
に
關
す
る
委
員
會
報
告
書
」
（
↓
ぽ
↓
信
良
R
9
ヨ
芭
葺
8
、
o
閑
8
0
旨
9
；
言

　
　
臼
加
國
暮
δ
ロ
臼
器
暮
目
o
暮
9
り
8
≦
詮
o
塁
h
9
閃
①
け
冒
①
目
o
旨
一
G
摯
）
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
タ
ッ
カ
i
報
告
が
公
表
さ
れ
た
一
九
五
一
年
四
月
の
物
債
は
四
七
三
（
職
孚
勃
稜
前
年
一
九
三
八
年
基
準
）
を
示
し
、
こ
の
委
員
會
が
襲
足

し
た
そ
の
年
一
九
四
九
年
の
年
次
李
均
物
債
三
〇
四
に
封
し
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
大
幅
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の

も
と
に
あ
つ
て
、
は
た
し
て
タ
ッ
カ
ー
報
告
が
現
行
の
所
得
視
制
度
に
封
す
る
い
か
な
る
改
革
を
渤
告
す
る
で
あ
ろ
う
か
は
、
産
業
界
の

注
目
の
的
と
な
つ
て
い
た
。

　
第
一
同
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
課
税
制
度
改
革
に
關
す
る
渤
告
は
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
大
藏
省
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
つ
た
。
し

か
し
、
今
日
（
一
九
五
七
年
八
月
）
か
ら
み
れ
ぱ
、
こ
の
一
九
五
一
年
の
タ
ッ
カ
i
報
告
の
公
表
は
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
ピ
ー
ク
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
、
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
お
こ
う
。

H
　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
下
の
企
業
所
得
の
本
質
に
關
す
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
曾
の
見
解

　
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
は
利
釜
税
お
よ
び
所
得
視
の
課
税
制
度
の
改
革
に
關
す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

五
十
四
の
有
力
経
濟
陽



髄
お
よ
び
九
十
四
の
有
力
な
會
肚
・
個
人
の
陳
述
書
を
受
け
た
ほ
か
、
た
ぴ
た
ぴ
公
難
會
を
ひ
ら
い
て
讃
言
に
接
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
陳

述
書
や
誰
言
の
う
ち
に
は
、
な
か
ん
づ
く
、
現
行
の
課
税
所
得
の
算
定
上
資
本
の
同
牧
と
し
て
控
除
さ
れ
る
費
目
が
こ
と
ご
と
く
歴
史
的

原
憤
に
よ
つ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
、
同
牧
さ
れ
た
金
額
は
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
現
在
の
取
換
原
債
の
一
小
部
分
に
し
か
當
ら
ず
、
そ
れ
は
不

適
當
で
あ
る
か
ら
歴
史
的
原
債
に
か
わ
る
適
切
な
計
算
法
を
採
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
す
る
意
見
が
非
常
に
多
か
つ
た
。

　
委
員
會
は
こ
れ
ら
の
彪
大
な
陳
述
書
と
讃
言
の
内
容
を
勢
力
酌
に
楡
討
し
た
結
果
、
問
題
を
固
定
資
産
の
減
債
償
却
控
除
と
棚
却
資
産

評
慣
の
二
つ
に
分
け
て
、
税
制
上
の
そ
の
取
扱
に
關
し
前
掲
報
告
書
の
中
に
三
十
九
項
（
第
九
四
項
～
第
＝
ニ
ニ
項
）
に
わ
た
る
畏
文
の
意

見
を
饅
表
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
の
問
題
に
封
す
る
タ
カ
ッ
i
委
員
會
の
考
え
方
の
根
本
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
委
員
會
自
身
の
述
べ
た
言
葉
を
以
つ
て
最
も
端
的

に
表
示
す
る
と
、
「
當
委
員
會
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
利
釜
計
算
が
適
正
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
般
経

濟
政
策
の
課
題
に
旙
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
同
報
告
第
一
…
二
項
の
う
ち
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
タ
ッ
カ
i
報
告
は
、
こ
の
根
本
的
見
地
に
出
髄
し
て
、
ま
ず
最
初
に
一
般
論
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
企
業
の
所
得
計
算
と
そ

の
資
本
維
持
と
の
關
係
に
つ
き
貨
幣
債
値
の
憂
動
を
所
得
計
算
の
要
素
に
と
り
入
れ
る
考
え
方
に
反
封
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
第
9
8
項
當
委
員
會
は
利
釜
算
定
の
方
法
と
し
て
貨
幣
債
値
の
攣
動
を
計
算
に
と
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
見
解
に
は
同
意

　
し
得
な
い
。
こ
の
見
解
が
大
多
敷
の
會
計
實
務
上
の
意
見
に
よ
り
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
で
あ

　
る
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
如
き
は
、
こ
の
問
題
に
關
し
産
業
に
封
す
る
救
濟
策
を
講
ず
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
プ
レ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
は
つ
よ
く
主
張
し
て
は
い
る
が
、
高
い
コ
ス
ト
で
取
換
（
固
定
資
産
棚
却
資
産
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
）
を
賄
う
た
め
に
設
け
る
べ

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
焚
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

き
資
金
は
利
釜
算
定
上
の
控
除
費
目
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
で
な
く
、
利
釜
慮
分
に
よ
る
準
備
金
振
替
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
假
に
當
委
員
會
が
少
敷
者
の
見
解
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
大
多
数

の
會
計
職
業
家
が
一
般
に
認
め
て
お
ら
ず
、
會
肚
が
そ
の
出
資
者
に
交
付
す
る
會
計
報
告
書
に
一
般
に
用
い
て
い
な
い
利
釜
算
定
の
理

論
を
課
視
攣
更
の
基
準
と
し
て
推
す
責
任
を
負
う
意
圖
は
な
い
。
し
か
し
、
槽
威
の
歴
力
を
全
然
受
け
る
．
｝
と
な
く
、
當
委
員
會
自
身

の
見
解
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
間
周
知
の
債
値
尺
度
を
離
れ
て
抽
象
的
観
念
を
と
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
理
論
を
採
用
す
る
こ
と
に

は
つ
よ
く
反
封
す
る
。
（
同
報
告
・
第
九
八
項
の
全
文
）

H
　
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
下
の
企
業
の
資
本
實
髄
維
持
の
要
請
と
課
税
制
度
と
の
調
整
に
關
す
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
提
案

－　
次
い
で
、
こ
の
問
題
を
庭
理
す
る
具
膿
的
な
方
策
は
、
從
來
の
歴
史
的
原
償
に
よ
る
所
得
計
算
方
法
で
算
出
し
た
個
々
の
企
業
の
利
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ブ
レ
　
ス
メ
ン
ト

に
關
し
、
當
該
企
業
が
現
實
の
イ
ギ
リ
ス
の
國
民
経
濟
の
猛
展
上
に
し
め
る
重
要
性
の
程
度
に
印
し
て
そ
の
資
本
實
髄
の
取
換
に
要

　
　
ア
ロ
ヴ
ア
ソ
ス
じ
フ
ロ
ム
ロ
プ
ロ
フ
イ
ッ
ト

す
る
利
　
釜
　
控
　
除
の
妥
當
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
第
9
9
項
　
從
つ
て
當
委
員
會
が
考
察
す
ぺ
き
問
題
は
、
企
業
が
工
揚
・
機
械
・
在
庫
品
の
取
換
コ
ス
ト
の
上
昇
を
賄
う
に
は
利
盆
の

　
一
部
を
振
り
む
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
鮎
か
ら
み
て
、
課
視
上
企
業
利
盆
（
貨
幣
憤
値
の
憂
動
に
封
慮
し
て
調
整
す
る
こ
と
な
く
、

　
傳
統
的
な
方
法
で
算
定
し
た
も
の
）
の
控
除
を
な
す
こ
と
が
、
國
民
経
濟
的
な
利
釜
ま
た
は
能
力
と
い
う
見
地
か
ら
必
要
か
ど
う
か
と

　
い
う
貼
に
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
同
報
告
第
九
九
項
の
全
文
）

　
委
員
會
は
多
敷
の
陳
述
書
な
ら
ぴ
に
謹
言
を
通
し
て
委
員
會
に
提
出
さ
れ
た
諸
封
策
を
右
の
よ
う
な
観
鮎
か
ら
そ
の
委
當
性
を
つ
ぶ
さ



に
検
討
し
た
。
そ
の
揚
合
、
當
該
封
策
案
が
妥
當
か
ど
う
か
を
き
め
る
基
準
と
し
て
、
委
員
會
は
、
そ
の
案
が
、

　
㈲
あ
ら
ゆ
る
納
税
者
を
通
じ
て
課
税
上
公
正
を
か
く
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。

　
㈲
實
行
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
。

と
い
う
二
鮎
を
以
て
し
た
。
委
員
會
は
こ
の
基
準
に
立
つ
て
委
員
會
に
提
出
さ
れ
た
封
策
案
の
主
要
な
も
の
と
し
て
次
の
五
つ
を
え
ら
び

こ
れ
を
綿
密
に
検
討
し
た
。

13　25　4
　
こ
れ
ら
の
案
を
綿
密
に
檎
討
し
た
結
果
、

能
性
と
い
う
鮎
で
大
き
な
敏
陥
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
推
奨
し
が
た
い
も
の
で
あ
り

の
制
度
を
改
善
し
て
弾
力
あ
る
も
の
に
す
る
と
い
う
案
が
最
も
良
い
策
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
第
2
3
項
　
本
問
題
の
全
般
に
封
し
當
委
員
會
の
到
達
し
た
一
般
的
結
論
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
バ
ヨ
リ
ゼ
ド
ソ
ヨ
ソ

　
㈲
　
提
出
さ
れ
た
方
法
は
統
一
再
評
債
の
方
法
に
し
て
も
、
取
換
準
備
金
設
定
の
方
法
に
し
て
も
、
す
ぺ
て
、
本
質
的
に
は
、
眞
實
の

　
　
企
業
利
釜
す
な
わ
ち
通
常
の
會
計
原
則
に
よ
つ
て
算
出
し
た
企
業
利
釜
の
一
部
分
へ
の
課
視
を
冤
除
す
べ
し
と
い
う
こ
と
を
提
案
し

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

課
視
上
固
定
資
産
の
統
一
再
評
債
を
實
施
し
こ
れ
に
よ
つ
て
減
債
償
却
控
除
額
を
引
上
げ
る
方
法

各
個
固
定
資
産
の
取
換
に
關
す
る
準
備
金
を
無
視
で
設
定
す
る
方
法

基
準
棚
卸
資
産
の
取
換
引
當
金
を
無
税
で
設
定
す
る
方
法

配
當
し
な
い
利
釜
に
封
す
る
課
視
を
免
除
も
し
く
は
低
減
す
る
方
法

　
　
　
　
　
　
イ
ニ
ツ
ア
ル
　
ア
コ
ゥ
ア
ソ
ス

課
税
上
認
め
る
初
年
度
特
別
償
却
の
率
を
引
上
げ
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
會
の
到
達
し
た
結
論
と
し
て
、
－
～
4
の
諸
方
法
は
い
ず
れ
も
課
視
の
公
正
と
實
行
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
5
の
現
行
の
固
定
的
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
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て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

㈲
　
事
實
上
、
こ
の
課
視
救
濟
が
及
ぶ
の
は
一
さ
い
の
企
業
で
は
な
く
固
定
資
産
も
し
く
は
棚
卸
資
産
の
取
換
を
必
要
と
す
る
企
業
の

　
み
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
從
つ
て
右
の
救
濟
措
置
は
こ
れ
ら
の
企
業
に
つ
い
て
の
み
優
先
的
取
扱
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。

◎
　
か
か
る
優
先
的
救
濟
を
う
け
る
資
格
の
あ
る
企
業
に
と
つ
て
は
、
當
該
企
業
の
國
民
経
濟
上
の
債
値
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

　
優
先
的
取
扱
を
う
け
得
る
こ
と
に
な
る
。

⑥
　
統
｝
再
評
債
の
方
法
に
し
て
も
、
取
換
準
備
金
設
定
の
方
法
に
し
て
も
、
新
設
企
業
も
し
く
は
現
存
企
業
の
損
張
に
關
し
て
は
、

　
な
ん
ら
の
救
濟
も
助
力
も
あ
た
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ラ
ン
ド
　
り
ぺ
を
ユ
ウ

◎
　
か
か
る
封
策
方
法
は
す
べ
て
、
内
國
牧
入
局
な
ら
ぴ
に
納
視
者
に
と
り
、
異
常
な
事
務
負
櫓
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
テ
ム
じ
オ
プ
　
フ
レ
キ
ン
ブ
ル
　
イ
ニ
シ
ア
ル
　
ア
ロ
ウ
ア
ソ
ス

㈹
當
委
員
會
の
提
案
す
る
揮
力
的
初
年
度
控
除
制
度
こ
そ
委
員
會
の
列
暴
し
た
よ
う
な
障
害
の
な
い
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

右
に
い
う
タ
ソ
カ
ー
委
員
會
の
提
案
し
た
「
弾
力
的
初
年
度
控
除
」
の
制
度
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

　
第
1
2
項
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
・

依
つ
て
當
委
員
會
は
次
の
よ
う
に
勧
告
す
る
。

イ
ニ
ゾ
ア
ル
　
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
し
レ
ヨ
ト

初
年
度
擦
除
率
の
最
低
限
度
を
定
め
る
こ
と
。
特
定
の
産
業
部
門
を
代
表
す
る
協
會
は
こ
の
最
低
限
度
を
超
え
る
初
年
度
控
除
率

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
し
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
か
か
る
特
別
初
年
度
控
除
率
を
適
用
す
べ
き
や
否
や
を
決
定
す
る
任
務
あ

る
當
局
者
は
、
當
該
設
備
・
機
械
の
債
格
水
準
を
考
慮
に
入
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
當
該
産
業
が
國
民
経
濟
上
に
占
め
る
重
要
性
を
も
考

慮
に
入
れ
得
る
も
の
と
す
る
。



　
以
上
が
今
次
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
潮
時
に
公
表
さ
れ
た
タ
ッ
カ
ー
報
告
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
實
に
印
し
て

企
業
の
所
得
に
封
す
る
課
税
問
題
を
如
何
に
慮
理
す
ぺ
き
か
に
つ
い
て
と
つ
た
基
本
的
な
考
え
方
と
そ
の
結
論
で
あ
つ
た
。

W
　
資
本
維
持
策
に
關
し
て
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
に
提
出
さ
れ
た
各
種
提
案
に
封
す
る
同
委
員
會
の
批
判
的
見
解

　
し
か
ら
ぱ
、
タ
ソ
カ
ー
委
員
會
は
、
か
か
る
結
論
に
到
達
す
る
過
程
に
お
い
て
、
多
敷
の
有
力
な
團
膿
お
よ
び
個
人
の
陳
述
書
や
讃
言

を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
下
の
企
業
資
本
維
持
と
課
視
問
題
に
封
す
る
慮
理
方
策
の
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

り
、
如
何
な
る
楡
討
を
加
え
た
か
。
次
に
、
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
記
述
を
通
し
て
こ
の
貼
を
朋
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　
タ
ッ
カ
ー
報
告
は
、
陳
述
書
お
よ
ぴ
鐙
言
を
通
じ
て
委
員
會
に
提
出
さ
れ
た
多
く
の
封
策
案
を
三
つ
に
大
別
し
、
①
　
固
定
資
産
の
統

一
再
評
債
に
よ
り
減
慣
償
却
費
を
引
上
げ
る
案
。
ω
　
取
換
準
備
金
に
封
す
る
免
税
な
い
し
留
保
利
釜
に
封
す
る
減
視
を
お
こ
な
う
案
。

　
　
イ
ニ
シ
ア
ル
　
ア
ロ
ウ
ア
ソ
ス
　
レ
　
ト

⑥
　
初
年
度
特
別
控
除
率
を
引
上
げ
る
案
、
と
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
を
加
え
て
い
る
。

①
　
統
一
再
評
償
の
提
案
に
封
す
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
見
解

　
第
二
次
大
職
後
の
世
界
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
際
し
、
企
業
の
資
本
維
持
計
算
合
理
化
を
實
施
す
る
手
段
と
し
て
産
業
界
に
封
し
固

定
資
産
の
綴
．
一
，
所
認
貿
を
お
こ
な
つ
た
實
例
は
、
ご
く
近
く
一
九
四
五
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
し
た

が
つ
て
、
今
次
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
企
業
所
得
へ
の
課
視
の
救
濟
手
段
と
し
て
統
一
再
評
債
の
方
式
が
つ
よ
く
人

人
の
意
識
に
の
ぼ
つ
た
の
は
し
．
こ
く
當
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
に
提
出
さ
れ
た
統
一
再
評
債
の
案
に
は
、
そ
の
方
法
か
ら
医
別
し
た
種
類
と
し
て
、
㈲
　
一
九
四
〇
年
前
に
購
入
し

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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た
資
産
の
原
償
を
二
倍
に
す
る
方
法
㈲
　
現
有
資
産
の
取
得
原
債
に
買
入
年
次
を
基
準
と
す
る
物
贋
指
数
を
か
け
る
方
法
等
が
あ
つ
た
が

（
第
一
〇
二
項
）
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
委
員
會
が
統
一
再
評
償
の
案
に
反
封
し
た
第
一
の
理
由
は
、
戦
前
の
貨
幣
債
値
に
よ
る
固
定
資
産

の
帳
簿
債
額
を
現
在
慣
値
に
修
正
す
る
と
い
う
統
一
再
評
憤
案
の
根
本
的
考
え
方
に
劃
し
、
「
課
視
所
得
の
計
算
を
ポ
ン
ド
以
外
の
不
明

確
な
抽
象
的
な
計
算
軍
位
で
途
行
す
る
結
果
に
な
る
理
論
は
、
課
視
救
濟
の
理
由
づ
け
と
し
て
は
充
分
で
な
い
。
」
（
第
一
〇
三
項
の
う
ち
）

と
す
る
の
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
の
反
封
理
由
と
し
て
は
、
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
最
も
重
要
硯
す
る
課
税
公
正
の
原
則
か
ら
み
て
、

再
評
債
案
に
は
こ
の
要
請
と
根
本
的
に
相
容
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
「
當
委
員
會
は
現
存
す
る
企
業
の
所
有
者

に
し
て
、
そ
の
資
産
の
取
換
え
に
備
え
て
貯
え
を
な
し
て
い
る
者
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
事
業
を
始
め
る
た
め
に
貯
え
を
な
し
つ
つ
あ
る

納
税
者
に
優
先
し
た
取
扱
を
う
け
る
構
利
が
あ
る
と
す
る
見
解
を
承
け
い
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」
（
第
一
〇
四
項
の
う
ち
）
。
ま
た
、

「
公
李
に
い
つ
て
、
い
ま
ま
で
に
近
代
化
を
お
こ
な
つ
た
企
業
主
は
、
こ
れ
を
お
こ
な
わ
な
か
つ
た
企
業
主
よ
り
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
生

産
増
強
の
手
段
と
し
て
近
代
化
へ
の
要
請
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
強
調
さ
れ
て
い
る
時
代
に
、
こ
の
要
請
に
感
え
る
カ
の
少
な
い
・
な
い
し

は
、
意
慾
の
と
ぼ
し
い
人
々
に
封
し
て
の
み
課
視
救
濟
を
あ
た
え
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
辮
護
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
第
一
〇
五
項
の
う

ち
）
と
述
べ
、
「
統
一
再
評
便
に
よ
る
課
視
救
濟
は
、
そ
の
あ
た
え
る
結
果
に
お
い
て
不
李
等
で
あ
り
、
そ
れ
に
値
す
る
こ
と
少
き
側
を
厚

く
遇
す
る
不
公
正
な
取
扱
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
當
委
員
會
の
見
解
上
決
定
的
に
反
封
す
る
貼
で
あ
る
。
」
（
第
一
〇
五
項

の
う
ち
）
と
し
て
い
る
。
第
三
の
反
封
理
由
と
し
て
、
統
一
再
評
債
案
は
實
施
上
技
術
的
困
難
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
再
評
債
を
實
施
す
る
に
は
、
各
個
設
備
資
産
に
つ
き
、
ω
買
入
原
債
③
買
入
日
⑥
追
加
的
資
本
支
出
を
確
知
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

ぬ
が
、
「
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ン
シ
ョ
ン
を
帳
簿
記
録
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
も
い
く
ら
か
は
あ
ろ
う
が
、
大
部
分
は
そ
う



う

は
い
か
な
い
の
が
實
情
で
あ
る
。
」
（
第
一
〇
六
項
の
う
ち
）
と
の
べ
て
い
る
。
第
四
の
反
封
理
由
と
し
て
は
、
統
一
再
評
償
は
、
す
で
に
オ

ブ
ソ
リ
ー
ト
し
た
設
備
機
械
で
も
、
経
螢
上
の
や
む
を
得
ざ
る
事
由
の
た
め
に
な
お
ス
ク
ラ
ツ
プ
と
し
て
慮
理
さ
れ
ず
に
残
置
さ
れ
て
い

る
揚
合
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
再
評
慣
を
お
こ
な
う
結
果
と
な
る
か
ら
、
か
」
る
設
備
の
所
有
者
に
封
し
ま
つ
た
く
不
適
當
な
課
視
上
の

利
釜
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
第
一
〇
九
項
）
。

　
以
上
の
四
鮎
が
統
一
再
評
債
案
に
封
す
る
タ
ツ
カ
ー
委
員
會
の
反
封
す
る
重
な
理
由
で
あ
る
。

②
　
取
換
控
除
を
ゆ
る
す
提
案
に
封
す
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
見
解

　
統
一
再
評
慣
の
方
法
と
は
別
に
、
資
産
を
實
際
に
取
換
え
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
控
除
を
ゆ
る
す
と
い
う
提
案
は
、
大
別
し
て
、

　
㈲
　
將
來
の
取
換
に
備
え
て
設
け
た
準
備
金
を
非
課
税
項
目
と
し
て
取
扱
い
、
も
し
一
定
の
時
ま
で
に
實
際
に
取
換
え
を
お
こ
な
わ
ぬ

　
　
と
き
は
非
課
視
取
扱
を
取
消
す
べ
し
と
す
る
提
案

　
⑥
　
實
際
に
資
産
を
取
換
え
た
揚
合
に
の
み
取
換
支
出
中
原
初
取
得
原
償
を
超
え
る
部
分
を
非
課
税
控
除
項
目
と
す
べ
し
と
す
る
提
案

が
あ
つ
た
が
（
第
一
一
一
項
）
、
こ
れ
に
封
す
る
タ
ツ
カ
i
委
員
會
の
批
剣
は
、
第
一
に
、
こ
の
や
り
方
は
、
統
一
再
評
債
の
提
案
に
封
す

る
揚
合
と
同
じ
く
、
こ
れ
ま
で
取
換
な
い
し
接
張
を
お
こ
な
つ
て
い
な
い
事
業
に
控
除
の
便
釜
を
あ
た
え
、
す
で
に
籏
張
を
お
こ
な
つ
た

事
業
お
よ
び
今
後
新
し
く
接
張
を
お
こ
な
わ
ん
と
す
る
事
業
に
は
こ
の
便
盆
を
あ
た
え
な
い
、
と
い
う
不
公
正
を
招
來
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
（
第
一
一
二
項
）
。
第
二
に
、
取
換
控
除
案
に
は
、
何
を
も
つ
て
取
換
の
事
實
を
確
認
す
べ
き
か
と
い
う
貼
に
實
践
上
き
わ
め
て
困
難

な
問
題
が
あ
る
。
固
定
資
産
取
換
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
う
改
良
的
要
素
が
入
り
こ
む
も
の
で
あ
り
、
課
税
救

濟
を
あ
た
え
る
上
に
不
公
正
を
來
た
さ
な
い
た
め
に
は
、
こ
の
取
換
に
内
在
す
る
改
良
的
要
素
を
無
硯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
で

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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あ
る
か
ぎ
り
、
技
術
の
進
歩
や
世
間
の
嗜
好
の
攣
遷
に
と
も
な
い
、
取
換
と
い
う
名
の
も
と
に
薔
資
産
を
慶
棄
し
て
ま
る
で
別
の
資
産
を

置
く
こ
と
も
ま
た
こ
れ
を
否
認
す
る
理
由
は
乏
し
く
な
る
。

　
要
す
る
に
、
委
員
會
の
意
見
は
取
換
擦
除
の
方
法
は
課
視
の
公
正
と
い
う
立
揚
か
ら
認
め
が
た
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
二
二
項
～
一

一
四
項
）

　
　
イ
ニ
ノ
ア
ル
し
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
ロ
レ
ピ
ト

③
　
初
年
度
特
別
控
除
率
引
上
の
提
案
に
封
す
る
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
の
見
解

　
イ
ギ
リ
ス
課
視
制
度
の
上
に
イ
ニ
シ
ア
ル
・
7
・
ウ
ア
ン
ス
が
登
揚
し
て
き
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
3
項
に
追
究
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
は
じ
め
、
一
九
四
五
年
に
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
税
制
に
導
入
さ
れ
た
當
時
は
、
こ
の
方
法
が
課
視
目

的
上
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
企
業
所
得
を
正
確
に
測
定
す
る
や
り
方
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
特
に
裏
付
け
に
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、

産
業
設
備
の
近
代
化
に
要
す
る
資
金
の
獲
得
を
助
成
す
る
課
税
特
別
措
置
と
い
う
財
政
上
の
政
策
的
見
地
を
基
盤
に
し
て
登
揚
し
た
も
の

で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
貼
に
關
し
タ
ツ
カ
i
委
員
會
は
、
「
當
委
員
會
は
、
物
債
が
依
然
安
定
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
イ
ニ
シ
ア

ル
・
ア
ヲ
ウ
ア
ン
ス
な
る
も
の
を
許
容
す
べ
き
財
政
上
の
正
當
性
は
、
ま
つ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
い
う
事
態
か
ら
出
襲
す
る
。
」

（
第
一
一
八
項
）
と
し
て
、
こ
の
制
度
の
目
的
が
企
業
に
封
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
設
備
資
本
維
持
を
は
か
る
た
め
の
財
務
的
救
濟

措
置
た
る
鮎
に
あ
る
こ
と
を
彊
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
委
員
會
は
、
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
の
企
業
設
備
資
本
維
持
機
能
と
物

債
の
上
昇
度
と
ア
・
ウ
ア
ン
ス
・
レ
ー
ト
と
の
關
係
を
計
算
例
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
最
初
一
九
三
九
年
に
耐
用
年
敷
一
〇
年
、
原
慣
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
機
械
を
購
入
し
、
毎
年
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
債
償
却
を
計
上
し
、

一
九
四
九
年
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
を
携
つ
て
同
種
同
型
の
第
二
の
機
械
と
こ
れ
を
取
換
え
た
と
す
る
。
第
二
の
機
械
の
取
換
費
用
二
〇
〇
ポ



と

ン
ド
の
う
ち
一
〇
〇
ポ
ン
ド
は
第
一
の
機
械
に
封
す
る
普
通
償
却
控
除
で
賄
わ
れ
、
さ
ら
に
八
○
ポ
ン
ド
が
現
行
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ

ウ
ア
ン
ス
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
（
嘱
8
。
×
8
駅
）
、
さ
ら
に
、
二
〇
ポ
ン
ド
が
第
二
の
機
械
の
最
初
年
度
の
普
通
償
却
控

除
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
る
。

　
こ
の
例
で
は
普
通
償
却
控
除
率
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
假
定
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
挽
制
上
機
械
の
最
低
控
除
率
は
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
假
設
例
か
ら
出
て
く
る
結
論
と
し
て
、
タ
ツ
カ
i
報
告
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

　
「
少
な
く
と
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
の
制
度
の
も
と
で
物
慣
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
揚
合
に

機
械
の
取
換
を
し
て
も
、
實
際
の
普
通
償
却
控
除
率
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
基
本
普
通
償
却
控
除
率
は
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
取
換
に
要
し
た
増
加
金
額
の
九
〇
パ
…
セ
ン
ト
以
上
が
課
視
封
象
か
ら
救
わ
れ
る
。
」
（
一
一
九
項
の
う
ち
）

　
さ
ら
に
、
第
二
の
機
械
を
満
期
除
却
し
て
第
三
の
機
械
と
取
換
え
る
場
合
に
物
債
が
當
初
の
三
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
冬
を
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
取
換
資
金
を
課
税
封
象
か
ら
救
濟
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
右
の
主
張
を
タ
ッ
カ
ー
報
告
の
中
に
か
か
げ
て
あ
る
計
算
例
を
引
い
て
裏
付
け
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
＝
＝
項
）
。

機
械
第
一
號
の
原
債
…
…
…
…
…
一
〇
〇
ポ
ン
ド

　
こ
の
機
械
に
封
す
る
普
通
償
却
控
除
合
計
一
〇
〇
ポ
ン
ド
が
課
視
封
象
か
ら
控
除
さ
れ
る
。

機
械
第
二
號
の
原
便
…
…
…
…
二
〇
〇
ポ
ン
ド

　
機
械
第
二
號
の
取
換
費
用
は
次
の
も
の
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
る
。

　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展

八
九
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〇

　
　
　
①
機
械
第
一
號
の
普
通
償
却
控
除
一
〇
〇
ポ
ン
ド

　
　
　
②
機
械
第
二
號
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
（
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
八
○
ポ
ン
ド

　
　
　
③
機
械
第
二
號
の
第
一
年
普
通
償
却
控
除
（
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
二
〇
ポ
ン
ド

　
　
　
機
械
第
二
號
の
第
二
年
度
以
降
除
却
ま
で
の
償
却
総
計
は
右
の
②
③
を
控
除
し
た
残
高
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

　
　
　
機
械
第
三
號
の
原
債
…
…
…
…
三
〇
〇
ポ
ン
ド

　
　
　
①
機
械
第
二
號
の
第
二
年
度
以
降
除
却
時
ま
で
の
償
却
控
除
（
二
〇
〇
ポ
ン
ド
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
一
〇
〇
ポ
ン
ド

　
　
　
②
機
械
第
三
號
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
（
三
〇
〇
ポ
ン
ド
の
六
〇
バ
ー
セ
ン
ト
）
一
八
○
ポ
ン
ド

　
　
　
③
機
械
第
三
號
の
第
一
年
度
普
通
償
却
控
除
（
三
〇
〇
ポ
ン
ド
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
三
〇
ポ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
一
〇
ポ
ン
ド

　
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
は
右
の
よ
う
な
計
算
例
の
分
析
を
お
こ
な
つ
た
後
、
物
償
の
緻
績
的
上
昇
期
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン

ス
引
上
げ
方
式
に
よ
る
企
業
の
資
本
維
持
助
成
政
策
を
具
盟
化
す
る
行
き
方
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
從
來
の
軍
一
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン
ス
・
レ
ー
ト
を
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
適
當
な
高
さ
に
引
上
げ
る
こ
と
。
そ

の
揚
合
適
當
な
高
さ
如
何
を
具
艦
的
に
決
定
す
る
に
は
債
格
水
準
の
統
計
的
調
査
に
よ
つ
て
こ
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
産
業
の
種
類
如
何
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
る
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
・
レ
ー
ト
を
差
別
的
に
定
め
る
こ
と
で
あ
る

と
す
る
。

　
タ
ッ
カ
ー
委
員
會
は
後
者
の
方
法
を
つ
よ
く
支
持
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
設
備
お
よ
ぴ
機
械
に
同
一
の
イ
ニ
シ
ア
ル
・
ア
・
ウ
ア
ン

ス
・
レ
ー
ト
を
適
用
す
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
設
備
お
よ
び
機
械
に
同
一
減
債
償
却
率
を
適
用
す
る
の
と
同
様
に
、
理
由
な
き
も
の

二



し

で
あ
る
。
」
（
コ
三
項
の
う
ち
）
と
解
す
る
と
と
も
に
、
後
者
の
方
法
を
有
数
に
實
施
す
る
手
段
と
し
て
、
適
切
な
レ
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
に
責
任
あ
る
穂
威
團
髄
を
設
け
、
そ
こ
に
お
い
て
軍
に
物
償
水
準
の
上
昇
の
み
を
レ
ー
ト
決
定
の
要
素
と
す
る
の
で
な
く
、
當
該
産
業

の
國
民
経
濟
に
お
け
る
重
要
性
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ
た
各
個
産
業
別
レ
ー
ト
を
設
定
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
一
二
三
項
）
。

　
前
に
か
か
げ
た
カ
ツ
カ
ー
委
員
會
の
弾
力
的
初
年
度
控
除
制
度
の
提
案
は
右
の
よ
う
な
論
述
に
も
と
づ
く
そ
の
結
論
と
し
て
報
告
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

V
　
タ
ッ
カ
ー
報
告
公
表
直
後
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
産
業
界
の
資
本
維
持
に
關
す
る
輿
論

　
右
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
第
一
次
タ
ツ
カ
ー
報
告
が
公
表
さ
れ
た
の
は
一
九
五
一
年
四
月
六
日
で
あ
る
が
、
こ
の
報
告
書
の
公
表
は
當

然
に
イ
ギ
リ
ス
産
業
界
に
相
當
な
反
響
を
よ
び
お
こ
さ
な
い
で
は
お
か
な
か
つ
た
。

　
次
に
引
い
た
三
つ
の
聲
明
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
界
の
指
導
的
立
揚
に
あ
る
團
髄
も
し
く
は
個
人
に
よ
つ
て
表
明
さ
れ
た
企
業
の
資
本
維

持
に
劃
す
る
過
重
視
金
の
歴
迫
に
つ
い
て
の
痛
烈
な
非
難
で
あ
つ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
銀
行
家
協
會
（
6
冨
㌍
益
浮
閃
弩
富
3
、
卜
ω
8
。
置
江
8
）
は
一
九
五
一
年
七
月
附
の
覧
書
を
「
王
立
利
釜
視
及
び
所
得
視

委
員
會
（
↓
ぽ
国
2
a
O
o
ヨ
日
一
裟
自
8
爵
①
臼
轟
暮
一
9
0
｛
㌘
3
錺
魯
孟
冒
8
ヨ
Φ
）
」
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に

の
ぺ
て
い
る
。
（
一
、
一
一
①
の
ぼ
爵
H
旨
R
一
β
蔦
8
臥
O
o
旨
鴨
o
器
o
目
》
8
0
三
旨
一
一
の
・
這
器
一
瞠
8
ヨ
魯
言
α
q
b
ユ
8
ピ
磐
o
『
ぎ
沁
巴
跨
δ
⇒
け
o
語
8
？

以
β
諾
，
や
＃
O
）

　
　
「
財
政
逼
迫
の
増
大
を
説
明
す
る
に
は
、
特
に
税
金
か
ら
く
る
影
響
を
他
の
要
因
の
そ
れ
と
匠
別
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
毅
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
リ
じ
ノ
ナ
ル
ロ
コ
ス
ト

　
現
行
租
税
制
度
上
固
定
資
産
の
減
便
償
却
控
除
を
原
始
原
領
に
よ
つ
て
計
算
し
、
か
つ
、
上
昇
し
た
贋
格
で
取
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
棚
卸
資
産
の
軍

　
な
る
イ
ン
フ
レ
的
債
格
騰
貴
を
反
映
す
る
に
す
ぎ
な
い
利
釜
（
汐
o
律
）
に
課
税
す
る
こ
と
は
疑
も
な
く
そ
の
重
大
な
要
因
で
あ
る
。
會
肚
に
課
さ
れ

　
て
い
る
利
盆
税
（
ギ
c
窪
ら
畏
）
と
所
得
視
（
酎
8
目
o
白
舞
）
は
、
い
ず
れ
も
所
得
に
封
す
る
課
視
で
あ
る
こ
と
を
意
圖
し
て
い
る
も
の
で
資
本
に
鉗

　
す
る
課
視
で
あ
る
は
ず
が
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
経
濟
尊
門
家
に
と
つ
て
は
i
會
計
專
門
家
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
す
ぺ
て
に

　
と
つ
て
で
は
な
い
が
1
眞
賀
の
期
間
利
釜
は
そ
の
期
の
利
釜
の
稼
得
に
用
い
た
物
的
資
本
の
取
換
に
劃
す
る
引
當
を
な
し
た
後
に
残
る
そ
の
年
度
の

　
ト
ウ
レ
　
デ
イ
ン
グ

　
鶯
　
業
　
か
ら
嚢
生
し
た
牧
入
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
固
定
資
産
損
耗
に
封
す
る
手
當
を
な
し
、
か
つ
、
そ
の
期
の

　
生
産
物
に
入
つ
て
い
る
流
動
資
本
を
取
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ー
こ
の
雨
者
は
纏
績
企
業
に
お
い
て
か
な
ら
ず
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も

　
の
で
あ
る
　
　
は
、
こ
れ
ま
た
自
ら
明
か
で
あ
る
。

　
　
経
醤
上
貴
行
で
き
る
救
濟
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
委
員
會
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
ぴ
ベ
ル
ギ
ー
で
こ
の
問
題
を
庭
理
し
た
こ
と

　
が
あ
る
の
で
、
問
題
な
く
可
能
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
或
る
貼
を
超
え
る
と
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
直
面
し
て
普
通
の
會
計
原
則
を
固
執
す
る
こ
と

　
は
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
國
が
経
験
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
も
し
こ
れ
ま
で
の
實
際
よ
り
も
う
少
し
急
速
の
も
の
で
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
疑
も

　
な
く
問
題
は
と
う
に
表
面
化
し
て
慮
理
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
」

　
右
の
魔
書
は
、
所
得
税
賦
課
の
考
え
方
と
し
て
、
縫
績
企
業
の
期
間
所
得
は
輕
螢
の
實
饅
資
本
の
維
持
の
基
礎
の
上
に
測
定
さ
る
ぺ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
立
揚
か
ら
イ
ン
フ
レ
課
視
の
問
題
の
在
り
所
を
指
示
し
、
そ
の
改
革
措
置
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ

ル
ギ
ー
で
第
二
次
大
職
後
實
施
し
た
資
産
再
評
債
の
経
験
を
討
究
す
べ
き
こ
と
を
示
俊
し
て
い
る
。

　
英
國
工
業
連
盟
（
、
一
、
冨
男
a
賃
義
9
9
切
簿
誼
げ
H
邑
塁
鼠
霧
）
は
一
九
五
一
年
に
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
産
業
資
本
源
泉
に
及

ぼ
し
た
影
響
」
（
↓
富
d
角
。
。
宏
9
『
貯
菖
自
自
一
巳
に
の
霞
昼
一
〇
書
詫
巴
閑
霧
o
ξ
。
霧
）
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
出
し
た
が
、
そ

」



の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
↓
冨
の
訂
島
ぎ
a
旨
碧
一
〇
一
蚕
一
〇
〇
ロ
σ
q
冨
器
○
ロ
ト
8
0
β
ロ
e
ぎ
鯨
這
旨
”

閑
o
一
魯
δ
ロ
ε
》
0
8
ロ
旨
9
り
ω
o
o
～
賂
）

霊
一
一
。
三
蝕
品
b
旨
①
い
o
く
①
一
の

凶
⇒

－
　
産
業
家
の
間
に
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
議
論
と
し
て
、
産
業
資
本
の
源
泉
は
極
度
に
逼
迫
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

　
高
率
課
視
の
雨
者
の
屋
迫
の
た
め
に
食
い
つ
く
さ
れ
る
危
機
に
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
は
産
業
は
超
過

　
利
潤
を
學
げ
て
い
る
と
書
い
た
記
事
に
つ
い
て
た
ぴ
た
ぴ
不
満
の
聲
を
聞
く
の
で
あ
る
。

2
　
資
本
の
慧
食
と
い
う
こ
と
と
利
釜
の
適
正
と
い
う
こ
と
と
は
明
ら
か
に
相
互
に
關
連
が
あ
る
。
け
だ
し
、
産
業
が
そ
の
生
産
力
を
無
疵
に
維
持
す

　
る
た
め
に
、
自
己
の
元
本
の
う
ち
か
ら
引
當
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ぱ
事
貴
上
資
本
を
喰
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
の
生
産
力
の
維
持
と

　
い
う
意
味
で
資
本
を
無
疵
に
維
持
す
る
こ
と
は
、
経
螢
者
の
最
も
重
要
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
責
任
を
は
た
す
た
め
に
は
資
本
維
持
の
た
め

　
の
引
當
を
設
け
た
後
に
残
る
残
高
の
み
が
「
利
釜
」
と
し
て
課
税
や
配
當
に
使
用
で
き
る
も
の
と
み
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

3
　
貨
幣
債
値
が
安
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
産
業
の
資
本
源
泉
の
増
減
を
容
易
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
最
近
の
よ
う
に
貨
幣
の
贋

値
が
急
激
に
憂
化
し
つ
㌧
あ
る
と
き
は
、
公
表
さ
れ
た
會
肚
の
會
計
報
告
書
を
み
て
資
本
の
憂
化
を
測
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の

困
難
は
長
期
の
物
債
上
昇
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、
貨
幣
償
値
の
安
定
を
假
定
し
て
い
る
會
計
方
法
を
用
い
る
こ
と
か
ら
お
こ
る
の
で
あ
る
。
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ル
ド
ギ
ヤ
ピ
タ
ル

八
年
以
來
固
定
資
産
・
棚
卸
資
産
お
よ
ぴ
帳
簿
債
櫨
を
ふ
く
め
た
一
定
量
の
實
質
資
本
を
無
疵
に
維
持
す
る
た
め
の
貨
幣
原
債
は
非
常
に
増
大
し
て

　
き
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貸
借
劃
照
表
は
傅
統
的
に
一
九
五
一
年
の
ポ
ン
ド
も
一
九
三
八
年
の
ポ
ン
ド
も
一
九
〇
〇
年
の
ポ
ン
ド
も
一

律
に
同
贋
値
と
し
て
扱
つ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
目
ン
は
、
い
つ
買
つ
た
資
産
に
つ
い
て
も
そ
の
買
つ
た
時
の
原
償
に
等
し
い
額
を
利
釜
計

算
上
控
除
す
る
の
で
あ
つ
て
、
資
産
の
取
換
が
現
實
に
は
一
そ
う
多
く
の
原
偵
を
要
す
る
と
い
う
事
實
を
無
親
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ド
ヒ
じ
ノ
ヨ
ン

資
本
の
維
持
と
利
釜
の
高
さ
と
の
關
係
は
、
は
つ
き
り
し
て
い
る
。
會
肚
の
公
表
し
た
會
計
報
告
書
が
資
産
の
維
持
に
必
要
な
引
當
金
を
過
少
に
示

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
　
す
か
ぎ
り
、
そ
れ
だ
け
稼
得
し
た
實
質
資
本
は
過
大
に
示
さ
れ
る
。
」

　
こ
の
聲
明
も
ま
た
、
會
杜
の
配
當
可
能
所
得
な
ら
び
に
課
税
所
得
の
算
定
は
會
計
の
生
産
力
資
本
の
維
持
の
基
礎
の
上
に
お
こ
な
わ
る

ぺ
き
こ
と
を
強
調
し
、
現
行
租
視
制
度
と
會
杜
法
の
計
算
規
定
と
な
ら
び
に
そ
れ
と
密
着
し
て
勧
告
さ
れ
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ

ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
會
計
原
則
に
お
け
る
歴
史
的
原
債
に
よ
る
利
盆
計
算
原
則
に
劃
す
る
産
業
界
の
有
力
圏
艦
か
ら
の
抗
議
で
あ

る
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
一
九
五
一
年
十
一
月
六
日
ロ
ン
ド
ン
株
式
取
引
所
長
い
甲
閃
嘆
巴
跨
毒
践
3
は
、
跨
Φ
ぎ
8
6
9
葺
＆
》
9
窪
暮
§
諾
、

い
o
民
自
p
且
巨
ω
鼠
9
ω
0
9
Φ
な
の
書
食
會
で
お
こ
な
つ
た
次
の
短
か
い
演
読
の
中
で
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
け
る
歴
史
的
原

債
に
よ
る
會
計
方
法
か
ら
生
ま
れ
る
問
題
の
諸
鮎
を
、
縫
績
企
業
の
維
持
と
い
う
立
揚
か
ら
指
摘
し
て
、
會
計
に
お
け
る
客
観
性
の
要
請

は
活
か
さ
れ
て
も
、
そ
の
測
定
機
能
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
脛
螢
存
亡
の
危
機
が
過
重
な
課
税
・
た
こ
配
當
・
過
當
な
賃
銀

引
上
げ
を
通
し
て
せ
ま
つ
て
く
る
事
情
を
訴
え
て
い
る
。
（
↓
富
の
訂
浮
H
暮
o
言
呂
9
毘
o
o
夷
3
器
8
》
8
0
自
暮
一
夷
し
3
㌣
国
8
三
舞
一
・

ぼ
α
q
即
一
8
U
o
奉
一
の
ぎ
閃
o
ポ
叶
δ
昌
8
》
0
8
離
旨
幹
や
い
沖
）

　
「
私
は
減
債
償
却
控
除
を
そ
の
資
産
の
歴
史
的
原
債
に
即
し
て
お
こ
な
う
現
在
の
や
り
方
か
ら
出
て
く
る
結
果
に
は
困
惑
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

現
在
の
や
り
方
に
封
す
る
贅
成
論
は
は
つ
き
り
し
て
お
り
、
世
人
は
こ
れ
に
封
す
る
充
分
な
理
解
を
も
た
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の
は
、
會
計
士

も
、
ま
た
私
自
身
も
、
そ
う
思
う
こ
と
で
あ
る
が
、
自
分
が
所
有
す
る
資
産
の
歴
史
的
原
慣
を
堅
持
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
自
分
の
足
は
地
面
に
し
つ
か

り
着
い
て
い
る
が
、
歴
史
的
原
傾
か
ら
離
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
直
ち
に
見
積
り
と
激
動
す
る
債
値
と
い
う
議
論
多
い
領
域
に
足
を
ふ

み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
終
局
的
に
は
現
在
の
や
り
方
は
實
質
的
に
正
當
な
る
も
の
で
あ
る
と
會
計
士
は
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

」



私
も
結
局
は
そ
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
實
業
家
と
し
て
、
ま
た
叩
早
な
る
實
業
家
と
い
う
立
揚
を
こ
え
て
一
市
民
と

し
て
、
私
の
感
じ
る
こ
と
は
、
こ
の
や
り
方
が
二
つ
の
き
わ
め
て
重
要
な
鮫
陥
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
純
粋
に
事
業
経
醤
の

見
地
か
ら
い
え
ば
、
少
し
長
い
期
間
を
李
均
す
る
と
實
質
的
に
は
正
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
、
一
つ
一
つ
の
會
計
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の

す
べ
て
で
は
な
く
と
も
多
く
の
揚
合
、
利
盆
は
総
艦
と
し
て
歪
め
ら
れ
る
結
果
に
な
る
。

　
企
業
の
會
計
報
告
書
に
つ
い
て
、
資
産
の
償
却
が
正
確
な
取
換
債
値
に
相
當
に
比
例
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
會
肚
の
財
政
状
態
が
眞

實
に
公
正
に
且
つ
適
切
に
表
示
さ
れ
る
と
ど
う
し
て
い
え
る
の
か
、
私
に
は
理
解
し
に
く
い
。

　
私
の
出
襲
貼
は
、
會
肚
が
こ
の
減
債
償
却
問
題
を
學
問
的
に
で
は
な
く
實
質
的
に
虞
理
し
て
い
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
い
や
し
く
も
利
釜
を
得
た
と

は
い
え
な
い
、
と
私
に
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
蕾
い
資
産
が
歴
史
的
原
債
に
も
と
づ
い
て
償
却
さ
れ
つ
」
あ
る
間
に
、
あ
な
た
方
は
企
業
の
利

釜
数
字
の
歪
み
を
つ
か
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
過
重
課
視
と
そ
の
他
多
く
の
方
面
の
歪
み
を
導
き
出
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
輩
に
會
計
報
告
書
に
あ
て
は
ま
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
上
お
よ
び
人
間
生
活
上
の
多
く
の
事
が
ら
に
も
ひ
ろ
く
あ
て
は
ま
る
。
あ
な
た
方
が
誤
つ

た
計
算
記
録
に
出
襲
す
る
揚
合
に
は
、
そ
こ
に
理
窟
に
合
つ
た
ど
ん
な
根
檬
が
あ
ろ
う
と
も
、
歪
み
は
だ
ん
だ
ん
増
大
し
て
ゆ
き
、
そ
こ
か
ら
す
ぺ
て

の
悪
い
結
果
が
出
て
く
る
。
特
に
指
摘
し
た
い
貼
は
、
経
螢
上
の
誤
れ
る
樂
観
は
不
當
に
亘
額
な
利
潤
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
ま
た
、
從
業
者
の
間
に
不
満
を
生
じ
合
理
的
な
賃
金
以
上
の
要
求
を
ひ
き
お
こ
す
。
利
釜
を
正
確
に
そ
の
時
の
實
情
に
印
し
た
眞
實
の
基
礎
の
上

に
計
算
し
て
示
す
こ
と
は
事
業
の
健
全
な
経
管
に
と
り
第
一
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
信
ず
る
。
」

　
以
上
に
か
か
げ
た
三
者
の
鎖
述
に
共
通
し
て
、
な
か
ん
づ
く
注
目
す
ぺ
き
鮎
は
、
會
肚
の
課
視
所
得
の
算
定
の
基
準
た
る
資
本
維
持
の

考
え
方
と
し
て
緯
績
企
業
に
お
け
る
實
質
資
本
・
生
産
力
資
本
の
維
持
の
立
揚
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
右
の
共
通
的
意
見
は
、
こ
の
三
人
の
イ
ギ
リ
ス
産
業
界
に
お
け
る
指
導
的
地
位
に
か
ん
が
み
て
、
そ
れ
が
當
時
の
産
業
界
の
輿
論
を

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
稜
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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代
表
し
て
い
る
も
の
と
み
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
タ
ツ
カ
ー
報
告
に
お
け
る
課
視
公
正
原
則
に
立
脚
す
る
名
目
資
本

維
持
の
所
得
概
念
と
は
ま
さ
し
く
封
瞭
的
で
あ
る
。
も
つ
と
端
的
に
い
え
ば
、
タ
ツ
カ
ー
報
告
な
ら
び
に
イ
ギ
リ
ス
所
得
税
法
で
は
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
コ
プ
ラ
イ
エ
タ
ド
シ
ソ
ブ
リ
コ
ン
セ
プ
ト

所
得
を
個
人
所
得
と
同
じ
範
疇
に
お
い
て
考
え
、
い
わ
ぱ
、
所
得
の
所
有
主
概
念
を
堅
持
し
て
い
る
の
に
封
し
、
右
の
三
者
に
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
　
エ
ソ
ヲ
イ
テ
イ
し
コ
ソ
セ
プ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

つ
て
代
表
さ
れ
る
と
假
定
し
た
産
業
経
螢
者
の
側
に
あ
つ
て
は
、
所
得
の
企
業
盟
概
念
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
第
7
項
　
第
六
同
國
際
會
計
會
議
に
お
け
る
「
物
慣
水
準
獲
動
と
會
計
」
問
題
の
討
議
を
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
と
す
る
英
國
内
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
論
議
の
高
潮
（
一
九
五
二
～
五
三
年
）

　
第
一
次
タ
ツ
カ
i
報
告
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
一
年
鯨
、
一
九
五
二
年
六
月
十
六
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
り
、
第
六
同
國
際
會
計
會
議
が

・
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
會
議
に
お
い
て
研
究
討
議
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
議
題
の
中
で
最
も
重
要
な
議
題
は
、
第
一
部
會
の
「
物

慣
水
準
の
攣
動
と
會
計
」
（
固
ま
言
暮
首
凶
b
ユ
8
■
薯
o
『
ぼ
因
Φ
一
暮
ご
β
8
》
8
窪
旨
の
）
で
あ
り
、
こ
の
議
題
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
．

オ
ラ
ン
ダ
。
ア
メ
リ
カ
●
ド
イ
ツ
●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
の
各
代
表
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
會
議
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
國
内
に
お
い
て
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
に
關
す
る
論
議
は
ま
さ
に
最
高
潮
に
達

し
た
観
が
あ
つ
た
。
本
項
で
は
そ
の
焦
鮎
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1

第
六
同
國
際
會
計
會
議
に
お
け
る
バ
ロ
ウ
ク
リ
フ
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
會
計
事
情
に
關
す
る
報
告

一
九
五
二
年
六
月
十
七
日
、
第
六
同
國
際
會
計
會
議
第
一
部
會
で
は
「
物
債
水
準
の
攣
動
と
會
計
」
（
固
ま
盲
善
凝
勺
目
一
〇
Φ
　
ゼ
Φ
く
①
〆



H
昌
因
①
一
㊤
二
〇
旨
　
酔
O

国
㊤
畦
o
（
o
賦
訣
（
コ

た
。
そ
の
内
容
は
、

＞
。
。
。
虞
暮
．
）
を
議
題
と
し
て
各
國
代
表
に
よ
る
共
同
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
ρ
b
角
2

ψ
》
＞
■
）
は
、
第
二
次
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
事
情
に
關
し
報
告
を
お
こ
な
つ

各
國
代
表
の
報
告
中
最
も
廣
汎
に
し
て
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。
次
に
そ
の
目
次
を
か
か
げ
て
お
く
。

1
　
會
計
上
の
計
算
基
準
と
し
て
の
貨
幣
軍
位

H
　
物
債
水
準
・
産
業
利
潤
・
賃
銀

　
⑥
一
八
八
○
年
～
一
九
五
一
年
の
卸
責
物
贋
指
数

　
⑨
一
九
〇
八
年
～
一
九
五
一
年
の
利
潤
指
数

　
◎
一
八
八
O
年
～
一
九
五
一
年
の
賃
銀
指
数

　
⑥
利
潤
と
賃
銀
と
の
關
係
及
び
國
民
所
得
の
形
成

　
㈲
取
換
原
償
指
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

皿
　
當
面
の
物
債
水
準
の
憂
動
は
現
在
の
會
計
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
妨
げ
る
影
響
を
も
つ
永
績
的
の
も
の
か
。

四
　
物
債
水
準
“
愛
動
の
影
響

　
③
利
釜
計
算
に
封
す
る
影
響

　
⑥
固
定
資
産
に
封
す
る
影
響

　
⑥
流
動
資
産
に
封
す
る
影
響

　
＠
貨
幣
資
産
及
ぴ
負
債
に
封
す
る
影
響

▽
　
物
債
水
準
攣
動
の
影
響
を
う
け
る
事
業
の
種
類

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
稜
展

九
七



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報

W
　
企
業
利
釜
と
は
何
か

　
⑥
會
計
専
門
家
の
見
解

　
㈲
経
濟
尊
門
家
の
見
解

　
◎
法
律
家
の
見
解

⑥
實
業
家
の
見
解

商
學
研
究
　
π

四
　
物
便
水
準
攣
動
に
封
す
る
イ
ギ
リ
ス
會
計
業
界
の
見
解

皿
　
長
期
慣
値
の
動
向
に
及
ぼ
す
物
債
水
準
攣
動
の
影
響

K
　
國
家
事
業
に
關
す
る
特
殊
考
察

X
　
地
方
官
業
に
關
す
る
特
殊
考
察

皿
　
公
開
質
問

　
㈲
會
計
上
貨
幣
軍
位
に
替
え
う
る
浦
足
な
基
準
が
あ
る
か
。

　
⑥
會
計
報
告
書
に
お
け
る
固
定
資
産
の
扱
い
方
如
何
。

　
　
①
原
初
原
債
か
年
次
再
評
債
か
。

　
　
②
減
債
償
却
の
基
準
は
。

　
　
　
ω
原
初
原
債
か
。

　
　
　
㈹
現
在
原
憤
か
。

　
　
③
技
術
進
歩
に
も
と
づ
く
よ
り
低
い
實
質
原
債
で
取
換
が
な
さ
れ
る
揚
合
如
何
。

　
⑥
有
贋
誼
券
は
現
在
慣
値
基
準
で
計
算
す
べ
き
か
。

九
八



　
　
の
現
存
の
企
業
利
釜
測
定
方
法
は
攣
更
す
べ
き
鹸
地
あ
り
や
。

　
　
（

　
　
⑥
資
産
偵
値
の
攣
化
の
測
定
に
關
し
て
會
計
專
門
家
の
利
用
し
う
る
貴
践
的
手
段
如
何
。

　
　
の
適
切
な
る
會
計
上
の
比
較
基
準
如
何
。

　
M
　
結
論

　
こ
の
報
告
は
、
第
二
次
世
界
大
職
後
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
に
關
す
る
各
方
面
の
實
際
的
資
料
を
提
供
し
て
い

る
貼
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
研
究
上
貴
重
で
あ
る
。

　
バ
ロ
ウ
ク
リ
ツ
フ
は
こ
の
報
告
書
の
結
論
の
項
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
に
お
け
る
利
釜
計
算
と
財
務
報
告
書
の
取
扱
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
自
己
の
意
見
を
の
ぺ
て
、
報
告
を
結
ん
で
い
る
。

　
　
「
私
の
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ソ
ト
し
リ
プ
レ
ド
ス
メ
ソ
ト
レ
コ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
じ
コ
ス
ト

　
ー
利
盆
計
算
上
、
固
定
資
産
の
減
債
償
却
は
現
在
取
換
原
便
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ

　
　
の
原
則
を
實
践
上
適
用
す
る
こ
と
は
克
服
し
が
た
い
ほ
ど
困
難
な
も
の
で
は
な
い
。

　
2
　
利
釜
計
算
上
棚
卸
資
産
に
も
同
じ
原
則
を
適
用
す
ぺ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
る
利
釜
報
告
書
に
は
一
般

　
　
　
イ
ン
ペ
ソ
ト
リ
　
　
ブ
コ
フ
イ
ン
ト

　
　
に
棚
　
卸
　
利
釜
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
認
め
る
。
現
在
物
債
水
準
は
低
落
を
つ
穿
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
棚
卸
資
産

　
　
の
取
り
扱
い
方
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
ら
、
こ
の
こ
と
は
た
し
か
に
香
ば
し
く
な
い
は
ね
か
え
り
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

　
　
る
。
物
憤
が
或
る
要
貼
に
達
し
た
と
き
に
こ
の
原
則
を
適
用
す
る
の
が
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
チ
ユ
ワ
こ
ド
ン
ノ
プ

　
3
　
貸
借
封
照
表
は
醸
出
貨
幣
資
本
、
資
本
利
釜
及
び
蓄
積
の
管
理
義
務
の
途
行
に
關
す
る
報
告
書
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
じ
コ
ス
ト

　
　
が
つ
て
、
貸
借
劃
照
表
で
は
原
初
原
債
を
墨
守
す
る
從
來
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
つ
づ
け
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
」

　
右
の
報
告
者
C
・
P
・
バ
・
ウ
ク
リ
ッ
ク
は
第
六
同
國
際
會
計
會
議
の
副
総
裁
を
つ
と
め
た
人
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
結
論
に
し

め
さ
れ
た
彼
の
意
見
は
イ
ギ
リ
ス
會
計
界
に
封
し
て
も
相
當
の
重
味
を
示
す
筋
合
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
、
そ
の
結
論
の
う
ち
に
示
さ
れ
た
彼
の
意
見
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
企
業
所
得
の
測
定
上
費
用
評
慣

　
　
　
　
　
　
　
力
中
ン
ト
・
リ
プ
レ
ー
ス
メ
ソ
ト
。
コ
ス
ト

の
基
準
に
關
し
て
現
在
取
換
原
債
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
こ
れ
よ
り
一
年
前
一
九
五
一
年
四
月
に
公
表
さ

れ
た
第
一
次
タ
ツ
カ
ー
報
告
に
お
い
て
、
企
業
所
得
の
測
定
は
歴
史
的
原
贋
に
よ
る
の
が
正
當
で
あ
る
と
し
て
い
る
立
揚
と
は
ま
さ
に
封

瞭
的
で
あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
遡
つ
て
一
九
四
九
年
イ
ギ
リ
ス
會
計
實
務
の
上
に
指
導
的
地
位
を
し
め
て
い
る
↓
ぎ
巨
隆
昌
8

9
0
冨
誹
理
＆
》
。
8
蔭
暮
琶
＄
ぎ
曽
色
§
α
き
α
≦
巴
霧
が
公
表
し
た
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
二
號
，
物
債
水
準
の
上

昇
と
會
計
隻
」
に
お
い
て
、
企
業
所
得
測
定
基
準
と
し
て
歴
史
的
原
便
を
強
調
す
る
立
揚
と
も
、
同
様
に
封
蹄
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
バ
・

ウ
ク
リ
ツ
フ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
職
業
會
計
士
團
髄
で
あ
る
↓
富
ω
0
9
。
受
9
ぎ
8
弓
9
帥
け
a
｝
8
窪
暮
き
誌
塁
山

》
信
象
8
お
の
有
力
會
員
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
報
告
書
の
序
に
お
い
て
、
報
告
の
内
容
は
、
彼
の
所
屋
す
る
右
の
↓
冨
o
o
o
9
¢
な
の
意

見
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
個
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
を
特
に
断
つ
て
は
い
る
。
（
↓
冨
ω
0
9
。
蔓
o
＝
9
巽
唇
『
暮
＆
》
。
8
琶
鼠
旨
の

四
け
α
》
ロ
蝕
8
房
の
「
物
債
水
準
攣
動
と
會
計
問
題
」
の
取
扱
方
に
つ
い
て
の
公
式
聲
明
は
、
一
九
五
四
年
一
月
六
日
同
協
會
の
総
會
で
會
員
に
謝
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
へ
》
0
8
ロ
馨
ぎ
の
H
ヨ
覧
δ
暮
一
〇
岳
9
0
げ
蟄
β
讐
β
の
冒
o
昌
2
＜
巴
ま
ω
、
と
題
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
出
て
い
る
Q
こ
れ
に
つ
い

て
は
別
稿
で
取
扱
う
。
）
し
か
し
、
如
上
の
彼
の
公
的
地
位
か
ら
い
つ
て
、
國
際
會
計
會
議
と
い
う
公
け
の
席
上
右
の
よ
う
な
企
業
所
得
計
算

に
お
け
る
時
債
費
用
基
準
の
立
揚
を
強
調
し
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
経
濟
肚
會
の
一
部
輿
論
を
つ
よ
く
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
鮎
に



お
い
て
、
注
目
に
値
い
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
バ
・
ウ
ク
リ
ッ
フ
の
結
論
中
の
意
見
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
鮎
は
、
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
は
自
己
資
本
に
關
し
て
株
圭

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
チ
ユ
ワ
ヨ
ド
ゾ
ツ
ブ

に
封
す
る
経
響
者
の
管
理
義
務
途
行
の
報
告
書
と
し
て
扱
う
と
い
う
立
揚
を
示
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
こ
の
鮎
は
、
一
九
四
八
年
會
肚
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
し
ト
し
オ
ブ
　
ア
フ
エ
ア
ド
ズ

の
計
算
規
定
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
會
杜
の
毎
會
計
年
度
の
貸
借
封
照
表
は
そ
の
年
度
末
の
會
肚
の
財
　
政
　
状
　
態
に
關
す
る
眞
實
に

し
て
且
つ
公
正
な
る
表
示
を
な
す
べ
し
。
…
…
」
（
第
一
四
九
條
第
一
項
）
と
い
う
規
定
の
意
義
の
具
盟
的
解
繹
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
職
業
會

計
士
の
間
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
と
私
は
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
特
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
下
の
纏
績
企
業
の
貸
借
封
照

表
を
、
か
か
る
見
解
で
み
る
揚
合
そ
れ
が
會
計
の
は
た
す
職
能
の
領
域
と
し
て
ど
う
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
と
い
う
鮎
で
あ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
會
計
の
に
な
う
測
定
職
能
と
報
告
職
能
と
の
有
機
的
結
合
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
つ
て
混
飢
し
て
い
る

の
を
淳
化
し
よ
う
と
し
た
不
完
全
な
る
試
み
で
あ
る
。
企
業
の
資
本
維
持
に
關
し
て
、
實
艦
資
本
維
持
（
物
財
資
本
維
持
）
の
立
揚
を
と

ろ
う
と
實
質
資
本
維
持
（
貨
幣
購
買
力
資
本
維
持
）
の
立
揚
を
と
ろ
う
と
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
資
本
維
持
に
關
す
る
所

得
測
定
の
職
能
と
出
資
者
を
中
心
と
す
る
利
害
關
係
者
に
封
す
る
受
託
義
務
途
行
に
關
す
る
報
告
の
職
能
と
運
鶯
財
産
に
封
す
る
管
理
の

職
能
と
の
有
機
的
結
合
關
係
を
盟
系
化
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
旦
ン
會
計
合
理
化
の
根
本
課
題
で
あ
る
と
私
は
解
し
て
い
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
貨
幣
會
計
上
の
測
定
職
能
と
報
告
職
能
と
管
理
職
能
と
の
結
合
機
構
に
生
じ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
非
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

系
化
を
再
盟
系
化
す
る
こ
と
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
問
題
の
焦
鮎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
片
野
一
郎
稿
「
安
定
債
値
會
計
へ
の
反
省
」
一
橋
論
叢
三
四
巻
5
號
、
昭
和
3
0
年
n
月
號
参
照

　
バ
・
ウ
ク
リ
ツ
フ
の
報
告
に
お
け
る
結
論
は
、
意
識
的
か
無
意
識
酌
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
か
か
る
合
理
化
へ
向
つ
て
の
一
歩
の
接
近
で

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

商
學
研
究
　
π

鱒
O
二

1ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
．
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
「
會
計
原
則
に
關
す
る
渤
告
書
第
十
五
號
，
貨
幣
購
買
力
の
璽
動
に
關
す

　
　
る
會
計
喝
」
の
公
表

①
　
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
の
性
格

　
第
六
回
國
際
會
計
會
議
が
一
九
五
二
年
六
月
・
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
當
時
、
↓
ぽ
冒
ω
鼻
5
①
9
0
げ
貧
け
雪
＆
》
8
窪
旨
召
諾
ぎ

国
お
鼠
区
弩
山
≦
亀
霧
は
、
こ
の
會
議
の
開
催
に
先
だ
つ
五
月
三
十
日
の
日
附
で
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
，
貨
幣
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駐
）

買
力
の
攣
動
に
關
す
る
會
計
監
」
を
公
表
し
た
。

　
（
註
）
　
本
勧
告
書
第
十
五
號
全
文
の
拙
謬
日
本
語
文
を
襲
表
す
る
こ
と
を
↓
げ
⑦
H
塁
菖
9
3
禽
○
げ
騨
ユ
碧
＆
委
0
8
偉
馨
§
一
緩
言
国
昌
硫
『
b
α
¢
昌
ら

　
　
≦
巴
3
よ
り
許
可
せ
ら
れ
た
こ
と
に
翼
し
同
一
霧
馨
葺
①
に
あ
つ
く
謝
意
を
表
す
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
勘
告
書
第
十
五
號
が
い
か
な
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
か
を
、
同
勧
告
書
の
冒
頭
の
前
書
の
中
か
ら
引
い
た
次
の
陳
述
に
よ

つ
て
、
見
よ
う
Q

　
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
．
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
會
議
は
そ
の
「
會
計
原
則
に
封
す
る
勘
告
書
第
十
二
號
，
物
債
水
準
の
上
昇
と
會

計
曳
」
を
数
術
す
る
意
味
で
、
そ
の
會
員
に
封
し
次
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
鍍
表
す
る
。
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
勧
告
書
第
十
二

號
に
關
連
し
て
、
歴
史
的
原
債
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
一
般
に
認
め
ら
れ
た
基
準
に
帥
し
て
作
成
さ
れ
る
會
計
報
告
書
の
意
義
の
限
界

　
に
つ
い
て
簡
短
に
記
述
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
限
界
を
打
破
し
て
新
原
則
を
樹
立
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
提
案
を
検



　
討
し
、
併
せ
て
、
會
計
上
歴
史
的
原
慣
基
準
に
替
え
て
用
い
ら
る
べ
き
一
般
に
認
め
得
る
方
策
が
有
数
で
な
い
か
ぎ
り
、
ま
た
、
有
数

　
に
な
る
ま
で
、
年
次
報
告
書
の
作
成
上
採
る
べ
き
手
績
に
關
し
て
勧
告
を
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
厘
債
に
よ
る
利
潤
計
算
な
ら
び
に
そ
の
會
計
報
告
書
と
い
う
傳
統
的
な
や
り
方
は
現
時
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
昂
進
の
環
境
の
も
と
に
あ
つ
て
、
そ
の
實
践
的
意
義
に
制
約
を
う
け
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
最
も
有
敵
な
會
計
方
法
と
し
て

そ
の
機
能
を
麻
痺
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
聲
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
勧
告
書
本
文
の
内
容
は
次
の
五
つ
の
鮎
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
の
意
義
と
機
能
に
つ
い
て
の

當
協
會
會
議
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
、
會
計
上
の
計
算
軍
位
と
し
て
の
貨
幣
の
債
値
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
歴
史
的
原
償
に
よ

る
會
計
方
法
の
機
能
を
い
か
に
制
約
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
に
、
貨
幣
償
値
の
不
安
定
が
歴
史
的
原
便
に
よ
る
會
計
に
あ
た
・
え
る

こ
の
制
約
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
提
案
さ
れ
た
新
し
い
會
計
方
法
の
種
類
を
あ
げ
て
こ
れ
を
解
説
し
、
か
つ
、
從
來
の
歴
史

的
原
償
に
よ
る
會
計
に
替
え
て
こ
れ
ら
の
新
會
計
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
當
協
會
會
議
が
同
意
し
得
な
い
事
由
を
述
べ
て
い
る
。
第
三

に
、
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
た
新
會
計
方
法
に
よ
る
新
し
い
利
盆
概
念
を
企
業
會
計
實
践
に
導
入
す
る
揚
合
に
は
、
こ
れ
に
關
連
し
て
軍
な

る
會
計
問
題
を
超
え
た
廣
汎
な
肚
會
的
経
濟
的
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
に
お
か
ぬ
こ
と
を
、
法
律
上
、
債
格
政
策
上
、
課
視
政
策
上
な
ど
の

立
揚
か
ら
列
畢
し
、
第
四
に
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
印
し
た
結
論
曲
勧
告
と
し
て
、
さ
き
に
一
九
四
九
年
一
月
に
公
表
し
た
「
會
計
原
則
に

關
す
る
勧
告
書
第
十
二
號
，
貨
幣
憤
値
攣
動
と
會
計
監
」
に
お
け
る
勧
告
と
ま
つ
た
く
同
じ
く
、
年
次
會
計
報
告
書
の
作
成
な
ら
ぴ
に
こ

の
報
告
書
に
示
す
利
盆
の
測
定
の
基
準
は
依
然
歴
史
的
原
債
を
以
て
す
べ
き
こ
と
、
資
本
實
騰
の
取
換
に
必
要
な
る
資
金
不
足
額
は
損
盆

計
算
上
の
費
用
と
し
て
で
は
な
く
、
利
釜
庭
分
に
よ
る
留
保
と
し
て
表
示
す
べ
き
こ
と
を
の
ぺ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
正

②
　
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
の
本
文

　
次
に
本
勧
告
第
十
五
號
の
本
文
の
全
部
を
謂
出
し
て
掲
げ
て
お
く
。

一
〇
四

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
勅
許
會
計
士
協
會
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
，
貨
幣
購
買
力
の
攣
動
に
關
す
る

會
計
《
」
（
↓
ぽ
H
霧
§
客
Φ
9
0
げ
貧
ひ
零
a
》
8
0
毒
3
暮
の
ぎ
国
コ
屯
き
q
彗
q
≦
巴
o
聾
幻
Φ
8
琶
a
窪
鼠
諏
自
曾
》
0
8
亨

馨
一
鑛
甲
一
9
琶
3
図
く
こ
ぎ
8
毒
爵
の
ぎ
寄
誓
す
二
〇
〇
募
ロ
鴨
ω
ぎ
島
①
響
8
冨
ω
一
轟
ぎ
’
く
霞
。
h
冒
8
⑦
巳

歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計

　
鰯
　
企
業
の
年
次
會
計
報
告
書
の
第
一
目
的
は
、
資
本
主
に
封
し
そ
の
資
金
を
如
何
に
利
用
し
、
か
つ
そ
の
使
用
か
ら
如
何
に
利
潤
が
襲
生
し
た
か

を
示
す
イ
ン
フ
オ
メ
イ
シ
・
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
貸
借
封
照
表
は
歴
史
的
記
録
で
あ
つ
て
決
し
て
現
在
の

財
産
有
高
の
表
示
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
長
い
間
會
計
實
務
上
に
承
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
簡
軍
に
い
え
ば
、
貸
借
封
照
表
の
機
能
は
そ
の
作
成
日
に
お
け
る
企
業
の
資
本
・
準
備
金
及
ぴ
負
債
を
貨
幣
額
を
も
つ
て
表
示
す
る
と
＼
も
に
、
こ

れ
ら
を
表
わ
す
全
貨
幣
が
数
種
の
資
産
形
能
に
配
分
さ
れ
て
い
る
賦
態
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
損
盆
計
算
書
も
ま
た
歴
史
的
謁
録
で
あ

る
。
そ
れ
は
一
方
に
當
該
期
間
の
牧
釜
を
計
上
し
、
他
方
に
資
本
支
出
の
償
却
費
を
ふ
く
む
そ
の
期
の
費
用
を
計
上
し
、
そ
の
差
額
を
利
盆
ま
た
は
損

失
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
牧
釜
と
費
用
は
帳
簿
に
記
録
せ
ら
れ
た
そ
の
貨
幣
額
を
も
つ
て
計
算
書
に
計
上
さ
れ
る
。
こ
の
會
計
の
基
準
が
し
ぱ
し

　
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
じ
コ
ス
ト
ロ
ベ
イ
ノ
ス

ば
歴
史
的
原
贋
基
準
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
「
貨
幣
的
利
釜
」
（
竃
9
①
鼠
曙
牢
9
3
）
と
い
う
言
葉
は
右
の
よ

う
に
計
算
さ
れ
た
利
釜
を
示
す
の
に
用
い
て
あ
る
。

1



、

　
蜥
　
年
次
會
計
報
告
書
の
調
製
上
歴
史
的
原
領
基
準
の
も
つ
重
要
な
特
徴
は
、
報
告
書
が
そ
の
作
成
に
っ
き
責
任
の
あ
る
人
々
の
個
人
的
意
見
に
よ

り
影
響
さ
れ
る
範
園
を
最
少
限
度
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
固
定
資
産
の
慰
風
に
つ
い
て
い
え
ぱ
・
減
債
償
却
準
備
金
を
こ
の
賦
楓

に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
場
合
に
、
そ
こ
に
見
積
り
が
は
い
り
込
む
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
資
産
の
見
込
耐
用
命
数
と
そ
の
見
込
痩
残
償
額
の
二
鮎

に
關
し
て
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
基
準
の
上
に
計
算
さ
れ
る
減
贋
償
却
引
當
金
は
資
産
の
全
耐
用
命
敷
に
わ
た
り
、
牧
釜
に
費
用
を
割
當
る
こ
と
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ソ
ト
ロ
ヴ
ア
リ
ユ
ロ
　
　
　
　
　
　
リ
プ
レ
ロ
ス
メ
ソ
ト
じ
コ
ス
ト

て
、
こ
の
資
産
の
獲
得
上
生
じ
た
資
本
支
出
を
償
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
も
と
で
は
、
現
在
贋
値
の
見
積
や
取
換
原
債
の

見
積
は
お
．
一
つ
て
こ
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
棚
卸
資
産
に
關
し
て
も
計
算
の
基
準
が
理
論
上
健
全
で
あ
り
、
か
つ
、
纏
績
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
揚
合
に

は
、
見
積
や
意
見
が
適
當
に
作
用
す
る
限
界
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
2
8
　
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
原
債
に
よ
つ
て
作
成
す
る
報
告
書
の
意
義
は
い
く
つ
か
の
制
約
を
う
け
て
い
る
。
な
か
ん
づ
く
、
報
告
書
の
作
成
に

用
い
る
貨
幣
軍
位
が
安
定
し
た
計
算
軍
位
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
小
さ
か
ら
ぬ
制
約
で
あ
る
物
贋
上
昇
期
に
は
現
金
・
銀
行
預
金
及
び
確
定
利

子
や
配
當
を
受
け
る
貸
付
債
構
や
投
資
の
よ
う
な
資
産
に
つ
い
て
そ
の
購
買
力
の
低
減
が
お
こ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
低
減
は
企
業
利
釜
の
減
少
と
し
て
取
扱
わ
な
い
。
一
方
ま
た
、
物
債
上
昇
前
に
生
じ
た
借
入
金
其
他
の
債
務
を
購
費
力
の
低
減
し
た

通
貨
で
支
彿
わ
れ
る
揚
合
に
お
こ
る
負
瘡
の
減
少
に
由
來
し
て
企
業
利
釜
が
ふ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
示
さ
な
い
。
ま
た
、
商
品
棚
卸
高
は
そ
の
貨

幣
的
原
債
を
費
用
と
し
て
牧
釜
に
賦
課
さ
れ
る
が
、
物
償
上
昇
期
に
は
こ
の
貨
幣
的
原
償
は
同
じ
数
量
の
棚
卸
資
産
の
取
換
原
債
を
ま
か
な
う
の
に
た

り
な
く
な
る
。
同
様
に
し
て
、
固
定
資
産
の
貨
幣
的
原
債
に
も
と
づ
く
減
債
償
却
費
も
こ
れ
ら
の
資
産
を
取
換
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
揚
合
、
ま
た

は
必
要
が
あ
る
と
き
に
、
一
そ
う
高
い
便
格
で
の
取
換
原
償
を
ま
か
な
う
に
要
す
る
金
額
を
準
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
2
8
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
貨
幣
的
利
釜
は
購
買
力
の
意
味
で
の
正
味
財
産
増
減
を
か
な
ら
ず
し
も
反
映
し
な
い
。
物
債
が
大
き
く
攣
動
し
た
揚
合
に
は
貨

幣
的
利
釜
の
意
義
に
封
す
る
こ
の
様
な
制
約
は
き
わ
め
て
重
要
と
な
る
。
も
し
、
歴
史
的
原
便
に
基
礎
を
お
く
現
在
の
會
計
原
則
と
比
肩
し
う
る
程
度

ま
で
個
人
的
一
意
見
か
ら
濁
立
し
た
や
り
方
で
一
さ
い
の
企
業
に
實
際
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
會
計
原
則
を
探
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
歴

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
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襲
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一
橋
大
學
研
究
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史
的
原
債
に
よ
る
會
計
報
告
書
の
も
つ
制
約
が
除
か
れ
、

き
な
稜
展
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
し
く
は
減
少
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

そ
れ
こ
そ
、
會
計
原
則
の
統
一
的
論
理
的
構
造
の
建
設
に
大

新
し
く
提
言
さ
れ
た
會
計
原
則

　
9
0
　
歴
史
的
原
債
基
準
の
制
約
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
會
計
原
則
の
樹
立
に
む
け
て
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
た
主
な
提
言
は
、
次
の
四
つ
の
範

　
2
疇
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ブ
レ
ド
ス
メ
ソ
ト
　
コ
ス
ト
じ
メ
ソ
グ
ド

　
ω
固
定
資
産
虚
理
に
關
す
る
取
換
原
債
法

　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
テ
イ
ノ
グ
ロ
ア
ツ
プ

　
②
固
定
資
産
の
帳
簿
憤
額
引
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ソ
ト
ロ
パ
リ
ユ
ド
ロ
メ
ソ
ツ
ド

　
③
棚
卸
資
産
の
慮
理
及
び
固
定
資
産
の
減
債
償
却
に
關
す
る
現
在
便
値
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
デ
ツ
ク
ス
し
メ
ソ
ツ
ド

　
㈲
貨
幣
購
買
力
の
墜
動
を
反
映
す
る
た
め
に
會
計
記
録
を
修
正
す
る
指
数
法

O
固
定
資
産
虞
理
に
關
す
る
取
換
原
便
法

　
9
1
　
こ
の
方
法
は
損
釜
勘
定
に
引
當
費
用
を
課
し
て
取
換
原
債
を
ま
か
な
う
の
に
必
要
な
金
額
を
設
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
分
方
法
で

　
2は
、
固
定
資
産
の
耐
用
命
数
に
わ
た
つ
て
そ
の
原
債
を
割
當
て
る
減
偵
償
却
費
の
代
り
に
、
取
換
引
當
金
を
縄
費
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方

法
は
む
か
し
は
今
日
以
上
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
、
な
か
ん
づ
く
、
公
釜
企
業
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
用
い
ら
れ
た
。

　
兜
　
取
換
原
債
法
を
と
る
揚
合
、
そ
の
計
算
に
は
相
當
の
不
正
確
性
が
と
も
な
う
。
ご
く
短
期
間
に
資
産
を
取
換
え
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
取
換
原

債
は
正
確
に
は
見
積
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
方
法
は
年
度
利
釜
の
算
定
上
計
上
す
る
費
用
の
決
定
に
つ
き
個
人
的
意
見
が
作
用
す
る
鯨
地
を
ひ
ろ
く

残
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
方
に
は
、
生
産
方
法
の
進
歩
と
新
し
い
稜
明
が
往
汝
に
し
て
現
存
の
施
設
を
陳
腐
化
し
、
そ
れ
が
實
際
に

取
換
え
ら
れ
る
場
合
、
新
設
備
は
古
い
も
の
と
ま
る
で
性
格
が
異
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

’



　
蹴
　
物
債
の
上
昇
が
つ
づ
く
揚
合
に
は
、
資
産
の
見
積
取
換
原
領
は
年
々
塀
大
す
る
か
ら
、
こ
の
方
法
の
不
正
確
性
は
つ
よ
く
表
面
に
あ
ら
わ
れ
る
。

も
し
、
年
度
費
用
額
を
そ
の
時
の
見
積
り
取
換
コ
ス
ト
の
一
年
分
を
基
に
し
て
計
算
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
て
設
け
た
金
額
の
合
計
は
實
際
の
取
換

コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
に
は
た
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
、
毎
年
過
去
の
引
當
金
の
不
足
を
埋
め
あ
わ
す
よ
う
な
累
加
的
基
準

で
費
用
を
計
算
す
る
と
す
れ
ぱ
そ
の
結
果
は
特
定
年
度
に
不
當
な
負
指
を
課
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、
も
し
こ
の
不
足
を
充
分
に
埋
め
あ
わ
さ
な

か
つ
た
と
し
た
ら
、
固
定
資
産
の
取
換
の
引
當
を
な
し
た
後
の
金
額
は
利
釜
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
揚
合
に
は
、
こ
の
方
法
を
と
る
結
果
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ネ
　
じ
プ
ロ
フ
イ
ツ
ト

て
、
年
度
利
釜
と
し
て
示
す
金
額
は
貨
幣
利
釜
で
も
な
け
れ
ば
、
固
定
資
産
の
取
換
準
備
を
充
分
に
や
つ
た
後
の
利
釜
で
も
な
い
金
額
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
物
債
の
上
昇
が
永
績
的
で
あ
れ
ぱ
あ
る
ほ
ど
、
物
偵
の
上
昇
に
從
つ
て
過
去
の
準
備
金
の
不
足
が
増
大
す
る
か
ら
、
こ
の
方
法
で
計
算

す
る
利
釜
は
ま
す
ま
す
そ
の
意
義
を
減
ず
る
。

　
イ
　
2
9
　
こ
の
方
法
に
は
、
前
に
述
ぺ
た
よ
う
な
計
算
上
な
ら
ぴ
に
取
扱
上
困
難
が
あ
る
ほ
か
に
、
實
際
に
取
換
を
診
こ
な
う
と
き
に
な
つ
て
明
ら
か
に

な
つ
て
く
る
別
の
問
題
が
あ
る
。
取
換
を
な
し
た
揚
合
に
は
、
㈲
貸
借
封
照
表
に
は
新
資
産
の
コ
ス
ト
を
導
入
し
、
か
く
し
て
、
貸
借
封
照
表
上
は
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
キ
ユ
ド
ム
レ
ド
テ
ツ
ド
　
リ
プ
レ
ヒ
ス
メ
ノ
ト
じ
ブ
ロ
ピ
ジ
ロ
ノ
ズ

在
使
用
中
の
固
定
資
産
の
コ
ス
ト
を
維
持
す
る
か
、
ま
た
は
⑥
新
資
産
の
原
債
を
累
　
加
　
取
　
換
　
引
　
當
　
金
に
課
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
の
行
き

方
が
出
て
く
る
。
も
し
第
一
の
行
き
方
を
と
れ
ば
、
取
換
え
ら
れ
る
資
産
（
薔
資
産
誹
片
野
）
の
コ
ス
ト
は
累
加
取
換
引
當
金
に
課
せ
ら
れ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ピ
ジ
ユ
ノ

し
、
物
領
が
上
昇
を
つ
穿
け
て
い
る
揚
合
に
は
、
こ
の
引
當
金
は
そ
れ
に
封
し
て
課
せ
ら
れ
た
金
額
（
薔
資
産
の
コ
ス
ト
ロ
片
野
）
を
超
過
す
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ダ
ー
ブ

ろ
う
。
こ
の
超
過
額
は
準
備
金
と
し
て
扱
わ
れ
、
貸
借
封
照
表
上
株
主
の
持
分
の
一
部
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
年
度
利
釜
は
累
加

ブ
ロ
ヴ
イ
ノ
ロ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ザ
ヒ
ブ

引
當
金
を
控
除
し
た
後
に
確
定
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
、
こ
の
擦
除
は
後
に
い
た
り
準
備
金
と
し
て
認
め
ら
れ
て
株
主
へ
の
配
當
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
矛
盾
を
ふ
く
む
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
の
行
き
方
を
と
る
と
（
す
な
わ
ち
新
資
産
の
原
便
を
累
加
取
換
引
當
金
に
課
す
る
こ
と
）
、
こ
の
よ
う
な
準
備
金
は
貸
借
封
照
表
に
は
現
わ
れ
な

い
。
け
だ
し
、
貸
借
封
照
表
に
は
取
換
え
ら
れ
た
奮
資
産
の
コ
ス
ト
を
績
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
取
換
を
お
こ
な
う
度
ご
と
に
い
つ
も
こ
の

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
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手
績
を
と
つ
て
い
る
と
す
る
と
、
貸
借
封
照
表
に
示
さ
れ
る
金
額
は
た
び
た
ぴ
取
換
ら
れ
た
資
産
の
原
初
原
偵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
郷
　
物
債
下
落
の
時
期
に
は
取
換
原
債
が
歴
史
的
原
債
以
下
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
も
う
一
つ
別
の
問
題
が
お
こ
る
。
も
し
、
年
度
経
費
を

見
積
取
換
原
債
の
一
年
分
に
も
と
づ
い
て
計
上
す
る
揚
合
に
は
、
引
當
金
額
の
総
額
は
現
存
す
る
資
産
の
原
債
を
償
却
す
る
に
要
す
る
金
額
以
下
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ザ
　
　
　
プ

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
足
分
を
負
捨
さ
せ
る
ぺ
き
準
備
金
が
あ
る
と
は
保
障
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
費
用
は
損
釜
勘
定
に
賦
課
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
結
果
は
、
減
債
償
却
費
の
総
額
は
歴
史
的
原
債
法
を
と
つ
た
揚
合
の
償
却
費
総
額
に
こ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
取
換
原
債
法
は
、
實
際
に
駿
生
し
た
資
本
支
出
の
完
全
償
却
の
引
當
を
す
る
た
め
に
経
費
の
追
加
計
上
を
お
こ
な
う
の
で
な
い
か
ぎ
り
、

物
慣
下
落
時
に
は
適
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

0
固
定
資
産
の
帳
鐘
便
額
の
引
上

　
9
6
　
二
～
三
の
國
々
で
は
、
課
視
の
立
揚
か
ら
、
法
律
で
き
め
た
指
数
に
即
し
て
固
定
資
産
の
帳
簿
債
願
の
引
上
げ
を
お
こ
な
い
爾
後
の
減
債
償
却

　
2を
こ
の
引
上
債
額
に
も
と
づ
い
て
計
上
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

　
甥
　
固
定
資
産
の
帳
簿
債
額
引
上
は
債
額
引
上
の
日
を
以
て
企
業
を
一
旦
停
止
し
新
し
い
基
準
に
も
と
づ
い
て
再
出
螢
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
う
と

い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
で
、
實
際
は
子
會
肚
を
獲
得
し
た
會
肚
が
そ
の
負
措
し
た
コ
ス
ト
を
反
映
す
る
よ
う
に
資
産
の
債
額
引
上
を

お
こ
な
う
よ
）
な
揚
合
と
か
、
或
い
は
、
資
産
の
現
在
評
偵
に
も
と
づ
い
て
新
資
本
の
募
集
を
お
こ
な
う
様
な
特
種
な
揚
合
に
、
こ
の
債
額
引
上
が
適

切
で
あ
り
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
目
的
の
揚
合
を
別
と
す
れ
ぱ
、
資
産
の
債
額
引
上
は
、
通
貨
安
定
庭
置
の

一
部
と
し
て
政
府
が
お
こ
な
う
全
貸
借
封
照
表
の
再
修
正
の
揚
合
に
の
み
適
當
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
9
8
　
固
定
資
産
の
慣
額
引
上
を
お
こ
な
え
ば
、
爾
後
の
減
償
償
却
費
は
資
産
の
引
上
債
額
を
残
鯨
耐
用
命
数
に
わ
た
つ
て
割
當
て
る
金
額
と
な
ろ
う
。

　
2そ
れ
ゆ
え
に
、
債
額
引
上
以
後
の
年
度
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
の
歴
史
的
原
債
で
も
な
け
れ
ぱ
見
積
取
換
原
債
で
も
な
い
金
額
に
も
と
づ
い
て
減
債

償
却
費
を
計
上
し
た
後
に
、
利
釜
と
し
て
の
数
字
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
慣
額
引
上
げ
が
法
律
に
定
め
た
指
数
な
い
し
｝
般
に
認
め
ら
れ
た
指



数
に
よ
ら
な
い
揚
合
に
は
、
爾
後
の
減
憤
償
却
の
計
算
に
個
人
的
意
見
の
要
素
が
入
り
こ
む
大
き
な
鹸
地
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
も
ま
た
取
換
原
債
法

の
揚
合
に
お
こ
る
矛
盾
と
同
じ
も
の
が
ふ
く
ま
れ
る
。
引
上
債
額
が
當
該
資
産
の
歴
史
的
原
債
を
超
過
す
る
部
分
は
貸
借
封
照
表
上
資
本
準
備
金
と
し

て
取
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
後
に
い
た
り
、
爾
後
の
償
却
費
に
充
分
割
當
ら
れ
た
揚
合
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
損
盆
計
算
書
に
利
釜
と
し
て
現
わ
れ
な

く
て
も
、
こ
の
準
備
金
は
株
主
へ
の
分
配
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ソ
ト
　
ヴ
ア
リ
ユ
し
リ
メ
ソ
ツ
ド

O
減
便
償
却
と
棚
卸
資
産
の
虚
理
に
關
す
る
時
　
　
便
　
　
法

　
2
9
　
こ
の
方
法
は
資
産
の
消
費
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
費
用
を
浦
費
し
た
資
産
の
貨
幣
的
原
償
に
よ
ら
ず
に
、
時
　
　
債
で
計
上
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ビ
ノ
ヨ
ノ

　
の
　
3
0
　
固
定
資
産
の
償
却
費
は
歴
史
的
原
債
の
散
布
と
み
る
の
で
も
な
く
、
將
來
の
取
換
に
關
す
る
引
當
金
と
み
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
減
債
償
却

率
を
固
定
資
産
の
歴
史
的
原
贋
に
か
け
る
代
り
に
そ
の
見
積
り
時
偵
に
か
け
て
計
算
し
た
資
産
の
年
度
消
費
額
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果

は
、
ひ
ろ
く
い
つ
て
、
特
定
年
度
の
固
定
資
産
減
債
償
却
費
を
、
資
産
の
實
際
の
購
入
債
額
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
代
り
に
、
そ
の
年
の
時
債
で
買

つ
た
揚
合
に
出
る
概
算
額
に
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
利
釜
計
算
上
こ
の
主
義
を
と
る
こ
と
を
主
張
す
る
人
の
う
ち
に
は
、
固
定
資
産
の
時
便
を
見
積

る
方
法
は
、
會
肚
の
技
術
部
門
の
人
に
よ
る
評
便
の
揚
合
と
か
、
現
在
の
保
険
債
値
に
よ
る
評
便
の
揚
合
と
か
、
買
入
の
年
度
に
基
準
を
お
く
債
格
指

数
に
よ
る
評
偵
の
揚
合
と
か
の
よ
う
な
、
特
定
の
揚
合
に
最
も
よ
く
適
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
も
の
が
あ
る
。
か
」
る
提
言
は
、
こ
の
方
法
が
し
よ
せ

ん
は
個
人
的
剣
断
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ノ
ト
じ
バ
リ
ユ
　

　
　
　
3
0
　
物
債
上
昇
期
に
は
、
時
　
　
債
は
歴
史
的
原
債
よ
り
も
大
き
い
か
ら
、
時
偵
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る
減
債
償
却
費
は
歴
史
的
原
便
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ロ
リ
ザ
サ
ブ

い
て
計
算
す
る
減
償
償
却
費
を
超
過
す
る
。
時
債
法
は
こ
の
超
過
分
を
貸
借
封
照
表
に
資
本
準
備
金
と
し
て
示
す
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
、
利
釜

計
算
上
は
控
除
額
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
金
額
が
貸
借
封
照
表
で
は
出
資
者
の
持
分
の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
準
備
金
が

も
は
や
資
本
の
性
質
を
も
た
な
く
な
つ
た
と
み
な
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
出
資
者
へ
の
分
配
に
當
て
る
こ
と
さ
え
で
き
る
と
い
う
貼
で
矛
盾
を
ふ
く
む
も

の
で
あ
る
。
物
債
の
下
落
期
に
は
、
時
贋
は
歴
史
的
原
債
よ
り
も
小
さ
く
な
る
の
で
、
實
際
に
生
じ
た
資
本
支
出
を
充
分
に
償
却
す
る
た
め
、
追
加
費
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一
橋
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學
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夏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

用
を
計
上
し
引
當
金
を
設
け
て
い
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
時
償
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
0
2
　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
時
債
法
は
固
定
資
産
の
取
換
の
引
當
を
す
る
手
段
た
る
こ
と
を
意
圖
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
贋
額
の

　
ヨ
上
昇
が
つ
づ
き
、
固
定
資
産
を
取
換
え
る
た
め
に
充
分
な
金
額
を
積
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
揚
合
に
は
、
時
慣
に
も
と
づ
い
て
計
算
し
た
減
債
償
却
費
の

金
額
を
こ
え
て
追
加
額
を
も
う
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
追
加
金
額
は
損
釜
勘
定
を
通
し
て
準
備
金
へ
振
替
え
る
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
時
偵
法
で
貸
借
封
照
表
に
示
さ
れ
る
準
備
金
合
計
は
現
在
の
會
計
原
則
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
る
準
備
金
と
同
じ
も
の
と
な

る
。
だ
が
、
現
在
の
會
計
原
則
の
も
と
で
は
こ
の
準
備
金
の
設
定
が
損
釜
計
算
書
上
に
利
釜
そ
の
も
の
の
中
か
ら
お
．
一
な
わ
れ
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ

る
の
に
封
し
、
時
債
法
の
揚
合
は
、
準
備
金
に
繰
入
れ
る
金
額
の
一
部
が
、
利
盆
確
定
前
の
費
用
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
前
の
項
で
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。

　
0
3
　
さ
ら
に
、
時
慣
法
は
、
棚
卸
資
産
の
清
費
に
つ
い
て
も
、
歴
史
的
原
債
よ
り
も
時
債
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
時
偵
法
の
遵
奉
者
の
う

　
ヨ
ち
に
は
、
清
費
物
を
時
便
で
費
用
に
計
上
す
る
や
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
揚
合
の
特
殊
事
情
に
師
し
て
考
察
す
ぺ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
が
、
或
る
種

の
棚
卸
資
産
評
慣
方
法
、
す
な
わ
ち
、
後
入
先
出
法
・
次
入
先
出
法
・
基
準
在
高
法
お
よ
ぴ
こ
れ
ら
の
憂
形
を
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
目
的
を
達
成
す
る
手

段
と
み
な
す
べ
ぎ
こ
と
、
か
つ
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
つ
た
か
、
そ
れ
を
報
告
書
に
示
す
ぺ
き
ア
》
と
を
提
言
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　
0
4
　
物
債
の
上
昇
期
に
は
、
棚
卸
資
産
の
消
費
を
時
債
で
費
用
に
計
上
す
る
と
、
そ
の
結
果
、
商
品
の
原
債
と
販
費
時
の
よ
り
高
い
取
換
可
能
慣
額

　
ヨと
の
差
額
は
取
引
に
も
と
づ
く
利
釜
の
一
部
を
形
成
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
物
償
の
低
落
期
に
は
、
歴
史
的
原
債
以
下
で
棚
卸
資
産
を
取
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
、
歴
史
的
原
債
が
時
債
を
こ
え
る
そ
の
超
過
分
を
カ
バ
ー
す
る
ぺ
き
追
加
費
用
を
計
上
し
て
い
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
時
債
法
は
適
用

で
き
ぬ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
債
が
上
昇
し
て
も
、
下
落
し
て
も
、
商
品
の
コ
ス
ト
と
そ
の
時
債
と
の
差
額
は
貨
幣
の
購
買
力
の
一
般
の

動
き
か
ら
お
こ
る
よ
り
も
、
特
定
財
貨
の
市
場
債
格
の
憂
動
か
ら
生
ず
る
方
が
多
い
の
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
．
｝
の
よ
う
な
市
憤
の
動
揺
は
損
盆
に
影

響
す
る
通
常
の
事
業
上
の
危
険
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
危
瞼
が
事
業
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
、
一
般
に
購
入
上
の
到
断
と
経
轡
上
の
剣
断
に
依
存
す
る
と
こ

ヨ



ろ
が
非
常
に
大
き
い
の
に
か
㌧
わ
ら
ず
、
時
便
法
の
も
と
で
は
こ
れ
ら
の
憂
動
の
影
響
が
利
盆
計
算
上
除
外
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。

O
貨
幣
購
買
力
の
攣
動
を
及
映
す
る
た
め
に
會
計
記
録
を
修
正
す
る
指
藪
法

　
さ
　
3
0
　
．
｝
の
方
法
は
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
の
影
響
を
利
釜
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
　
3
0
　
．
｝
の
方
法
は
、
嚴
密
に
い
う
と
、
歴
史
的
原
贋
に
よ
る
會
計
を
憂
更
す
る
と
い
う
こ
と
を
提
言
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
歴
史
的
原
便
に

も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を
修
正
す
る
と
い
う
提
案
た
る
性
質
を
多
分
に
も
つ
て
い
る
。
利
釜
の
計
算
上
一
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
貨
幣
金
額
に

は
、
其
の
期
間
中
種
々
の
時
期
に
生
じ
た
取
引
ば
か
り
で
な
く
他
の
期
間
中
種
々
の
時
期
に
生
じ
た
取
引
を
も
混
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
期
首
の

棚
塑
口
同
と
敷
年
前
に
取
得
し
た
固
定
資
産
が
あ
る
如
く
で
あ
る
。
指
数
法
の
理
論
は
、
取
引
の
記
帳
さ
れ
た
時
と
報
告
書
が
調
製
さ
れ
る
日
と
の
間
に

貨
幣
購
買
力
の
憂
動
が
あ
つ
た
揚
合
に
は
、
取
引
が
生
じ
た
と
き
の
通
貨
は
現
在
使
用
し
て
い
る
通
貨
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
新
し
い

通
貨
に
換
算
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
換
算
手
段
と
し
て
は
購
買
力
指
数
を
用
い
る
。

　
ア
　
3
0
　
指
数
法
を
恋
用
す
る
技
術
は
、
満
足
な
指
数
が
得
ら
れ
さ
え
す
れ
ぱ
さ
し
て
厄
介
な
も
の
と
す
る
必
要
は
な
い
。
た
叉
複
雑
し
た
資
本
構
威

を
も
つ
企
業
に
關
し
て
は
か
な
り
面
倒
が
お
こ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
實
務
上
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
指
数
法
を
普
通
の
會
計
手
績
の
一
部
と
し
て

探
用
す
る
に
は
、
そ
の
指
数
が
毎
月
最
新
の
形
で
利
用
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
こ
の
方
法
は
普
通

の
會
計
日
に
年
次
報
告
書
を
急
速
に
作
成
す
る
揚
合
に
役
に
た
㌧
な
い
。
指
数
法
の
基
礎
理
論
か
ら
い
う
と
、
こ
の
方
法
は
・
固
定
資
産
購
入
と
か
期

首
の
棚
卸
資
産
の
よ
う
な
過
年
度
に
お
．
一
な
わ
れ
た
取
引
に
適
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
期
間
中
に
貨
幣
購
買
力
が
そ
う
と
う
に
攣
動
し
た
揚
合
に
は
、

期
中
取
引
に
も
當
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
こ
ヨ
カ
ヲ
シ
イ

　
3
0
　
「
新
通
貨
」
に
換
算
す
る
項
目
は
、
固
定
資
産
の
減
贋
償
却
と
棚
卸
資
産
の
清
費
と
い
う
よ
う
な
特
定
項
目
だ
け
で
な
く
・
す
ぺ
て
の
項
目

を
網
羅
す
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
會
計
報
告
書
は
物
債
上
昇
期
に
投
資
・
債
構
お
よ
ぴ
銀
行
預
金
の
よ
う
な
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
購
買

力
の
損
失
、
も
し
く
は
、
固
定
額
の
負
債
に
生
ず
る
利
釜
を
反
映
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
㌧
る
項
目
が
棚
卸
資
産
お
よ
ぴ
固
定
資
産
と
の
關
係
上
相
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扁
大
簿
葦
報
重
研
究
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
一

當
額
に
の
ぽ
る
企
業
に
あ
つ
て
は
』
あ
よ
う
姦
箏
嶺
し
て
、
特
定
の
資
産
星
ず
る
馨
の
み
を
計
上
す
る
．
｝
と
は
矛
盾
で
あ
る
．
そ
れ
で

は
、
貨
幣
購
買
力
の
減
少
の
影
響
を
損
益
計
算
上
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
な
問
題
は
、
物
領
の
下
落
期
に
も
生
ず
る
。

。9

敷
法
の
理
論
羨
用
す
る
に
は
・
漿
財
貨
の
籍
墨
動
を
あ
ら
わ
す
鍍
で
肇
し
に
、
貨
幣
の
購
買
力
の
畿
を
あ
お
す
指
警

　
さ必
要
と
す
る
・
購
男
指
警
用
い
奮
と
す
荏
、
萎
業
の
會
計
報
書
の
各
種
項
屋
そ
れ
ぞ
難
つ
た
指
警
用
い
る
．
｝
と
が
必
要
に
な
つ

て
く
る
・
項
易
蒋
殊
指
警
用
い
る
や
り
方
は
、
棚
卸
資
産
と
穰
償
却
蒔
鎮
羨
用
す
る
手
段
差
つ
て
し
ま
い
、
指
警
の
昌
と
す

る
幕
の
一
醗
男
の
欝
の
髪
を
型
す
う
｝
た
は
馨
な
く
な
る
．
す
べ
て
の
企
業
が
同
じ
指
警
用
い
さ
え
す
れ
ば
、
一
般
購
買
力
の

欝
を
示
す
正
警
指
警
使
用
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
鎮
く
、
な
ん
ら
か
艶
響
指
警
用
い
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
の
よ
う
な
霧
の
髪

は
か
な
り
正
確
に
測
定
し
得
る
と
い
寛
響
あ
る
・
実
、
籍
は
す
べ
て
の
曹
叩
財
窪
つ
い
て
均
一
に
動
く
も
の
で
饗
い
か
ら
、
特
定
の
企

業
に
一
轄
警
用
い
る
こ
と
は
あ
ま
蓋
當
で
饗
い
．
さ
ら
に
ま
た
、
貨
幣
購
買
力
の
欝
が
漿
の
企
業
に
蛮
ぽ
す
影
響
い
う
も
の
は
、

技
術
の
進
歩
に
由
來
す
る
便
蒼
き
相
殺
裏
重
と
墓
る
．
そ
れ
ゆ
え
に
、
指
敷
法
の
全
般
理
論
儘
器
原
健
よ
つ
て
震
す
る
會
計
報

告
書
を
修
正
す
る
有
敷
な
方
法
と
し
て
認
め
る
に
は
、
な
お
よ
く
檎
討
す
る
ア
》
と
が
必
要
で
あ
る
。

m
假
に
貨
幣
の
一
般
蟹
力
の
理
論
が
姦
で
奮
、
か
つ
、
楚
藷
警
作
成
す
る
・
】
と
が
で
き
る
．
一
と
が
確
か
に
な
つ
た
と
し
て
も
、
指

　
ヨ敷
法
を
適
用
す
る
昌
に
つ
い
て
嚢
姦
嬰
の
蓼
．
も
し
讐
、
歴
史
的
籍
髪
り
震
す
る
會
計
報
告
書
の
附
嚢
と
し
て
、
貨
幣
購
買

力
墨
禦
企
業
の
財
啓
奮
ぽ
す
影
響
つ
い
て
の
イ
ン
フ
ぞ
イ
シ
・
ン
を
示
す
浮
の
昌
で
、
．
〕
の
方
法
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
有

套
イ
ン
フ
r
イ
シ
ョ
蕃
響
者
と
笙
に
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
、
も
し
、
叢
禁
新
し
莉
蕪
念
轟
入
す
る
護
と
し
て

受
取
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
會
計
問
題
を
こ
え
る
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

経
濟
的
な
ら
び
に
批
會
的
問
題



　
　
　
3
1
　
新
し
い
利
釜
概
念
を
採
用
す
る
ア
｝
と
は
、
そ
れ
が
取
換
原
便
法
に
よ
る
と
、
固
定
資
産
の
債
額
引
上
に
よ
る
と
、
時
債
法
に
よ
る
と
、
な
い
し

は
、
指
敷
法
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
企
業
利
盆
の
計
算
を
こ
え
た
ず
つ
と
廣
い
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
。
指
敷
法
に
よ
る
利
釜
概
念

は
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
が
貨
幣
的
構
利
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
關
す
る
全
般
的
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
揚
合
は
、
重
要
な
る
経
濟
的
肚
會

的
問
題
を
考
察
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
つ
て
く
る
し
、
他
の
三
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
利
釜
概
念
を
と
つ
て
も
、
こ
う
し
た
間
題
が
お
こ
る

で
あ
ろ
う
。
次
に
そ
の
一
部
を
み
げ
て
お
く
。

　
③
　
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
を
法
律
上
認
め
て
貨
幣
表
示
の
法
律
上
の
櫨
利
を
修
正
す
べ
き
か
ど
う
か
。
た
と
え
ば
、
國
債
・
株
式
・
家
賃
地
代
・
年

　
　
金
．
保
瞼
契
約
．
肚
債
．
そ
の
他
の
債
務
．
雇
用
契
約
に
よ
る
構
利
・
利
釜
額
の
如
何
に
よ
り
攣
化
す
る
利
釜
分
配
計
董
・
生
命
保
瞼
契
約
と
保

　
　
瞼
金
受
取
人
と
の
権
利
關
係
。

㈲
　
財
貨
．
用
役
の
便
格
の
決
定
、
特
に
、
新
し
い
利
釜
概
念
を
と
る
こ
と
が
企
業
か
ら
投
資
家
へ
公
正
な
報
酬
を
は
ら
う
た
め
、
な
い
し
は
、
お

　
　
よ
そ
利
盆
を
生
ま
せ
る
と
い
う
た
め
に
、
慣
格
の
引
上
を
必
要
な
ら
し
め
る
か
ど
う
か
の
問
題
。
換
言
す
れ
ぱ
、
購
買
力
の
一
そ
う
の
低
落
を
ひ

　
　
き
お
．
｝
し
、
そ
れ
が
問
題
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
の
問
題
。

⑥
課
塗
に
存
る
各
種
企
萎
よ
碕
人
の
翻
的
地
位
．
菊
．
．
．
，
．
．
鴎
．
．
に
お
け
る
課
馨
輩
お
羨
盤
で
は
・
纂
購
男
の
幾

　
　
か
ら
生
ず
る
企
業
の
資
本
追
増
の
要
求
を
ま
か
な
う
た
め
に
企
業
が
貨
幣
的
利
釜
を
内
部
留
保
し
う
る
程
度
と
い
う
も
の
は
い
ち
じ
る
し
く
制
約

　
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
緩
和
せ
ん
と
し
て
新
し
い
企
業
利
釜
概
念
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
個
人
納
視
者
の
適
切
な
課
税
所
得
如
何
と
い
う
間

　
題
を
ひ
き
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
企
業
利
釜
概
念
を
と
れ
ぱ
、
物
債
上
昇
期
に
は
企
業
は
E
額
の
視
金
を
救
濟
さ
れ
＼
し
た
が
つ
て
・
こ
の

　
救
濟
の
負
指
を
い
か
に
し
て
他
の
納
視
者
に
分
散
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

＠
　
現
在
は
、
貨
幣
的
利
釜
に
つ
い
て
ど
の
程
度
を
配
當
に
あ
て
ど
の
程
度
を
將
來
の
事
業
の
要
求
の
た
め
に
留
保
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
を
き
め

　
る
の
は
、
取
締
役
の
考
え
る
政
策
問
題
に
島
す
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
、
配
當
前
に
資
本
の
購
買
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
基
準
に

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
螢
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
二



　
　
　
　
扁
糞
研
究
年
報
墓
舞
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
立
つ
て
企
業
資
本
を
募
集
す
，
る
と
し
た
揚
合
、
こ
の
資
本
募
集
に
お
よ
ぼ
す
影
響
如
何
。

㈲
物
繁
下
蓬
て
購
買
力
が
契
し
蕩
合
の
事
態
、
な
か
ん
づ
く
、
新
し
い
利
蕪
奪
は
そ
霧
合
醸
出
墓
筆
つ
か
ず
荏
な
く
な

　
　
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
。

の
新
し
い
利
蕪
奮
播
す
重
と
が
岳
果
と
し
て
、
優
先
株
に
つ
い
て
配
當
の
婆
晃
覧
書
髪
る
揚
合
、
魂
在
の
會
計
原
則
に

　
　
印
し
て
作
成
さ
れ
た
年
次
報
告
書
や
趣
意
書
に
も
と
づ
い
て
投
資
し
た
人
の
立
揚
如
何
。

詫
ら
の
問
糎
一
蕊
の
企
業
至
稿
人
に
影
響
を
お
藻
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
一
つ
の
會
計
方
禁
他
の
會
計
方
替
く
ら
べ
て

企
業
製
の
計
算
上
う
け
る
制
黎
多
い
か
少
い
か
の
問
嬰
は
る
奮
超
え
た
一
馨
鍍
讐
塞
肚
會
肇
上
の
墨
課
題
三
く
ん
で
い
る
．

　
結
論
と
勧
告

⑫
當
會
議
は
歴
史
的
原
慣
に
よ
り
作
成
さ
砦
會
計
報
暮
の
嚢
幾
多
の
制
黎
う
け
る
も
の
で
あ
る
．
一
と
、
な
か
ん
．
マ
、
會
計
報
告
書

　
ヨの
作
啓
用
い
る
箒
器
が
量
の
案
し
奪
の
で
な
い
と
い
う
剰
の
あ
ゑ
｝
と
を
、
特
に
鵠
芸
る
を
禦
い
．
そ
の
結
果
、
歴
史
的
原

慣
に
よ
り
作
成
す
る
會
計
報
告
書
に
示
窺
る
の
は
、
蟹
力
裏
示
し
奮
の
濃
の
計
等
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
は
企
業
の
財
務
上
の
要
請
と

適
合
し
て
配
當
に
あ
て
う
電
の
と
暑
し
・
つ
る
金
額
ξ
な
い
．
同
様
に
し
て
、
そ
れ
は
籍
雍
．
賃
銀
交
渉
．
課
馨
の
目
曽
か
馨
ず
し

も
適
し
て
い
な
い
・
こ
巷
の
昌
で
馨
葦
摂
義
合
に
は
、
企
業
を
維
持
す
る
た
め
に
留
保
し
た
利
蕪
無
菓
慧
霞
お
な
鮭

ば
な
ら
な
い
の

B
他
方
・
魔
膿
榎
代
菟
奮
の
と
し
て
義
ま
で
世
緯
案
嚢
奪
の
量
巽
麟
二
く
む
．
．
》
と
く
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、

　
ヨそ
れ
を
論
理
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
・
會
計
の
領
撃
こ
え
た
肚
會
繋
ら
竃
舞
鵠
響
ひ
き
お
．
〕
す
．
そ
れ
ゆ
え
に
、
當
會
馨
、
．
｝
れ
ま

で
に
響
馨
葵
婁
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
歴
史
的
橿
壕
と
づ
く
現
在
の
會
計
翫
兵
え
て
一
磐
受
父
れ
う
る
も
の
と
し
て
．
一
れ



を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

勧

告

　
細
　
當
會
議
は
、
實
行
可
能
に
し
て
か
つ
一
般
に
認
め
ら
れ
る
別
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
ま
た
、
か
か
る
方
法
が
用
い
ら
れ
る

時
が
く
る
ま
で
は
、
次
の
會
計
原
則
を
引
つ
づ
き
採
用
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
③
　
歴
史
的
原
債
は
引
つ
づ
き
年
次
會
計
報
告
書
を
作
成
す
る
基
準
た
る
ぺ
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
報
告
書
に
示
す
利
釜
を
算
定
す
る
基

　
　
準
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
が
企
業
の
財
政
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
（
固
定
資
産
お
よ
ぴ
流
動
資
産
の
取
換
原
便
の
増
大
を
ま
か
な
う
金
額
を
ふ
く
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ザ
　
し
　
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ラ
ジ

　
　
て
）
を
認
め
て
利
釜
の
う
ち
か
ら
設
定
し
た
金
額
は
、
準
備
金
へ
の
振
替
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
利
釜
算
定
上
の
費
用
と
し
て
扱
つ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ダ
ク
ノ
ヨ
ン

　
　
な
ら
な
い
。
こ
の
振
替
額
を
損
釜
計
算
書
に
年
度
残
高
算
定
上
の
控
除
額
と
し
て
示
す
揚
合
に
は
、
右
の
残
高
は
利
釜
の
全
部
で
は
な
い
か
ら
、

　
　
そ
の
事
實
を
適
切
に
表
示
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
◎
右
の
留
保
金
額
は
、
愼
重
の
問
題
と
し
て
、
當
分
の
問
は
配
當
に
用
い
得
な
い
も
の
と
取
締
役
が
み
な
す
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
原
則
と

　
　
し
て
こ
れ
を
資
本
準
備
金
と
し
て
扱
う
ぺ
き
で
あ
る
。

　
⑥
貸
借
封
照
表
上
、
固
定
資
産
は
債
額
引
上
を
お
こ
な
つ
て
は
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
第
二
九
七
項
に
述
べ
た
よ
う
な
特
殊
の
揚
合
を
除
く
）
。

　
　
な
か
ん
づ
く
、
貨
幣
償
値
の
安
定
を
敏
く
揚
合
に
そ
う
で
あ
る
。

　
鋤
　
當
會
議
は
ま
た
、
會
肚
の
取
締
役
や
役
員
た
る
當
會
員
或
い
は
顧
客
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
る
當
會
員
に
封
し
、
貨
幣
購
費
力
の
そ
う
と
う
な

攣
動
が
あ
る
時
期
に
は
、
歴
史
的
原
償
に
よ
つ
て
計
算
し
た
利
釜
に
關
し
て
そ
の
意
義
に
制
約
の
あ
る
こ
と
を
張
調
す
べ
き
こ
と
、
か
つ
、
次
の
諸
項

目
に
注
意
を
は
ら
う
べ
き
こ
と
を
拗
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
襲
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五

『



　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
商
學
研
究
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

㈲
　
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
が
企
業
の
財
政
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
、
な
か
ん
づ
く
、
政
策
の
問
題
と
し
て
愼
重
に
考
察
し
て
み
て
配
當
に
用
い
う
る
と

　
み
な
し
う
る
利
盆
の
額
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
認
め
て
、
利
盆
の
う
ち
か
ら
準
備
金
に
向
け
る
金
額
を
定
め
る
こ
と
。

切
　
取
締
役
の
報
告
書
そ
の
他
に
貨
幣
購
買
力
の
攣
動
が
企
業
の
財
政
に
お
よ
ぽ
し
た
影
響
を
表
示
す
る
こ
と
、
な
か
ん
づ
く
、
企
業
の
維
持
に
封

（　
す
る
財
務
上
の
要
求
と
こ
の
要
請
に
答
え
て
取
締
役
の
と
る
べ
き
政
策
と
し
て
、
準
備
金
の
設
定
に
よ
る
か
或
い
は
新
資
本
の
募
集
に
よ
る
か
、

　
を
表
示
す
る
こ
と
。

◎
　
貨
幣
購
買
力
の
憂
動
が
利
釜
な
ら
ぴ
に
財
務
上
の
要
求
に
お
よ
ぽ
す
影
響
を
測
定
せ
ん
と
す
る
諸
方
法
を
實
験
す
る
こ
と
。
か
か
る
實
瞼
の
結

　
果
を
年
次
報
告
書
の
附
厨
書
類
の
一
部
と
し
て
搬
表
す
る
揚
合
に
は
、
計
算
に
用
い
た
基
準
な
ら
ぴ
に
當
該
企
業
に
關
す
る
数
字
の
意
義
を
明
瞭

　
に
す
ぺ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
二
年
五
月
三
十
日
）

③
　
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
の
問
題
鮎

　
㈲
　
一
九
五
二
年
の
勧
告
書
第
十
五
號
と
一
九
四
九
年
の
勧
告
書
第
十
二
號
と
の
相
違

　
一
九
五
二
年
に
登
表
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
會
計
士
協
會
の
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
は
、
そ
れ
よ

り
二
年
孚
前
の
勧
告
書
第
十
二
號
の
叙
述
を
敷
術
す
る
と
い
う
建
前
で
か
か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
論
は
、
年
度
利
釜
の
測
定
も
年
次
會
計

報
告
書
の
表
示
も
共
に
歴
史
的
原
債
を
以
て
途
行
す
る
こ
と
、
實
質
資
本
維
持
に
必
要
な
る
資
金
準
備
は
利
釜
留
保
政
策
に
よ
つ
て
途
行

す
る
こ
と
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
堅
持
し
て
お
り
、
形
式
的
に
は
第
十
五
號
は
軍
な
る
第
十
二
號
の
衣
更
え
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
、
實
質
的
に
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
問
題
の
と
ら
え
方
に
お
い
て
爾
者
の
間
に
非
常
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
主
な
鮎
を
あ
げ
て
み
よ
う
。



　
第
一
に
、
勧
告
書
第
十
五
號
は
、
物
債
水
準
が
は
げ
し
く
上
昇
す
る
條
件
の
も
と
で
は
歴
史
的
原
慣
に
よ
る
會
計
は
そ
の
機
能
を
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
オ
き
リ
プ
ロ
フ
イ
ソ
ト

ぢ
る
し
く
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
損
釜
計
算
書
に
現
わ
れ
る
期
間
利
釜
は
、
軍
な
る
貨
幣
的
利
盆
で
あ
る
に
と
ど
一
一
感
り
、
経
管
の
資

本
實
盟
の
維
持
を
保
障
し
た
後
の
配
當
可
能
と
見
う
る
利
釜
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
賃
銀
交
渉
．
課
視
等
の
目
的
に
も
適
合
す
る
も
の

で
も
な
い
こ
と
、
ま
た
、
貸
借
封
照
表
の
数
字
は
資
本
の
實
態
を
反
映
し
な
い
軍
な
る
貨
幣
的
残
高
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
は
つ
き

り
認
識
す
る
と
と
も
に
、
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
條
件
の
も
と
で
は
き
こ
れ
ら
の
敏
陥
を
も
た
ず
、
し
か
も
從
來
の
歴
史
的
原
債
に
よ
る

會
計
と
同
程
度
の
實
践
性
を
も
つ
と
こ
ろ
の
新
し
い
會
計
方
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
は
つ
き
り
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
鮎
は
、
同
じ
く
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
方
法
が
物
債
上
昇
期
に
お
い
て
も
依
然
最
も
有
数
で
あ
る
．
）
と
を
圭
張
し
て
い
る
一
九

四
九
年
一
月
の
勘
告
書
第
十
二
號
お
よ
ぴ
遡
つ
て
一
九
四
五
年
六
月
の
勧
告
書
第
十
號
同
年
一
月
の
勧
告
書
第
九
號
と
く
ら
べ
る
と
、
そ

の
認
め
て
い
る
有
数
性
の
ウ
ェ
イ
ト
に
お
い
て
非
常
な
隔
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
從
來
提
案
さ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
新
し
い
會
計
方
法
に
封
し
て
、

會
計
方
法
上
の
立
揚
か
ら
容
認
し
が
た
い
最
も
重
要
な
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
新
提
案
が
會
計
の
客
観
性
と
い
う
鮎
で
歴
史
的
原
償
に

よ
る
會
計
に
取
り
替
わ
り
う
る
資
格
の
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
債
上
昇
期
に
お
い
て
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
が
な

お
不
可
敏
な
る
理
由
を
積
極
的
に
打
ち
だ
し
て
い
る
鮎
が
、
勧
告
書
第
十
二
號
と
重
要
な
違
い
の
あ
る
鮎
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
新
會
計
方
法
の
一
つ
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
指
数
法
一
を
從
來
の
「
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
」
の
補
足
手
段
と
し
て

用
い
る
こ
と
の
有
数
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
「
も
し
、
軍
に
歴
史
的
原
償
に
よ
り
作
成
す
る
會
計
報
告
書
の
附
薦
表
と
し
て
、
貨
幣
購
買

力
の
攣
動
が
企
業
の
財
政
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
イ
ン
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
だ
け
の
目
的
で
、
こ
の
方
法
を
用
い
る
の
で
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一
八

あ
れ
ば
、
有
釜
な
イ
ン
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
経
螢
者
と
株
主
に
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
べ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
直
前

第
二
に
の
べ
た
よ
う
に
、
當
時
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
を
と
つ
て
い
る
結
果
と
し
て
、
経
螢
の
生
産

力
維
持
の
保
障
や
賃
銀
交
渉
や
課
視
や
配
當
可
能
利
釜
額
等
の
決
定
を
合
理
的
に
お
こ
な
う
基
準
と
そ
の
計
数
を
提
供
す
る
と
い
う
會
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
タ
　
ブ
リ
テ
ド
ン
ヨ
ソ

の
重
要
機
能
が
う
し
な
わ
れ
、
そ
れ
が
會
計
外
の
解
　
　
繹
の
領
域
に
後
退
し
て
し
ま
つ
た
鮎
を
匡
正
す
る
最
も
よ
い
工
夫
と
し
て
勧

告
書
第
十
五
號
が
「
指
敷
法
」
の
数
果
を
積
極
的
に
み
と
め
る
態
度
を
示
し
た
唯
一
つ
の
黙
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
一
九
四
九
年
一
月
の
勧
告
書
第
十
二
號
に
は
存
在
し
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
工
夫
は
勧
告
書
第
十
五
號
に
よ

つ
て
は
じ
め
て
世
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
近
く
は
、
こ
の
勧
告
書
第
十
五
號
の
出
る
そ
の
前
年
一
九
五
一
年
八
月
ア
メ
リ
カ
の

o
。
B
巨
↑
け
8
。
口
○
。
一
・
8
讐
ω
暫
＆
ω
鼠
＆
貰
房
琶
q
①
ω
誓
轟
○
・
∈
。
β
富
距
b
き
。
芭
の
§
。
馨
旨
｝
》
●
》
■
｝
”
即
一
8
需
く
巴

O
富
凝
o
ω
き
α
固
β
器
9
巴
ω
鼠
＄
ヨ
窪
貫
9
も
覧
①
目
臼
9
q
ω
鼠
お
目
Φ
暮
2
9
ド
に
お
い
て
、
さ
ら
に
遡
つ
て
は
一
九
四
一
年

（
昭
和
1
6
年
）
六
月
日
本
に
お
い
て
私
の
著
書
「
貨
幣
債
値
修
正
會
計
」
に
お
い
て
ま
つ
た
く
同
じ
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
租

形
は
一
九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
の
甲
≦
。
の
乏
8
冨
質
．
ω
＄
三
誌
亀
》
8
0
琶
菖
護
．
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
．
勧
告
書
第
十
五
號
は
、
右
の
第
三
に
の
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
基
本
會
計
報
告
書
に
併
置
し
て
、
貨
幣
購
買
力

攣
動
が
企
業
財
務
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
測
定
し
た
附
騒
會
計
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
有
数
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
同

勘
告
書
末
尾
の
「
勧
告
」
の
中
で
は
、
こ
の
附
麗
會
計
報
告
書
の
作
成
と
い
う
こ
と
を
、
歴
史
的
原
慣
に
よ
る
會
計
の
領
域
外
に
お
け
る

實
験
の
間
題
と
し
て
、
當
協
會
會
員
た
ち
に
こ
れ
に
關
心
を
は
ら
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
こ
れ
も
勧
告
書
第
十
二
號
に
は
み
ら

れ
な
い
重
要
な
鮎
で
あ
る
。



、

　
切
　
勧
告
書
第
十
五
號
に
み
ら
れ
る
會
計
方
法
上
の
問
題
鮎

　
（
　
以
上
の
諸
鮎
を
通
じ
て
本
勧
告
書
第
十
五
號
に
み
ら
れ
る
會
計
方
法
上
の
問
題
鮎
を
指
摘
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
勧
告
書
第
十
五
號
で
は
、
右
の
附
騒
會
計
報
告
書
を
企
業
が
経
螢
維
持
の
た
め
に
利
盆
の
う
ち
か
ら
留
保
す
べ
き
額
を
決
定
す
る
指
針

と
し
て
積
極
的
に
用
い
よ
、
と
い
う
こ
と
は
提
言
し
て
い
な
い
。
こ
の
附
屍
會
計
報
告
書
の
作
成
を
實
験
の
問
題
と
し
て
關
心
を
は
ら
う

よ
う
に
會
員
た
ち
に
勧
告
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
渤
告
書
が
、
現
實
に
會
肚
の
取
締
役
が
イ
ギ
リ
ス
會
杜
法
の
規
定
に
し
た
が
つ
て
年
次
會
計
報
告
書
を
作
成
す
る
揚
合

に
、
實
際
に
そ
の
作
成
に
た
ず
さ
わ
り
、
も
し
く
は
、
そ
の
作
成
に
關
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
る
當
會
員
に
封
す
る
勧
告
書
で
あ
る
と
い

う
建
前
を
と
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
つ
て
、
こ
う
す
る
の
が
當
然
の
措
置
で
あ
る
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
附
厨
會
計

報
告
書
を
指
敷
法
に
印
し
て
作
成
す
る
と
し
た
揚
合
使
用
す
る
指
敷
の
選
澤
に
關
し
て
な
お
研
究
の
鯨
地
が
あ
る
と
す
る
こ
と
が
そ
の
有

力
な
理
由
と
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
當
時
の
イ
ギ
リ
ス
諸
産
業
が
｛
一
九
五
一
年
四
月
に
タ
ツ
カ
ー
報
告
が
螢
表

さ
れ
た
そ
の
前
後
か
ら
、
資
本
の
鷲
食
を
防
止
す
べ
き
現
實
的
基
準
を
眞
剣
に
求
め
て
い
た
こ
と
は
第
6
項
の
皿
で
み
た
と
お
り
で
あ
り
、

し
た
が
つ
て
、
こ
の
要
望
に
こ
た
え
て
會
計
領
域
の
外
で
財
務
政
策
を
實
施
す
る
揚
合
の
基
準
と
し
て
附
屡
會
計
報
告
書
の
作
成
を
積
極

酌
に
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
行
き
方
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
敢
え
て
實
験
領
域
に
と
ど
め
た
事
由
は
、
具
膿
的
に

質
施
す
る
會
計
技
術
の
用
意
が
未
だ
で
き
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
蹄
因
す
る
も
の
と
み
て
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

　
勧
告
書
第
十
五
號
に
關
し
て
間
題
と
さ
る
べ
き
も
う
一
つ
の
貼
は
、
さ
ら
に
根
本
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
新
し
い
會
計
原
則

と
よ
ん
で
い
る
も
の
と
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
と
、
こ
の
二
つ
の
會
計
方
法
は
會
計
構
造
上
ど
う
い
う
位
置
づ
け
を
も
つ
の
か
、
こ
れ
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に
關
す
る
勧
告
書
第
十
五
號
の
考
え
方
そ
の
も
の
に
あ
る
。
勧
告
書
は
、
「
歴
史
的
原
債
に
代
わ
り
得
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ま
で
世
に
提

案
さ
れ
た
も
の
は
重
要
な
飲
陥
を
ふ
く
む
ご
と
く
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
を
論
理
酌
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
會
計
の
領
域
を
こ
え

た
肚
會
的
な
ら
び
に
経
濟
的
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
當
會
議
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
提
案
の
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
、
歴
史
的
原
償
に
も
と
づ
く
現
在
の
會
計
原
則
に
代
え
て
一
般
に
受
け
入
れ
得
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

（
＝
二
三
項
）
「
當
會
議
は
、
實
行
可
能
に
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
別
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
ま
た
、
か
か
る
方
法

が
用
い
ら
れ
る
時
が
く
る
ま
で
は
、
次
の
會
計
原
則
を
引
つ
づ
き
探
用
す
ぺ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。
」
（
一
一
二
四
項
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
勘
書
告
第
十
五
號
が
「
新
し
い
會
計
」
と
よ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
「
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
」
に
と
つ
て
代
わ
る
べ
き

も
の
と
し
て
の
「
新
し
い
會
計
」
を
意
味
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
」
と
「
新
し
い
會
計
」
と
は
た
が
い

に
相
手
を
否
定
す
る
立
揚
に
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
會

　
　
　
　
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
　
コ
ス
ト
　
ベ
ド
ゾ
ス

計
と
し
て
歴
史
的
原
債
基
準
を
彊
調
す
る
立
揚
の
人
々
の
所
論
に
つ
い
て
み
て
そ
う
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
リ
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
・
バ
リ

ュ
ゥ
．
ぺ
ー
シ
ス
の
立
揚
（
現
在
取
換
原
慣
基
準
の
ほ
か
指
敷
法
基
準
を
も
ふ
く
め
て
）
の
人
た
の
所
読
に
つ
い
て
み
て
も
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
タ
ロ
ネ
ド
テ
イ
ブ

爾
者
は
會
計
領
域
と
し
て
二
者
鐸
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
ひ
と
り
イ
ギ
リ
ス
の
揚
合
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
諸
國
で

も
、
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
會
計
」
と
い
う
課
題
を
と
り
あ
げ
る
從
來
の
態
度
で
あ
つ
た
。

　
私
見
に
よ
れ
ぱ
、
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
合
理
化
を
會
計
構
造
の
上
か
ら
考
え
る
揚
合
從
來
犯
さ
れ
て
き
た
根
本
的
な
誤

り
で
あ
つ
た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
け
だ
し
、
歴
史
的
原
贋
に
よ
る
會
計
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
到
來
に
よ
つ
て
課
さ
れ
る
問

題
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
日
ン
に
原
因
し
て
う
し
な
つ
た
そ
の
會
計
機
能
を
同
復
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
會
計
方
法
」
な
る
も

’



、
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の
は
「
歴
史
的
原
慣
に
よ
る
會
計
」
と
二
者
鐸
一
の
立
揚
で
存
立
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
爾
者
は
二
者
同
格
の
立
揚
で
存
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
職
後
の
各
國
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
冒
ン
の
経
験
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
同
じ
経
験
を
通
し
て
蹄
結
す
る
と
、

歴
史
的
原
慣
に
よ
る
會
計
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
喪
失
す
る
會
計
機
能
は
、
歴
史
的
原
償
に
よ
る
會
計
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

以
前
に
は
た
し
て
い
た
會
計
機
能
の
全
部
で
は
な
い
。
正
確
に
い
え
ば
、
會
計
の
機
能
領
域
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
い
て
も

歴
史
的
原
便
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
機
能
を
は
た
し
得
な
い
會
計
領
域
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ン
の
揚
合
、
歴
史
的

原
償
で
は
も
は
や
そ
の
機
能
を
は
た
せ
な
く
な
つ
た
會
計
の
領
域
が
表
面
に
で
き
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
も
と
で
の
會
計
の
あ
り
方
は
、
一
方
で
は
、
歴
史
的
原
慣
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
機
能
を
は
た
せ
な
い
會
計
領
域
を
存
置
す
る
と
と

も
に
、
他
方
、
歴
史
的
原
債
で
は
は
た
せ
な
く
な
つ
た
機
能
を
會
計
領
域
の
中
に
復
活
す
る
方
法
を
講
ず
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
つ
て
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
機
能
領
域
と
新
し
い
方
法
に
よ
る
機
能
領
域
は
，
二
者
揮
一
監
の
關
係
で
は
成
立
し
得
な
い
も
の
で

あ
り
、
爾
者
は
，
二
者
同
格
く
の
關
係
に
お
い
て
、
と
も
に
會
計
領
域
の
中
に
併
立
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
關
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
あ
り
態
に
い
え
ば
、
勧
告
書
第
十
五
號
の
根
本
酌
立
揚
は
明
ら
か
に
「
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・
コ
ス
ト
．
べ
ー
シ
ス
」
と
「
リ
プ
レ
ー
ス
メ

ン
ト
・
バ
リ
ユ
ウ
・
べ
ー
シ
ス
」
（
廣
い
意
味
で
の
）
と
を
二
者
鐸
一
の
立
揚
と
し
て
考
え
て
い
る
貼
に
重
要
な
構
造
的
峡
陥
を
ふ
く
ん

で
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
勤
告
書
第
十
五
號
は
、
何
よ
り
も
、
會
肚
の
取
締
役
が
一
九
四
八
年
の
會
肚
法
の

規
定
に
し
た
が
つ
て
作
成
す
る
株
主
へ
の
會
計
報
告
書
と
い
う
、
現
實
の
法
規
定
と
完
全
に
密
着
し
た
揚
合
の
會
計
庭
理
に
關
す
る
勧
告

書
で
あ
る
と
い
う
事
情
と
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
に
は
、
こ
の
勘
告
書
を
生
み
だ
す
環
境
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
奔

　
　
　
　
　
第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
登
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
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鴫
二
二

馬
的
悪
性
の
も
の
に
い
た
ら
ず
し
て
一
感
お
ち
つ
い
た
と
い
う
事
情
を
勘
案
す
る
と
き
、
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會

計
構
造
へ
の
認
識
は
、
當
時
の
現
實
に
印
し
た
最
上
の
も
の
で
あ
つ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

㈲
　
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
」
第
九
號
・
第
十
號
・
第
十
二
號
・
第
十
五
號
に
わ
た
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
観
の
螢
展

　
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
を
通
じ
て
、
次
ぎ
次
ぎ
に
公
表
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ス
勅
許
會

計
士
協
會
の
「
會
計
原
則
に
關
す
る
勧
告
書
」
の
中
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
會
計
ζ
と
い
う
問
題
に
ふ
れ
た
も
の
は
、
一
九
四
五
年

の
勧
告
書
第
九
號
．
第
十
號
、
一
九
四
九
年
の
第
十
二
號
、
一
九
五
二
年
の
第
十
五
號
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
勧
告
書
の
う
ち
に
み
ら
れ

る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
へ
の
認
識
の
攣
遷
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
會
計
の
研
究
上
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
、
か
つ
、
貴
重
な
實
讃
的

資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
一
月
の
勧
告
書
第
九
號
お
よ
ぴ
同
年
六
月
の
第
十
號
に
お
い
て
は
、
利
釜
計
算
は
期
末
資
産
の
低
償
主
義
評
債
に
よ
る
こ

と
が
基
準
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
會
計
領
域
の
中
へ
歴
史
的
原
憤
に
よ
る
利
盆
計
算
と
物
債
水
準
憂
動
の
影
響
を
考
慮
し
た
財
務
政
策
を
入

れ
こ
む
や
り
方
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
一
月
の
勤
告
書
第
十
二
號
で
は
、
物
偵
水
準
上
昇
に
と
も
な
う
資
産
の
取
換
原
慣
上
昇
を
ま
か
な

う
資
金
手
當
は
會
計
領
域
外
の
利
益
慮
分
に
屈
す
る
問
題
な
り
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
財
務
政
策
實
施
の
最
良
の
基
準
と
し
て
、
手
當

す
べ
き
資
金
額
を
資
産
の
使
用
期
間
に
計
豊
的
に
割
當
る
や
り
方
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
え
て
、
一
九
五
二
年
五
月
の
渤
告

書
第
十
五
號
に
い
た
り
、
物
債
水
準
の
は
げ
し
く
憂
動
す
る
條
件
の
も
と
で
は
、
歴
史
的
原
債
に
よ
る
會
計
方
法
で
は
會
計
機
能
に
障
害

を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
、
こ
の
機
能
障
害
を
匡
正
す
る
別
の
會
計
方
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
必
要
に
態
ず
る

接
近
法
と
し
て
補
助
財
務
表
の
手
段
の
あ
る
こ
と
を
は
つ
き
り
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

’



　
第
二
次
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
」
シ
ョ
ン
時
代
を
通
じ
て
、
結
論
的
に
は
歴
史
的
原
憤
に
よ
る
會
計
方
法
を
終
始
一
貫
し
て

堅
持
し
て
い
る
6
富
H
霧
菖
叶
旨
。
9
0
ξ
詳
9
区
》
8
窪
暮
讐
げ
の
ぼ
田
茜
宣
呂
雲
山
≦
⇔
一
①
。
。
の
勧
告
書
は
、
そ
の
イ
ン
フ
レ
；
シ
ョ

ン
會
計
に
關
す
る
思
考
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
段
階
的
襲
展
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
七
年
＋
二
月
）

　
　
後
記
　
本
稿
は
私
の
「
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
今
次
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
に
際
し
同
國
會
計
士
諸
團
胆
の
間
に
利
害
的
封
立
が
あ
つ
た
こ
と
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
ま
つ
た
く
か
か
わ

　
　
　
　
　
り
な
く
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
に
附
記
し
て
お
く
。

第
二
次
世
界
大
職
後
の
イ
ギ
リ
ス
・
イ
シ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
會
計
の
稜
展

一
一
三




